
  [image: ]


  
    小学館ｅＢｏｏｋｓ


    撃戦魔法士　３


    
      尾地　雫

    


    
      イラスト　いちやん

    

  


  [image: ]


  [image: ]


  [image: ]


  
    目次


    



    序　章　悪魔の血


    第一章　封印


    第二章　襲撃


    第三章　魔導王バンディット


    第四章　魔界の落らく胤いん


    終章　戦いの後に


    あとがき

  


  [image: ]


  [image: ]


  
    　　　序　章　悪魔の血


    



    「恐らく連中の目的は、龍りゆう之の介すけ、テメェの捕ほ縛ばく、そして、抹まつ殺さつだ」


    　真しん紅くの髪の女性がいつになく真剣な声音で告げた。


    　その予想を超えて不ふ穏おん当とうな事態に、第九階級魔術師ウイザード・早さ乙女おとめ龍之介は思わず息を呑のむ。


    「な……どういう、ことだよ……？」


    　困惑を覚えながら訊きき返すと、女性──セレス民間騎士事務所所長の来くる栖すセレスティーナは、不機嫌そうに鼻を鳴らした。


    「言葉の通りだ。騎士陸軍の大将さんが、その直属部隊に命じてテメェを捕らえさせようとしてるみてェなんだよ。そして捕まったら最後、テメェは十中八九、殺されちまうだろう」


    　騎士陸軍大将の位にあるのは、他ならぬ龍之介の実の父親、早乙女天てん元げんだ。


    　その身にかけられた封印のせいで魔力を失い、第九階級という魔術師としての最低位の烙らく印いんを押された龍之介を、名門・早乙女家には相応ふさわしくないとして勘かん当どうした張本人でもある。


    　だが実家を追放されて以来、まったく交流がない。親子の縁など、とうに切れているはずなのだ。今さらどうして俺を、と言いかけた龍之介の脳裏を、記憶の残ざん滓しが過よぎる。


    　つい先日、あの悪魔──アドラメレクと戦ったときのことだ。


    　はっきりとしたことは覚えていない。だが微かすかに残る、自分が何か別の存在になっていたような不気味な感覚。


    「……あんたは何か知ってるんだな？　俺は一体、何者なんだ……？」


    　恐る恐る問う龍りゆう之の介すけに対して、恐らくは初めから伝えるつもりだったのだろう、セレスは別段迷う素そ振ぶりも見せず、いともあっさりとその言葉を口にした。


    「龍之介、テメェは〝魔界の落らく胤いん〟と呼ばれる存在だ」


    「魔界の、落胤……？」


    　聞き慣れない言葉に、龍之介は鸚おう鵡む返がえしに訊きき返す。


    　セレスは珍しく神妙な顔つきをして、解説した。


    「魔界ってのは知っての通り、オレたちが〝悪魔〟と呼んでいる生き物たちが棲すみついている異界のことだ」


    「悪魔……」


    　神や天使、そして悪魔などに代表される彼らは、一般的に高位存在トラセンダーなどと言われていた。


    　この世界とは別の次元にある世界──すなわち異世界に棲せい息そくしており、二つの世界間に存在する位相のズレのせいで、簡単には互いに干渉し合うことができないとされている。


    「だがそれでも時折、人と悪魔が関わりを持つことがある」


    　力を欲する者たちにより、アドラメレクという悪魔が召喚された先日の事件は、その一つの例だ。


    　他にも悪魔が人を惑わし、堕だ落らくへと誘いざなう話は古今東西枚挙にいとまがない。その危険性から、悪魔との交信はどの国でも固く禁じられていた。


    「そして魔界の落胤ってのは、その悪魔と、人間あるいは亜人の間に生まれてきちまった子供のことだ」


    「悪魔と、人の子供……？」


    「ああ」


    　セレスは重々しく頷うなずいた。


    「もっとも、悪魔と人では生物としての存在の次元が違う。だから直接的に交わることはできねェ。……そうだな。例えるなら処女懐かい胎たいに近いか」


    「処女懐胎……」


    　聖母マリアが聖霊によって処女にして身み籠ごもったという聖典バイブルの逸話。


    　それはただの伝説ではない。


    　事実、長い人類の歴史の中で、そうした高位存在の干渉によって生まれてきた赤子が、後に聖人君子、あるいは英雄としてその名を轟とどろかせてきた。


    「なぜ悪魔がそうしてテメェを産んだのかってことまでは知らねェがな」


    　龍之介は自身の掌てのひらへと視線を落とした。


    　何の変哲もない、人間の身体からだだ。


    　いきなり悪魔の血を引いているなどと言われても、まったく実感が持てない。


    　そんなこちらの思考を察したのか、セレスは言う。


    「そしてテメェの場合、見た目には普通の人間と変わらなかった。だから普通の人間として育てられていたわけだ」


    　だが、とセレスは続けた。


    「テメェの中に流れるその血に気付いちまった奴がいる。それが、早さ乙女おとめ幻げん才さいだ」


    「あのジジイが……？」


    　早乙女幻才は龍りゆう之の介すけの祖父であり、そして魔術の師匠でもあった。


    　にもかかわらず今から六年ほど前、龍之介に封印を施ほどこし、一切の魔術を使うことができないようにしてしまった。しかも直後に消息を絶ってしまったせいで、今までその意図が分からなかったのだが……。


    「だから俺にこの封印を……？」


    「そうだ。その封印はテメェの魔力を封じることが目的じゃねェ。その〝悪魔の血〟を抑え込むと同時に、それを秘ひ匿とくさせるためのものなんだよ」


    「……」


    「苦渋の決断だったろうぜ。なにせその封印を施せば、将来を期待していた孫が魔術を一切使えなくなっちまうんだからな。……とは言え、もしその封印がなければ、テメェはもうとっくにこの世にはいなかったかもしれねェけどよ」


    「あの親父のことだからな……」


    　一族の名に傷がつくとして、十歳の息子を容よう赦しやなく家から追放したほどだ。


    　もし忌いむべき悪魔の血がこの体内を流れていると分かっていたとすれば、放ほう逐ちくされるどころで済まない。龍之介は確実に抹まつ殺さつされていたことだろう。早乙女天てん元げんとはそういう人間だ。


    「……しかしまさか戦場にいる天元が、こんなに早く動きやがるとは……チッ、またあのババアが裏で口喧やかましくしてやがるってことか。だいたい、幻才の野郎があんな頭の固いアマと結婚しちまったのが……」


    　ぶつぶつと、龍之介には聞こえないほどの小さな声で何かを呟つぶやくセレス。苛いら立だちを押え切れないといったように、足の踵かかとをがんがんと床に叩き付けていた。


    「まァ、というわけだからよ」


    　セレスは、ふぅと大きく息を吐いた。


    「しばらくここに匿かくまってやる。今のテメェじゃ、騎士軍の連中に襲われたら一ひと溜たまりもねェだろうからな。奴らだって、ここなら簡単には手を出せねェはずだ」


    「……なんで赤の他人であるはずの俺に、あんたはそこまでしてくれるんだ？」


    「テメェのジジイに個人的な恩があるんだよ」


    　龍りゆう之の介すけの疑問に、セレスはぶっきら棒に応こたえた。


    　今までの話から感づいてはいたが、やはり彼女は幻げん才さいと面識──いや、封印のことを知っていることから考えても、決して浅からぬ縁があるのだろう。


    「無論、テメェの使い魔たちも一いつ緒しよで構わねェ。寮の部屋は余ってるしな。またこの間みてェに巻き込んじまいたくはねェだろう」


    「……」


    　先日の一件を思い出し、知らず表情が歪ゆがむ。


    　アドラメレクによって力を与えられた魔術師ウイザードたちを前に、手も足も出なかったのだ。


    　そのせいで使い魔のシャルを死なせてしまった。


    　今の自分には大切な者たちを護まもる力がない。


    　──いや、それどころか、俺は自分の身を護ることすらもできねぇのか……。


    　己の無力さ、不ふ甲が斐いなさに、龍之介は思わず奥歯を噛かみ締める。


    　しかし同時に、胸奥に微かすかな希望を抱いだいていた。


    　先ほどからのセレスの口振り。もしかしたら……いや、きっと彼女は──


    　龍之介は彼女の紅こう玉ぎよくを思わせる瞳ひとみを睨にらむように見返すと、誤ご魔ま化かしは許さないとばかりに鋭するどい口調で問い質ただした。


    「教えてくれ。あんたは知ってるんだろう？」


    「……」


    　こちらの意図を察したのだろう、セレスが眉まゆ根ねを寄せる。


    「この封印を解く方法を」


    



    　　　　◇


    



    「あれ？　誰もいねーぜ？」


    　無人のリビングに響ひびいたのは、やけに暢のん気きな声だった。


    　つんつんに逆立てた銀髪が特徴的な青年だ。


    　背丈は平均的で、骨格は細め。だがその身体からだは鍛きたえ抜かれ、着ているシャツ越しにも鋼はがねのような筋肉が見て取れた。目尻が吊つり上った鋭い目をしているが、しかしその割りに表情にはどこか子供っぽい無邪気さがある。


    「おーい、早さ乙女おとめ龍之介はいるかー？」


    　まだ二十代と思われるその青年は、堂々と家主の名前を呼びながら、部屋の中を勝手に歩き回っていた。


    　第十一区地下層Ｆエリア──〈幽霊街ゴーストタウン〉にある二階建ての一軒家。


    　ソファやテーブルなどの家具は一目見て安物と分かるものばかり。調度品の類たぐいはほとんどなく、かなり殺風景な印象を受ける。


    　最近修しゆう繕ぜんでもしたのか、なぜか壁や床、窓ガラスなどは新品だった。


    　しかし人の気配どころか、何となく生活感がない。


    「これはつまりあれだ、いわゆる〝もぬけの殻から〟ってやつだな。……ところで〝もぬけ〟って一体どういう意味なんだろーな？」


    「抜け殻っていう意味よ」


    　青年の質問に応じる声があった。


    　ズルズルという音を立てながら、こちらも二十代と思おぼしき女性がリビングに入ってくる。


    「へー。お前、意外と頭いいんだなぁ」


    「あんた、あたしの種族知ってんでしょうが」


    「そっかそっか、お前も脱皮するもんなぁ」


    「……毎回ほんとに面倒だけどね」


    　不愉快気に鼻を鳴らす女性の下半身は、蛇へびのそれだった。


    　蛇人族ラミアと呼ばれる亜人だ。


    「話では使い魔も住んでいるはずなんだけどな」


    　うーん、と腕を組んで首を傾かしげる青年に、女性はどこか冷ややかに言った。


    「もしかして感づかれちゃったんじゃないの？　冷蔵庫の中も空っぽだったし、しばらく帰っていないみたいよ」


    「お？」


    　と、そのとき青年の携帯端末に着信があった。仲間からの連絡だ。


    　青年は、ふんふん、え、マジかよ、と応じてから通話を切り、がしがしと頭を掻かいた。


    「いやー、まいったまいった。学校の方にもしばらく来てないってさ」


    　しかしその言葉の割りにあまり深刻そうではない。女性は溜ため息いきを吐ついて、


    「……面倒ね。この広い都市で人間一人を探すのは骨が折れるわよ？　他に天てん元げん様から何も聞いてないの？」


    「そうなんだよなー」


    「……まったく、天元様もあたしたちを動かすなら、もう少しちゃんと──」


    「あ、そうだ」


    　女性の言葉を遮さえぎって、青年が何かを思いついたようにぽんと手を打った。


    「あいつなら何か知ってるかもしれねーじゃん」


    「……あいつ？」


    　眉まゆをひそめる女性に、青年はやけに楽しげに言った。


    「早さ乙女おとめ刃は虎とら。天元さんの長男だよ」

  


  
    　　　第一章　封印


    



    　　　　　　１


    



    　魔都の北方に聳そびえ立つ、二千メートル超級の山々。


    　峻しゆん厳げんな連峰が龍の背びれにも見えることと、赤茶けた山肌を晒さらしていることから、それらは〈赤龍山脈レツドフイン〉と呼ばれていた。


    「ここに、件くだんの呪じゆ術じゆつ師しがいるってのか……」


    　遥はるか高い位置にある山々の頂を見上げながら、龍りゆう之の介すけは小さく呟つぶやいた。


    　東の空がようやく白み始めた時刻──早朝の五時。


    　龍之介はその〈赤龍山脈〉の麓ふもとへとやってきていた。


    「ここからじゃ見えねェが、三つほど山を越えたところにある〈鳳ほう来らい山さん〉ってところにな」


    　セレスが相あい槌づちを打ち、そう補足してくる。


    「まるで仙人だな……」


    〈赤龍山脈〉の最高峰。それが〈鳳来山〉だ。標高は二千七百五十四メートルにもなり、その周囲を複数の山に囲まれている。


    　これからその〈鳳来山〉へと向かうのだ。


    　目的は他でもない。己にかけられた封印を解くためだった。


    　数日前、その決意を伝えた龍之介に対し、セレスが散々迷った末に教えてくれたのだ。その山の頂上に、龍之介に封印を施ほどこした呪術師が住んでいるということを。


    〈鳳来山〉へは最短ルートで進む予定だが、恐らく数日がかりの行程になるだろう。


    　ルナや使い魔たちはセレス民間騎士事務所に預けて、黙って出てきた。伝えれば、ルナがどうしても一いつ緒しよに行きたいと言って聞かないだろうからだ。


    「オレが案内できるのはここまでだ。後はテメェで何とかしろ」


    「ああ、助かったよ」


    　龍之介はそこでセレスと別れ、たった独りで山岳に挑む──つもりだったのだが、


    「楽しみやなァ。ウチ、山に登るのなんて久しぶりやわ」


    　隣から訛なまりのある特徴的な声。


    　振り向くと、胸元を大胆に晒す特異な巫み女こ装しよう束ぞく姿の少女が、暢のん気きにスキップしながら歩いていた。背中に流した長い金髪が、それに合わせてふわりと揺れている。


    　彼女は第五階級魔術師ウイザード──つい最近、第六階級から上がったらしい──の吉よし田だ千ち聖さと。


    　龍之介と同じく民間騎士コントラクターの少女だ。


    「……ピクニックじゃねぇんだぞ？」


    「わかっとるわかっとる。それより、安心してええで。ウチの霊感がある限り、遭そう難なんなんてありえへんからな」


    　龍りゆう之の介すけの疑いの視線など何ど処こ吹く風で、自信ありげに胸を張る千ち聖さと。


    「昔、修しゆ験げん者じやとしてこの山に籠こもったことのあるウチのお師匠さまによると、ここは仙境とも言われとるらしくてな、場所によっては方位磁針がまったく当てにならへんのやで」


    　実際、彼女が付いてきたのは、その点を考慮し、セレスが打診してくれたからだった。彼女の所属はセレス民間騎士事務所ではなく、賀か茂も民間騎士事務所なのだが、そちらの所長も二つ返事でＯＫしてくれたのだという。


    「まぁ、千聖に関しては仕方ないけどよ……何でお前までいるんだ、七なな慧え？」


    「ほんまや」


    「い、いいじゃないの別に！」


    　二人から同時に視線を向けられて、どこか焦あせったように言い返してきたのは、黒髪の少女。


    　セレス民間騎士事務所に所属し、龍之介の幼おさな馴な染じみでもある第五階級魔術師ウイザードの天あま城ぎ七慧だ。


    「だって、霊山には危険な魔獣も出るんでしょ？　もう一人くらいサポートが必要よ」


    「ウチ一人でも十分なんやけどなァ」


    「……別の意味で危険だからよ」


    　千聖の主張に、ぼそりと七慧が呟つぶやく。


    「それはそうと、いくら何でもこんなにいらねぇと思うんだけどな？」


    　龍之介は大量の荷物が詰め込まれた巨大なバックパックを背負っていた。大の大人ですらすっぽり収まりそうなほどの大きさだ。当然かなりの重量がある。


    「だめよ。何があるか分からないんだし」


    「まぁ万一に備えておくのは必要だろうし、百歩譲ゆずってそれは良いとしても……何で俺が三人分の荷物を全部持たなけりゃならないんだよ？」


    「だって男の子でしょ？」


    「男女差別だ……。にしても、ちょっと重すぎる気もするんだが……」


    「食料に、飲み物に、着替えに、防寒着に、雨具に、それから救急セットに、三人分の寝袋。あと、テントも男女別に二つ必要だし……」


    「別に全員仲良く一いつ緒しよに寝ればええやん」


    「い、いいわけないでしょ！」


    「テントが二つも入ってんのか……道理で重いわけだ……」


    　肩に重量以上の重みを覚えながら、龍之介は溜ため息いきを吐き出す。果たして本当にこんなものを抱えながら登山ができるのだろうか。


    「にしても龍之介はんの封印、無事に解けるとええなァ」


    「ああ。絶対に呪じゆ術じゆつ師しに会って、こいつを解呪してもらわねぇとな」


    　まるで自分のことのように期待してくれる千ち聖さとに、龍りゆう之の介すけはそう力強く頷うなずきを返す。しかしそのとき、ふと胸中にある不安が過よぎった。


    　──もし俺の秘密を知ったら、どう思うのだろうか？


    　実を言うと、二人には龍之介が〝悪魔の血〟などという物騒なものをその身に宿していることを伝えてはいないのだ。


    「ん？　どないしたんや、龍之介はん？」


    　少し浮かない表情をした龍之介の顔を、千聖が心配したように覗のぞきこんでくる。


    「……いや、何でもねぇよ」


    　きっといつかは話すべきだろう。だが今はまだ心の準備ができていない。龍之介は頭かぶりを振って誤ご魔ま化かした。


    　山さん麓ろくを進んでいくと、次第に周囲が鬱うつ蒼そうとした木々に囲まれていく。しかし誰かが整備しているのか、砂利じやりが敷き詰められた道は凸でこ凹ぼこが少なく、意外と歩きやすかった。


    　やがて現れた丸太の階段を上り切ると、そこには大きな鳥居があった。


    　神社だ。


    　本来は〈倭やまと皇こう国こく〉が信仰する八や百お万よろずの神々を祭るための施設だが、魔都ではそれに由来する神道系の魔術教団の本拠地がそう呼ばれることが多い。ただしここはどうやら、原初の形態の方に近いようだ。


    　鳥居の額がく束づかには『赤せき龍りゆう神社』と書かれていた。


    　大分年季が入っているものの、なかなかに立派な拝殿が龍之介たちを出迎えてくれた。


    「この神社の奥に〈鳳ほう来らい山さん〉へと通じる登山道があるって、お師匠さまが言うとったけど……」


    　千聖がきょろきょろと境けい内だいの中を見渡す。


    「あそこじゃねぇか？」


    　本殿のさらに奥に、山の奥へと続く道があった。


    　近付いていくと、その入り口を守護するかのように、両側に樹齢数百年はあるだろう二本の大木が生えていた。その大木の間には太い注し連め縄なわが結ばれている。


    「あっこから先は神域、ちゅうわけやな」


    「これ、勝手に入っていいのかしら？」


    　千聖が独り得心したように頷き、七なな慧えが不安気に首を傾かしげる。


    「別に問題ないだろ。行くぞ」


    　龍之介は無造作に注連縄を乗り越えようとしたが、


    「あ、龍之介はん、待っ──」


    　バヂバヂッ！


    「いでっ!?」


    　注連縄に触ふれた瞬間、青白い光が弾はじけ、指に鋭するどい痛みが走った。


    「いってぇ……な、何だよ、今の？」


    「そうやろうとは思ったけど、やっぱり結界が張られとるみたいやな」


    　目を剥むく龍りゆう之の介すけに、千ち聖さとが教えてくれる。


    「もっと早く言ってくれよ……」


    「だ、大丈夫、龍之介くん？」


    「ああ」


    　幸い少し火傷やけどした程度だ。


    「そこで何をしているのです！」


    　そのとき突然、背後から甲かん高だかい怒鳴り声が聞こえてきた。


    　振り返ると、拝殿に隣接した家屋の方から、白びやく衣えに緋ひ袴ばかまを着た少女がこちらへと駆けてくる。


    　恐らくこの神社の巫み女こだろう。年は龍之介たちより少し下くらいで、千聖と違って標準的な装しよう束ぞくをきちんと着こなしている。


    「ここの霊山に立ち入ることは禁じられています」


    　年上の三人組を前に怯ひるむ様子もなく、毅き然ぜんとした態度で断じる巫女少女。


    　だが千聖の格好を見て、目を見開いた。


    「ななな、なんて破は廉れん恥ちな……っ！　あなた、それでも巫女ですか!?」


    「初う心ぶやなァ。今時これくらいは普通の露ろ出しゆつやと思うけど？」


    　いきなり顔を真っ赤にして狼狽うろたえる少女をからかうように笑って、千聖はしれっとそんなことを言う。


    「そ、そんなものが普通であって堪たまりますか！」


    「どうした、佳か代よ？」


    「お、お父さん。知らない人たちが山に……」


    　そこへやって来たのは、厳おごそかな礼服を着た四十前後の男性だ。


    　この神社の神かん主ぬしだろう。そして恐らくは、この結界を施ほどこした人物──


    　彼は穏やかな表情で、しかしそれとは裏腹に断固とした態度で告げた。


    「この〈赤龍山脈レツドフイン〉は我が神社の御神体。立ち入ることは禁じられております」


    「別に山を荒そうってわけじゃない。ちょっと〈鳳ほう来らい山さん〉の頂上まで登るだけだ」


    「ですから、それを禁じております」


    　龍之介の反論に、神主はそう即答する。


    「〈赤龍山脈〉は危険な山々です。かつては毎年のように何十人という数の方が修行のためにいらっしゃいましたが、その多くが今も山から帰還されておりません。この山脈は仙境とまで呼ばれる、一種の異界。立ち入れば、まず間違いなく遭そう難なんし、山の肥料と化すでしょう。ゆえに現在はこうして結界によって封鎖しているのでございます」


    「……」


    「特に、あなた方のような前途ある若者を死なせるわけにはいきません」


    「……俺は〈鳳ほう来らい山さん〉に住んでいる奴に用があるんだよ」


    　龍りゆう之の介すけが告げると、神かん主ぬしは少し驚いたように目を瞠みはった。


    「……あのお方は……人前に姿を現すことはめったにございません」


    「それでも、会わなくちゃならねぇんだ。この結界を解いてくれ。心配はいらねぇよ。こっちには霊感の強い巫み女こがいる。遭そう難なんなんてしねぇよ」


    「狂暴な魔獣だって、たくさん棲せい息そくしているんですよ！」


    　龍之介の反論に、先ほどの巫女少女が強い口調で言う。


    「んなもん、倒していけばいい」


    「それだけではございません。この山々は人間を排除しようとするのです」


    　父娘おやこはまるで折れる気配がなかった。説得は難しそうだ。


    　この山々すべてに強い結界を張ることは容易ではない。恐らくここを迂う回かいし、結界の弱い部分を見つければ、山に入ることも可能だろう。


    「……しょうがねぇな」


    　回り道を覚悟した龍之介だったが、そのとき何を思ったか、千ち聖さとが呪じゆ文もんを口ずさみながら、おもむろに注し連め縄なわへと近付いていった。


    「おい、弾はじかれるぞっ？」


    　だが千聖はそのままひょいと注連縄を潜くぐって、通り抜けてしまった。


    　唖あ然ぜんとする龍之介たちを振り返って、千聖が艶えん然ぜんと微ほほ笑えむ。


    「まァ、ウチの手にかかれば、一時的に結界を無効化することくらいわけないで？」


    「わ、私の結界を、こんなに容易たやすく……？」


    　驚嘆する神主を後しり目めに、龍之介と七なな慧えは千聖の後を追った。


    　そのまま注連縄を跳び越える。


    「あっ、ま、待ちなさい！　……きゃっ!?」


    　巫女が追い駆けてこようとしたが、弾かれた。再稼働した結界が阻はばんだのだ。


    「ちゃんと帰って来れたら報告するから。じゃあな」


    　龍之介は神主たちにそう告げ、踵きびすを返して深い山中へと入っていく。


    「大丈夫かしら？」


    「まァ、あのままやとラチがあかんかったやろうし、ええんやないか」


    　心配そうに振り返る七慧に、千聖があっけらかんと言う。


    　しばらく進んだが、さすがに彼らも追ってはこないようだった。


    　登山道とは言っても、もう何年も人が通っていない道だ。ほとんど獣けもの道みちである。草を掻かき分けるようにして進んでいくしかない。思っていた以上の労力だ。


    「思ったんだが……千聖、お前の八や咫た烏がらすを使えば山頂まで一っ飛びなんじゃねぇか？」


    　ふと思いついて言うと、千ち聖さとは「無理や無理」と頭かぶりを振った。


    「知っての通り、八や咫た烏がらすをあんまし長い時間顕現させておくのはしんどいんやで。それにただ滑かつ空くうするのと、高度を上げていくのとでは訳がちゃう。せいぜい数百メートル程度であえなく息切れや」


    「わたしの風ふう姫きも同じね。そもそも人間二人とこれだけの荷物をいっぺんに抱えて飛ぶのはちょっと辛つらいわ」


    　と、七なな慧え。


    　つまりは普通に登っていくしかないということだ。


    「ま、こうして自然の中を歩くのも悪くねぇけどな。予報じゃあ、ここしばらく天気がいいみたいだし」


    　龍りゆう之の介すけは木こ漏もれ日に目を細める。絶好の登山日和びよりだった。


    　だが七慧が少し不安気な顔をして言った。


    「でも、ちょっと気になるんだけど……ほら、さっき神かん主ぬしさんが最後に言われてた、この山々は人間を排除しようとするって……あれ、どういう意味なのかしら？」


    「方位磁針が当てにならへんかったり、魔獣が出たり、そういうのを大おお袈げ裟さに言っただけちゃうか？　ウチらを脅おどして諦あきらめさせるために」


    「ま、俺もそんなとこだろうと思うな」


    　と、龍之介が千聖の意見に同意したそのとき、いきなり冷たい感触が頬ほおを打った。


    　さらに、ぽつぽつと地面に黒い小さな染みが生まれていく。


    「……雨？」


    　龍之介は空を見上げた。


    　つい先ほどまで雲一つない快晴だったはずが、いつの間にかどんよりとした厚い雨雲に覆おおわれていた。


    「急に降ってきおったで。まァ、山の天気は変わりやすい言うからなァ」


    「本格的に降りそうな雰囲気ね……」


    　雨あま脚あしが一気に強まってくる。


    　バックパックから慌あわてて雨具を取り出していると、もう土ど砂しや降ぶりになっていた。


    　それだけではない。


    「おい、なんか、すげぇ寒くないか？」


    「寒いわね……」


    　雨で濡ぬれてしまったからというだけではない。急激に気温が下がってきているのだ。


    「……雪？」


    　気付けば雨は雪へと変わっていた。それも猛烈な吹雪ふぶきへと。


    　あっという間に視界が白く染まり、前も後ろも分からなくなってしまう。


    「こ、こんな季節に雪て……。い、いくら山やいうても、ま、まだ麓ふもとやで……？」


    　千ち聖さとがぶるぶると震えながら驚く。


    「……これがつまり、あの神かん主ぬしさんが言っていたことね」


    　七なな慧えが得心したように呟つぶやいた。


    『この山々は人間を排除しようとする』


    　神主の言葉が脳裏を過よぎる。


    「……なるほどな」


    　龍りゆう之の介すけは吐く息を白くしながら、不敵に笑った。


    「確かに一ひと筋すじ縄なわじゃいかなさそうだ」


    



    　　　　　　２


    



    　第一区Ａエリアにある魔都行政の中心、都庁舎──通称〈魔ま天てん楼ろう〉。


    　その下層。小規模な会議室がズラリと並ぶ廊下を、一人の青年がかつかつと靴音を鳴らして歩いていた。


    　細ほそ面おもての、神経質そうな青白い顔。知的な眼鏡をかけており、その身を包むのは蒼あおの鎧よろいだ。


    　胸部には、陸海空軍の横断部隊である都庁守備隊に所属していることを示すエンブレムが輝かがやいていた。


    　──まったく、休憩時間中に何の用ですか。


    　第四階級魔術師ウイザード・早さ乙女おとめ刃は虎とらは昼食中にいきなり招集を受けて、指定された会議室へと向かっていた。


    　それも、少佐の位くらいにある自分に対しての強制的な呼び出しだ。


    　──そんなことができる人物は限られているはずですが……。


    　刃虎は疑問を覚えつつ目的の部屋に辿たどり着くと、ドアを開けた。


    　そこには思いがけない人物たちが待っていた。


    「よぉ、久しぶりじゃん」


    　座席の一つにどっかりと腰をかけていた銀髪の青年が、人ひと懐なつっこそうな笑みを浮かべながら気安く声をかけてきた。


    「申し訳ねーな、いきなり呼び出しちゃってよ」


    「服はつ部とり先輩……？　なぜ、あなたがここに……？」


    　刃虎は入り口で突っ立ったまま、思わず目を白黒させてしまった。


    　騎士陸軍大将直属の特別急襲部隊。


    　高位の魔術師たちだけで構成され、数々の戦果を挙げてきた東海道防衛戦力の要かなめ。


    　銀髪の青年──服部大たい牙がは、それを率ひきいる隊長であり、まだ二十代という若さにしてすでに第三階級。そして大佐の位くらいを与えられた傑けつ物ぶつだった。


    　刃は虎とらの二学年上で、士官学校時代にお世話になった先輩でもある。当時から突出した成績を挙げており、少尉、中尉の階級を飛び越え、卒業と同時に大尉に任官されたほどだ。


    　部屋にいたのは服はつ部とりだけではない。


    　同じく特別急襲部隊に所属する隊員たちが、服部を含めて四人も集まっていたのだ。


    　思わず圧倒されてしまう。


    　そういう自分に気付いて、刃虎は胸の奥に不快な疼うずきを覚えた。


    「いやー、実はさ、天てん元げんさんから厄やつ介かいな任務を与えられて、久しぶりに帰ってきたんだ」


    「父上から……？」


    　相変わらずの砕けた調子で話してくる服部だが、彼らがわざわざ魔都に来るなど普通の事態ではない。


    「実はそのことであなたを呼んだのよ」


    　そう横から補足してきたのは、蛇人族ラミアの女だった。


    　上半身が人間で、下半身が蛇へびという亜人だ。年齢は服部よりいくらか上で、服部とは対照的に大人びて落ち着いた雰囲気。やや冷めたような印象も受ける。


    「なぁ、刃虎、弟さんの居場所を知ってるか？」


    　服部が寄こした問いに、刃虎は眉まゆをひそめた。


    「……弟、とは龍りゆう之の介すけのことでしょうか？」


    　一族を破門された弟。


    　血は繋つながっているものの、正確に言えばすでに弟ではない男の顔を思い浮かべて、刃虎は知らず唇を歪ゆがめる。


    「そうそう。すでに事務所はもぬけの殻からでさ。最近、〈ウェルキエル学園〉にも来てないっていうし。他に目ぼしい情報もなくて参ってんだよな。あ、そういや、知ってるか？　もぬけってのはな、蛇とかの抜け殻っていう意味らしいぜ？」


    「そんなことどうでもいいでしょうが。あんた、すぐに明後日あさつての方向に脱線するんだから、しばらく黙ってなさい」


    　蛇人族の女が呆あきれたように突っ込み、それから代わりに説明してくれた。


    「詳しい理由までは話せないんだけど、実はその任務というのが、あなたの弟さんを捕ほ縛ばくすることなのよ」


    「龍之介を、ですか……？」


    　予想外の話に、刃虎は思わず目を見開いていた。


    「だけど聞いていた事務所に行っても誰もいなかったし、学校にも来ていない。情けないことに、情報が少なすぎてお手上げなのよ。天元様も知らないそうだし……。だから彼の交友関係やよく行く場所とか、何か知っていることがあれば何でも教えてほしいの」


    　女の黄色い瞳ひとみがこちらを見詰めてくる。


    　しかし刃は虎とらは首を左右に振った。


    「……残念ながら、家を追われた彼と会う機会は私にもめったになく、ほとんど何も知らないのです」


    「うーん、そっか」


    　残念そうに唇を結ぶ服はつ部とり。蛇人族ラミアの女の方は元より予想していたのだろう、「そう。それなら仕方がないわね」とあっさり頷うなずいた。


    　それから少しばかり互いの近況について雑談を交わしてから、刃虎は部屋を辞した。


    　休憩時間はまだ残っている。刃虎は廊下をゆっくりと歩きながら内心で呟つぶやく。


    　──陸軍大将の直属部隊……。　


    　刃虎自身、この年にしてすでに少佐の位くらいにある。


    　だが、それは騎士軍の上層部に、陸軍大将・早さ乙女おとめ天てん元げんに取り入ろうとするため、息子である自分に恩を売っておこうと考えている者が少なからずいるせいだ。都庁守備隊への転属も、そういう政治的な力が働いたからだろう。


    　だが早乙女天元は、実の息子であろうと決して贔ひい屓きなどしない。


    　いや、むしろ刃虎を遠ざけている節さえあった。


    　都庁の守備は栄誉ある要職ではあるが、実際には東海道の防衛の方が遥はるかに重要で、実力のある騎士が派遣されることが多い。


    　天元自身が刃虎を必要な戦力と判断しているならば、刃虎は今頃、東海道の前線基地に、場合によっては天元の直属部隊に配属されているはずなのだ。


    「……私とて、戦場で戦う力は十分にある」


    　奥歯を噛かみながら、刃虎は廊下を進む。


    「それにしても……わざわざあいつのために、彼らほどの戦力を……？」


    　俄にわかには信じがたい。どういう目的があるかは知らないが、龍りゆう之の介すけの捕ほ縛ばくはそれだけ重要な任務だということだろうか。


    　だとすれば──


    「彼の居場所、知りたいよねえ？」


    「っ!?」


    　いきなり背後から割り込んできた声に、刃虎はびくりと肩を震わせた。


    　驚かされたことに苛いら立だちを覚えながら振り返る。だがその姿を視界に映した瞬間、刃虎は思わず言葉を失った。


    　美しい男だった。


    　絹糸を織り込んだような白はつ金きんの長い髪に、神話の美神を彷ほう彿ふつとさせる端整で中性的な顔立ち。身長は百八十センチほどあるが、手足は女性のように細い。よく見ると少し化粧をしているようだ。


    　薄く紅をさした唇を開き、男はどこか楽しげに言う。


    「弟さんの居場所、僕が教えてあげようか？」


    　ハッと我に返り、刃は虎とらは眉まゆ根ねを寄せる。


    「……一体、何のつもりですか？　そもそも見たところ、議員記章も職員用の名札も着けておられないようですが」


    「ははは、そう不審がってしまうのも無理はないね。だけど安心してほしいな。僕は決して怪しいものではないよ」


    　両手を広げ、男が無害をアピールする。明らかに不審人物だが、しかしなぜかそう思わせない不思議な魅み惑わくが、男にはあった。


    「もし彼らに先んじることができれば、お父様があなたのことを認めてくれるかもしれないよ」


    「なぜそれをっ……」


    　まさか先ほどの独り言を聞かれてしまったのか。だが果たしてそんなことまで口にしていただろうか。


    　狼狽うろたえる刃虎に、男は妖あやしく微ほほ笑えみかけてくる。


    「そんなに驚かなくとも。僕は君の味方だよ？」


    「……」


    　その魔性の瞳ひとみに見つめられていると、なぜか本当にそうだと思えてしまう。


    　気付けば自然と警戒が解かれていた。刃虎は問う。


    「……あいつの居場所をご存じなのですか？」


    　男は目を弓なりにして頷うなずいた。


    　──愚ぐ弟ていよ、少しくらいは私のキャリアに貢献してもらいましょうか。


    　刃虎は心中でそう呟つぶやき、男が告げる情報に耳を傾けたのだった。


    



    　　　　◇


    



    　去っていく蒼あおい鎧よろいの青年を見送りながら──


    「さて、どうやら上手くかかってくれたようだねえ」


    　その端整な唇を可お笑かしそうに歪ゆがめ、男は呟いた。


    「それにしても……まさか彼を抹まつ殺さつしようだなんて」


    　不意にその瞳に剣けん呑のんな色が混じる。


    「そうはさせないよ？　だって、彼は僕のものなんだから」


    



    　　　　　　３


    



    「……暑い」


    「暑いわね……」


    「なんやこの暑さは……」


    　三人はぐったりとしながら口々に呟つぶやいた。


    〈赤龍山脈レツドフイン〉の最高峰、〈鳳ほう来らい山さん〉を目指して麓ふもとを出発し、もうすぐ五時間。


    　入山直後に始まった猛もう吹雪ふぶきは、一時間ほど前に完全に収まっていた。


    　しかしその代わりに、今度は猛烈な暑さに襲われていた。


    　気温は恐らく三十度を軽く超えているだろう。ちょうど周囲に木々が少ない道を歩いているため、日差しも酷ひどい。しかも降り積もった雪がそれを眩まぶしいほどに照り返し、まるでオーブントースターの中にでもいるかのようだ。


    　龍りゆう之の介すけは上着を脱ぎ、腰に巻いていた。半はん袖そでのシャツ一枚という姿だが、それでも首筋を汗が滴したたり落ちていく。


    「……誰もおらへんし、ウチ全部脱いでもうてもええかな……？」


    　涼しげな巫み女こ装しよう束ぞくを着た千ち聖さとだが、どうやらそれでも暑いらしい。いきなりそんなことを言い出した。


    「……だめに決まってるでしょ……龍之介くんが、いるじゃないの……」


    　暑さでそんな気力もないのか、七なな慧えの突っ込みには力がない。


    「だって胸が蒸れそうなんや……。誰かさんと違って大きいからなァ……」


    「じゃあ斬きり落としてあげようかしら？」


    　胸のことを言われた途端、七慧が目の色を変えた。


    「おい、やめろよ……余計に暑くなる」


    　すっかり温ぬるくなってしまった水筒の水を飲み、龍之介は嘆息した。


    「まだまだ先は長なげぇな……」


    　最初の山は標高千五百メートルほど。迂う回かいするより直線距離を進んでいく方がはやそうだったので、真まっ直すぐ頂上を越えていく予定だが、まだようやく六合目に達するかどうかといったところだった。慣れない雪山のせいで、なかなか進まなかったのだ。


    「少しここで休もうか」


    　再び木々の多い一帯へと至ったところで、龍之介は提案した。


    　みんなで木こ陰かげに腰を下ろす。


    「あー、腹減った。まだ昼前だけど、飯にするか」


    　龍之介は重いバックパックを下ろすと、中から食料を取り出そうとした。


    「どこに何が入ってんだ、これ」


    　しかし出発前に七慧がこの大きなバックパックを持ってきて、元々用意していたやつを勝手に詰め替えてしまったため、配置がいまいち把握できていない。


    　手当たり次第に探っていると──ふと、手に変な感触が返ってきた。


    「あれ、なんかすげぇ柔らかいモノが入ってるぞ……？」


    　龍りゆう之の介すけは中を覗のぞき込む。


    「……りゅーのすけ……ああ……そこは……だめ……だぞ…………くすぐったい……」


    　おかしな寝言を呟つぶやきながら、桜色の髪の女の子が寝ていた。


    　ルナだ。


    「何でこんなとこに入ってんだよ!?」


    「……ん？　……もう、朝なのか？」


    　龍之介の大声で目を覚ました彼女は、バッグの中で大きな伸びをしながら起き上がった。


    「ルナちゃん!?」


    「何でそんなとこに入っとるんや」


    　いきなり現れたルナに、七なな慧えと千ち聖さとが目を丸くする。


    「だって、こそこそとじゅんびしてたからだぞ！」


    　彼女はバッグから這はい出しながらそんなふうに主張してきた。


    「ルナにだまって、三人でぴくにっくだなんて、ずるいぞ！」


    「ピクニックじゃねぇって」


    　どうやら遊びに行くとでも思ったらしい。それで勝手にバッグの中へと潜もぐり込んでいたようだ。


    「ほんと、龍之介はんが大好きなんやなァ」


    　千聖がにやにやと笑う。


    「……ねぇ、二つ入れていたはずのテントが一つしかないんだけど……？」


    「じゃまだったからな！」


    　バックパックの中を覗いていた七慧の疑問に、ルナが無邪気に応こたえた。


    　どうやらそれで入り込める余地ができたらしい。七慧が「なっ……よ、夜寝るときどうするのよ!?」と問い詰めるが、ルナはそれを完全にスルーし、服の裾すそをパタパタさせながら顔を顰しかめた。


    「汗で気もちわるいぞ」


    「そんなところに入ってるからだろうが」


    「ルナ、おふろに入りたい！」


    「あるわけねぇだろ」


    「ぶー」


    　ルナは不満そうに唇を尖とがらせたかと思うと、不意にキョロキョロと周囲を見渡した。


    「りゅーのすけ、なんだこの音？」


    「音？」


    　耳を澄ませるが、聞こえてくるのは木々のざわめきくらいだ。七なな慧えと千ち聖さとも首を振る。


    　だがルナは何かを聞き取っているのか、自信満々で駆け出した。


    「こっちだぞ！」


    　彼女は竜族ドラゴニユート──正確にはそのクローンではあるが──だ。人間とは根本的に聴力が違うのかもしれない。


    　ルナの後を追って、木々を掻かき分けながら進んでいく。すると最初は微かすかに、次第にはっきりとした音が聞き取れるようになってきた。


    　近付くにつれ、それはかなり大きな音であることが分かってくる。地の底から響ひびくような、荒々しい重低音。


    　やがて灌かん木ぼくの間を抜けると、そこにあったのは切り立った崖がけと、


    「……滝か！」


    　数メートルもの落差を誇る大だい瀑ばく布ふ。


    　滝たき壺つぼから上がる盛大な飛沫しぶきが、かなり離れた位置にいるはずのこちらまで飛んでくる。火ほ照てった身体からだに、ひんやりとした水蒸気が心ここ地ちいい。


    「お前、よくこんな遠いところにある滝音を聞き取れたな」


    「おふろだぞ！」


    　龍りゆう之の介すけが感心していると、ルナはいきなり服を脱ぎ捨て、滝壺へと跳び込んだ。少し遅れて、ざぶーんという音。


    「ウチもウチも！」


    「ちょ、お前まで脱ぐなよ!?」


    　目の前で千聖まで巫み女こ装しよう束ぞくを脱ぎ始めたので、龍之介は慌あわてて顔を背そむけた。


    　滝音に混じり、ざぶーんと先ほどより少し大きな水の音が耳へと届く。


    「……りゅ、龍之介くん……あ、あなたは向こうで見張りをしててくれる？」


    　七慧が少し耳の先を赤くし、おずおずと言ってくる。どうやら彼女まで水浴びをするつもりらしい。


    「ったく、しょうがねぇな」


    　龍之介はブツクサ言いつつも、一人滝壺を離れていく。


    「……覗のぞいたら承知しないからね？」


    「覗かねぇよ」


    　ざぶーんという音を後しり目めに、龍之介は適当な木こ陰かげに腰を下ろした。


    「暑い……」


    　龍之介は茹うだるような暑さに耐えながら、ほとんどお湯と化した水筒の水を口に含んだ。


    　手て団扇うちわで暑さを和やわらげようとするも、まるで効果がない。


    「あー……俺も水浴びしてぇ」


    　耳を澄ますと、女三人の声が聞こえてくる。


    「つめたいぞ！」


    「気持ちいいわね」


    「あー、ほんま生き返るわー、ふー」


    「なんか千ち聖さと、おばさんみたいだな！」


    「……ほんと」


    「おばっ……ルナはぁ～ん？　世の中には言って良いことと、悪いことがあるんやでぇ？」


    「わー、逃げろ！」


    　きゃっきゃっという笑い声。随ずい分ぶんと楽しそうだ。


    「ったく、暢のん気きなもんだな。魔獣でも出たらどうするんだ……よ？」


    　そうぼやいた、まさにそのときだった。


    　樹木の間から、ぬぅっと巨大な影が姿を現した。


    　猿の顔に、狸たぬきのような毛深い胴体、手足は獅し子しのそれ。体長は三メートルほどもあり、全身から不気味な黒い霧きりのようなものを立ち昇らせている。


    　それは魔獣の中でも、妖怪などとも称されている種族で──


    「鵺ぬえか！」


    　龍りゆう之の介すけは慌あわてて跳び起きた。ホルスターから素早く魔導拳銃・漆黒の覇王ブラツクダイナストを抜く。


    　ヒョーヒョー、という奇怪な声で鳴く鵺は、目が合った瞬間、大きく口を開けて牙きばを剥むいた。こちらを威い嚇かくしているのだ。


    　しかし睨にらみ合っていたのも一瞬、鵺は地面を蹴けって躍おどり掛かってきた。


    　龍之介はトリガーを引いて発砲。


    　魔弾は鵺の肩を撃ち抜いた。紫色の粘液が飛び散ったが、鵺は怯ひるむことなくそのまま突進してくる。


    　──速っ……。


    　巨大な前脚が迫る。躱かわせない。


    「がっ」


    　咄とつ嗟さに両腕で身を護まもった直後、凄すさまじい衝撃に吹き飛ばされ、龍之介は大きく宙を舞った。


    　ざぶーん。


    　落下したのは滝たき壺つぼの中だった。


    「ぶはっ！　　──っ!?」


    　水面に顔を出した龍之介は、その場で硬直する。


    　すぐ目の前に三人の少女たちがいたのだ。


    　当然ながら、もれなく全裸の。


    「ち、違うっ、こ、これは、鵺ぬえがっ……」


    「きゃあああっ！」


    　状況を伝える間もなく、甲かん高だかい叫び声とともに七なな慧えの平手が飛んできた。頬ほおを打たれ、「いでっ!?」と悲鳴を上げる龍りゆう之の介すけ。


    「何で見張り役が堂々と入って来てるのよ!?」


    「いやだから、これには訳が──」


    「こっち見ないで！」


    「なんだ、りゅーのすけも水あびしたいのか！　たのしいぞ！」


    「意外と大胆やなァ、龍之介はん。たとえ覗のぞくにしても、普通は木こ陰かげに隠れてこっそりとかやと思うで」


    　ルナが無邪気に飛び跳ね、千ち聖さとが裸体を晒さらしながらニヤニヤと笑う。


    「だから違ちげぇよ！」


    　そう強く否定したとき、ついに鵺が滝たき壺つぼの縁にまで姿を現した。それでようやく、三人の少女たちも事態を悟る。


    「鵺っ!?」


    　七慧は驚きながらも、すぐに虚こ空くうから自身の魔導具ウオンド・突とつ撃げき焼しよう殺さつ槍そう〝雷らい媛えん〟を出現させる。さらにその身に白はつ金きんの飛ひ翔しよう鎧よろい〝風ふう姫き〟を纏まとうと、滝壺から飛び出した。
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    「七なな慧え、気を付けえや！　あれは結構な年月を生きとるで！」


    「心配要らないわ」


    　千ち聖さとの言葉に余裕を感じさせる声で応こたえた七慧は、真っ向から鵺ぬえに立ち向かった。


    　鵺はその太い前脚で人間の少女を薙なぎ払わんとする。


    「ハァァァッ！」


    　だが七慧が繰り出した斬ざん撃げきが、インパクトの瞬間に凄すさまじい雷撃を炸さく裂れつさせ、鵺の前脚を弾はじき飛ばした。鵺が驚いたように後退する。


    「威力が上がっている……？」


    　龍りゆう之の介すけは思わず呟つぶやいた。今まで幾いく度どか彼女の戦いを見てきたが、明らかに以前より彼女の魔力の出力が上昇しているのだ。


    　鵺が怯ひるんだその隙すきを見み逃のがさず、七慧は一いつ気き呵か成せいに攻め掛かる。


    　驚くべきことに、たった一人で鵺を完全に圧倒していた。


    　ヒョー、ヒョー。


    「っ！」


    　後方から聞こえた鳥肌が立つような嫌な声に、龍之介は反射的に背後を振り返った。


    　灌かん木ぼくを押し倒しながら現れたのは、またしても猿頭の怪物。


    「くそ、二匹目かっ！」


    「ルナもたたかうっ、ルナもたたかうっ！」


    　銃口を向けた龍之介だが、その前に一番近くにいたルナが滝たき壺つぼから上がり、二匹目の鵺の前へと躍おどり出てしまった。


    「おい、危ねぇって！」


    「心しんぱいごむよーだぞ！」


    　龍之介の制止も聞かず、ルナは果敢に巨大な魔獣に挑む。


    　少女の小さな身体からだなど、易やす々やすと押し潰つぶしてしまうほどに大きい鵺の腕。


    　だが大だい上じよう段だんから振り下ろされたそれを、なんとルナはその細腕で受け止めてしまった。


    　いや──彼女の左腕だけが巨大化していた。


    　煌きらめく純白の鱗うろこで覆おおわれた、ドラゴンの腕。


    　竜族ドラゴニユートである彼女は、ドラゴンに変身することができるのだ。だが、ああして身体の一部だけを変化させているのは龍之介も初めて見た。


    「こいつでも、くらえ！」


    　さらにルナが口を開くと、そこから白い閃せん光こうが吐き出された。


    「人間の身体のままで!?」


    　閃光に身体の一部を焼かれ、鵺がキキキューッ!?　という身の毛がよだつような金切り声を上げた。


    「どうだ！　あれ？」


    　胸を反そらして勝ち誇るルナが、キョトンと目を丸くする。鵺ぬえがいきなり踵きびすを返したかと思うと、一目散に走り出してしまったのだ。


    　そしてそのまま樹木の奥に消えてしまった。


    「逃げたのか……？」


    「こっちも逃げられてしまったわ」


    　いつの間にか七なな慧えが相手取っていた鵺も姿を消していた。


    「まぁ、鵺は基本的に臆おく病びようやからな。相手が自分より上やと悟ったら、退散するのは早いで。恐らく今のでもう襲ってくることはないやろうな」


    　裸体の上に巫み女こ装しよう束ぞくを軽く羽織っただけの格好で、千ち聖さとが言う。


    「もう少し隠せよ……」


    　目を背そむけながら零こぼす龍りゆう之の介すけのところへ、ルナが嬉しそうに駆けてきた。


    「どーだどーだ、りゅーのすけ！　これなら服を破らずにたたかえるぞ！　けーざいてきだな、けーざいてき！」


    「さっきはどうせ真っ裸だったけどな……あとお前ももう少し隠せ。ほら」


    　腰に巻いていた上着を投げ付けながら、龍之介は嘆息する。


    「ほんと、いやらしい……」


    「俺のせいじゃねぇからな!?」


    　冷たい目でこちらを見てくる七慧に、龍之介は力強く反論するのだった。
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    　子供に登山は辛つらいだろう……などと思っていたのだが、結果的にルナは非常に役に立ってくれた。


    　竜化した彼女の背中に乗ることで、幾いく度ども眼前に立ちはだかった断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきを楽々と飛び越えていくことができたからだ。しかもさすがは竜族ドラゴニユートで、三人を背中に乗せながらも長時間の飛行にも耐える体力を持っていた。


    　そのお陰で最初の遅れも取り戻し、初日の夕刻にはもう〈鳳ほう来らい山さん〉のひとつ手前の山にまで辿たどり着くことができていた。


    　日が暮れはじめて、ルナが空腹を訴え出してきた頃。龍之介は初日の行程を終了し、キャンプをすることにした。


    　ルナのせいで結局一つのテントの中ですし詰めになって眠ることになってしまい、それで一ひと悶もん着ちやくあったりもしたのだが、それはともかくとして無事に二日目の朝を迎えることができた。


    　日の出がはっきりと見える、好天の中の出発。


    　しかし昼に差し掛かった頃、またしても猛もう吹雪ふぶきに見舞われてしまうこととなった。


    　龍りゆう之の介すけたちは一ひと塊かたまりになって、雪が積もった尾根を進んでいく。


    「りゅーのずげー、ざぶいぞー」


    　龍之介の外がい套とうの中に身を隠し、ルナが鼻水を垂らしながら声を震わせる。


    「そりゃそんな格好で来るからだろ」


    「だっで、りゅっぐの中だど、あづがっだんだぞ！」


    　鼻をずるずる言わせながら反論してくるルナの格好は、完全に夏服だ。しかも彼女の服はこれ一枚しかない。


    　とは言え、もともと誰も雪山の備そなえなどしてはいない。全員が密着することで何とか寒さを凌しのいでいる状態だった。歩き難にくくて仕方がない。


    　吹雪のせいで視界が悪く、数メートル先も見えない状況だ。道を踏み外すと滑かつ落らくする危険性もあり、千ち聖さとの霊感だけが頼りだった。


    「頂上は、もうすぐのはず……」


    　と、龍之介が紫色に変色した唇を震わせて呟つぶやいた、そのとき。


    　突然、前方に巨大な影が現れた。


    　それは妖よう狐こだった。昨日遭そう遇ぐうした鵺ぬえより遥はるかに大きな巨体が、龍之介たちの行く道に立ち塞ふさがる。


    　さらに特筆すべきは、その背後に見える九本もの立派な尾。


    「きゅ、九尾の狐きつねやんか!?」


    　千聖が目を剥むいて叫んだ。


    『我の住処すみかを荒らすのは、うぬらか』


    　九つの尾を持つ妖狐の荘そう厳ごんな声が、吹雪の音に混じって聞こえてきた。


    『立ち去れ。ここは仙境。人間の来る場所ではない』


    　一千年以上もの長き時間を生きているとされる、伝説の瑞ずい獣じゆう。その怒りを表すかのように、吹雪はますます勢いを増す。


    「そういうわけにはいかねぇんだよ！　俺はこの山頂に住んでる奴に用があるんだ！」


    　だが狐の言葉を拒こばみ、龍之介は声を張り上げた。


    『汝なんじ、我の命を聴かぬつもりか？』


    　妖狐はその細い目をさらに細め、威圧的にこちらを見下ろしてくる。


    「ああ。悪わりぃけど、そこをどいてくれ」


    「力ずくでも退のいてもらうしかないわね」


    　七なな慧えもまた雷らい媛えんを構える。一方、千聖がやや強こわ張ばった声で注意した。


    「相手は伝説級の妖怪や。一ひと筋すじ縄なわではいかんで」


    『その通り。うぬらでは我の相手にもならぬ。捻ひねり潰つぶされるのがオチだぞ？』


    　妖よう狐こは少し胸を張ってそう断言する。


    「やってみねぇと分からねぇだろ？」


    『……やってみるまでもない。我にうぬらのような人間の子供が敵かなうはずがない』


    「ルナだって、でんせつだぞ！」


    　いきなりルナが九尾の狐きつねに張り合った。そして「ざぶいざぶい！」と言いながらも積もった雪の上に服を脱ぎ捨てると、ドラゴンへと身を変じる。


    『ドラゴン……っ!?』


    　自分と同等な大きさのドラゴンが眼前に顕現し、妖狐が驚いたように目を見開いた。


    『……だ、だがな、たとえドラゴンといえども、我が相手ではさすがに一ひと溜たまりもないかもしれぬぞ？』


    「へー、お前、つえーのか？　ルナ、わくわくすっぞ！」


    『……ほ、本当にやるつもりか？　怪け我がをしても知らぬぞ？』


    　妖狐の声には先ほどまでの威厳はなく、明らかに焦しよう燥そうが滲にじんでいた。


    「……お前、実は弱いんじゃ？」


    　龍りゆう之の介すけは目を半開きにして問う。


    『な、何を言う！　我は九尾の狐じゃ！　我の妖術にかかれば、この山ごと吹き飛ばすことができる！』


    　ムキになったように狐は反論してきた。


    「……」


    　龍之介は無言で漆黒の覇王ブラツクダイナストを抜くと、トリガーを引いた。


    　魔弾は妖狐のすぐ足元に着弾。積もった雪が宙に跳ねて舞い上がる。


    『ひぃっ？　な、なにすんだよ、危ないでしょ!?　いや、危ないではないか！』


    　妖狐は明らかにビビっていた。


    「……お前、本当は何者だ？　次は当てるぞ？」


    　低く威圧するような声とともに、龍之介は照準を妖狐の顔に向けた。妖狐は観念したのか、


    『あーもう、しょうがないな！』


    　やけに子供っぽい声を上げたかと思うと、突然その姿を変えた。


    「男の子……？」


    　七なな慧えが目を丸くして呟つぶやく。


    　そこに現れたのは、ルナと同じくらいの年齢の少年だった。くすんだ金髪に、少し赤みを帯びた瞳ひとみ。身に纏まとうのは、仙人が着るような古びた白びやく衣えだ。


    　どうやら本物の九尾の狐ではなく、それに化けていたらしい。


    「何でこんなところに子供がいるんだ？」


    　龍之介の問いに、少年は無邪気に笑った。


    「ははは、これでももう四百年以上、生きているんだよ？　僕くらいになれば年なんて幾いくらでも誤ご魔ま化かせるのさ」


    「四百年!?」


    「そうさ。だからぜひとも子供扱いしないでほしいものだね」


    　そう言って肩を竦すくめてみせる少年の姿は、その口調とは裏腹に、確かにどこか老成した雰囲気があった。


    「じゃあ、お前が呪じゆ術じゆつ師し……？」


    「そうだよ。もう俗世の頃の名前はとっくに忘れちゃった。だから……えっと、まぁ適当にレンとでも呼んでよ。で、君たちは一体、僕に何を依頼しにきたの？　どうせまた誰かを呪のろい殺してほしいとかって言うんでしょ？」


    　うんざりとしたように、投げやりに訊きいてくるレン。


    「あんたにかけられた呪いを解いてもらいに来たんだよ」


    「僕がかけた呪い？」


    　鸚おう鵡む返がえしに呟つぶやいてから、しばしこちらの顔をじろじろと注視してくるレン。やがてその表情を驚きに変えた。


    「まさか……」


    　そして、ふっと微かすかに笑みを零こぼしたかと思うと、彼はいきなり踵きびすを返した。


    「付いてきて」


    　彼の後を追っていくと、そこにはおんぼろの小屋があった。不思議なことに、そこだけ雪が積もっていない。


    「あいつとは俺一人で話がしたい。ここで待っていてくれ」


    　龍りゆう之の介すけはそう三人に告げて、建て付けの悪い戸を開けて中に入る。


    　ちょっとした土間があって、後は六畳じようほどの畳たたみ張ばりの部屋が一つあるだけ。随ずい分ぶんと質素な家だった。


    　レンに促され、龍之介は囲い炉ろ裏りの横に敷かれた筵むしろの上に腰を下ろした。


    「君は、早さ乙女おとめ龍之介君だね？」


    「ああ。覚えているのか？」


    　彼の方から名前を出され、龍之介は驚く。


    「当然だよ。僕からしてみれば、つい最近のことだ。それにあの封印は、僕が今までかけた中で一番強力なものの一つだったからね」


    　そう言いつつも、レンは少し懐なつかしそうに目を細めた。


    　龍之介は彼に請こう。


    「頼む。この封印を解いてくれ。俺は本来の力を取り戻す必要があるんだ」


    「……何か、切せつ羽ぱ詰つまった事情でもあるみたいだね」


    　こちらの真剣な様子から察したのか、神妙な顔をして頷うなずくレン。


    　だが彼は首を縦には振らなかった。


    「だけど単刀直入に言おう。その封印は僕にも解くことができない」


    「な……」


    　予想外の応こたえに、龍りゆう之の介すけは絶句する。一瞬息が止まり、ようやく呼吸ができるようになったときには、声を荒あららげて詰きつ問もんしていた。


    「どういうことだよっ？　あんたが施ほどこした封印じゃねぇのかよ!?」


    「そうさ。だけど、術を解くためには〝鍵かぎ〟が必要なんだ」


    「鍵……？」


    「うん。あのとき君のお祖じ父いさんに頼まれて、僕は封印に鍵をかけたんだよ。と言っても、物理的なものじゃないけど」


    「じゃあ、それがあれば封印を解くことができるんだなっ？」


    　龍之介は思わず身を乗り出した。だが、


    「事はそう簡単じゃないんだ。なにせ、その鍵の正体を知っているのは君のお祖父さんだけだからね。……だけど推測するに、君がここにきたということは──」


    「っ……」


    　その鍵を知っているはずの早さ乙女おとめ幻げん才さいは失しつ踪そうし、すでに生きていない可能性だってある。


    　よしんば生存していたとしても、どこにいるかも分からない幻才を捜し当てるのは至難のことだ。いつ天てん元げんの直属部隊に襲われるか分からない状況にある龍之介にとって、そんな悠長なことをしている暇ひまなどない。


    「……他に、封印を解く方法はねぇのか？」


    　藁わらをも掴つかむ気持ちで問う龍之介。


    　しかしレンは断言した。


    「絶対にない、とまでは言わないけれど、まずないだろうね。基本的に封印というのは、かけるよりも解く方が難しい。つまりその封印を解くには、僕以上の力を持つ呪じゆ術じゆつ師しに頼むしかないんだけど、僕は世界でも有数の呪術師だ。自分で言うのもなんだけれど、僕以上の呪術師がいるとは思えない」


    　龍之介は筵むしろの上に座り直し、がっくりと肩を落とした。


    　ここまで登ってきたことが無駄足だったという疲労感も相まって、しばらく動くことができなかった。


    　そんなこちらを見かねてか、レンが訊きいてくる。


    「……君はどうしてそこまでして封印を解きたいんだい？　ここまで登ってくることができたことを考えると、たとえ魔力が使えなくても十分な力があるように思うけれどね？」


    　レンの言葉に、龍之介は腹部に感じる二つの重みに意識を向けた。


    　二挺ちようの魔導拳銃。


    　それは知り合いの変人大学教授に作ってもらった、特注の魔導機械だ。


    　魔術をまったく使えない龍りゆう之の介すけも、これのお陰で民間騎士コントラクターとして人並み以上の成果を挙げることができるようになった。だが──


    「正直、俺は過信していた。これがあれば、たとえ魔力がなくても十分にやっていけるってな。……けど、甘かった。俺は、自分の使い魔を死なせちまったんだ」


    　シャルのことを思い出し、もはや何度目かも分からない後悔の念が再び湧わき上がってきた。


    　単身で民間騎士をしていた頃とは違い、今は護まもるべきものたちがいる。


    　もう二度と誰も死なせたくはないし、彼らのためにも自分は死ぬわけにはいかないのだ。


    「だから、力が必要なんだ」


    　たとえそれが、自分の中に眠る危険な血を解き放つことになろうとも。


    「そうかい……」


    　龍之介の話に相あい槌づちを打っていたレンは、重々しく頷うなずいた。


    「お役に立てなくてごめんね」


    「……いや、あんたは別に悪くねぇよ。邪魔したな」


    　いつまでもここに留とどまっていても仕方がない。七なな慧えたちも待っている。龍之介はゆっくりと立ち上がった。そして重たい足取りで小屋を出ようとして、


    「……一つだけ、思い出したことがある」


    　不意に、レンが背中に声をかけてきた。


    「『──秘伝。その〝鍵かぎ〟を伝えるときは、こやつに秘伝を伝授する資格ができたときでもある』　……確か封印を施ほどこしたあと、彼はそんなことを言っていたよ」


    「秘伝……？」


    　振り返り、思わぬ言葉に龍之介は眉まゆをひそめた。


    「うん。と言っても、それ以上のことは僕には分からないけれどね」


    「……そうか。ありがとう」


    　礼を言って外に出る。するといきなり、ルナが跳び付いてきた。


    「りゅーのすけ！　うまくいったか！　……りゅーのすけ？」


    「悪わりぃな、ここまで付いてきてくれたのに」


    　龍之介のあまりに暗い雰囲気にさすがのルナも状況を察したのだろう、辛つらそうな顔をして口を噤つぐんだ。


    「……そう」


    「まァ……その可能性もあるとは思とったけど……」


    　七慧と千ち聖さともまたそれ以上の言葉を失う。


    　これからまたあの道程を引き返さないといけないかと思うと、物もの凄すごく気が重い。


    　龍りゆう之の介すけたちは山頂を後にした。


    



    　　　　◇


    



    「……ごめんね。本当は知っているんだけど、教えないようにって釘くぎを刺されていたからさ」


    　少年少女たちが雪の上に残した足跡を見詰めながら、レンは小さく零こぼした。少年を騙だましてしまったことに、ちくりと胸が痛む。


    「まぁ、教えたところで、どうにかなるものじゃないんだけれどね。……それに、すでに君はその〝鍵〟に至りつつあるみたいだ」


    　実はあの少年と会話しながら、背中の封印を心眼で覗のぞいてみたのだ。


    　すると驚くべきことに、封印がかなり弱まっていたのである。


    　恐らくそう遠くない将来に、彼は〝鍵かぎ〟へと行きつくことだろう。


    　だがそれ以上に驚きだったのが、魔力を使った痕こん跡せきが見て取れたことだ。


    「まさかあの封印をかけられながら、無理やり魔力を使うなんて」


    　そんなことをすれば、どれだけ肉体に負担がかかることか。


    「まったく、無茶をするね」


    　信じられないよ、と呟つぶやき、レンは思わず苦笑する。


    「ん？」


    　とそのとき、微かすかな異変を感じ取った。


    「……なんだか、麓ふもとの方が少し騒がしいみたいだね」


    



    　　　　　　５


    



    「なぁ、じーちゃん！　何で教えてくれねぇんだよ！」


    「何度も言っておるだろう？　お主にはまだ早いとな」


    　声を荒あららげて詰め寄る少年へ、白髪の老人はそうはっきりと切り捨てた。


    　しかし少年はそんな言葉などまるで耳に入っていないかのように、老人の身体からだを揺すって主張する。


    「もう奥おう伝でんも完璧にマスターしたじゃねぇか！　次は秘伝しかねぇだろっ？　なぁなぁ、どんな技なんだよっ？」


    「……まったく、聞き分けのない奴だのう。そもそも、秘伝は技ではない」


    　老人はやれやれと嘆息し、そして少年の襟えり首くびをむんずと掴つかむと、そのまま片手で放り投げた。放物線を描いて宙を舞い、少年は地面へ落ちる。


    「いでっ、何するんだよっ？　あ、待てよっ！」


    　尻しり餅もちをついて悲鳴を上げる少年を放置して、老人はもう踵きびすを返して立ち去ろうとしていた。


    「……龍りゆう之の介すけ、なぜお主はそんなに秘伝を習得したいのか？」


    　しかしふと立ち止まり、背を向けたまま少年へ問う。


    「何で？　そんなの、決まってんだろ！　強くなりたいからだよっ！　俺、じーちゃんや親父みたいに戦いで名を上げて有名になりたいんだっ！　テレビとかにも出てみたいぜっ！」


    　少年は無邪気に目を輝かがやかせていた。


    「……だからお主にはまだ早いと言っておるのだ」


    「じーちゃん？」


    　ぼそりと何かを呟つぶやき、再び歩き出す老人。


    「おい、ちょっと待てよ！」


    　それでも少年は諦あきらめることなく、その背中を追い駆けていく──


    



    



    〈鳳ほう来らい山さん〉の山頂を出発した龍之介たちは、帰りも様々な障害に遭そう遇ぐうしたが、翌日の夕刻には山脈の麓ふもとまで無事に降りてくることができた。


    「ルナちゃん、大丈夫？　もう少しだからね」


    「ぜんぜん、へーきだぞ！」


    「元気やなァ。ウチはそろそろ限界やわ。久しぶりにちゃんとしたお布ふ団とんで寝たいわ～」


    「やっぱり、千ち聖さとは、おば──」


    「ル～ナ～は～ん……？」


    　女三人寄れば姦かしましいとはよく言うが、この復路中、疲れているはずなのに女子三人の会話がやたらと弾んでいた。


    　もしかすると気落ちしているこちらを盛り上げようとしてのことだったのかもしれない。だが結局、龍之介はほとんど話に交じることはなかった。


    　──にしても、懐なつかしい夢を見たな……。


    　鬱うつ蒼そうとした獣けもの道みちを進みながら、龍之介はふと狭苦しいテントの中で見た昨晩の夢のことを思い出す。


    　幼い頃から幻げん才さいに師事し、彼が編み出した早さ乙女おとめ幻才流拳けん法ぽう──正確には古来の武術を原形としているらしいが──の奥おう伝でんまでを修おさめた龍之介だが、その先の秘伝だけはどんなに懇こん願がんしても教えてもらえなかったのだ。


    　──それが封印の鍵かぎと関係してる？　一体どういうことだよ……？


    「まぁ、考えたところで分からねぇか……」


    「……何か騒がしいわね？」


    　やがて結界の注し連め縄なわが見てきたところで、七なな慧えが眉まゆをひそめた。


    　近付いていくと、神社の境けい内だいに見慣れぬ集団が屯たむろしているのが分かった。


    「随ずい分ぶんとガラの悪い連中がおるなァ」


    　千ち聖さとが言う通り、どう見ても堅かた気ぎとは思えない。ましてや神社の関係者でもないだろう。


    　そのとき龍りゆう之の介すけは彼らの中に、見知った人物がいることに気が付いた。


    　眼鏡をかけた細ほそ面おもての青年だ。身に纏まとうのは、美しい蒼あおの鎧よろい。


    「兄貴……？」


    　彼は龍之介の兄、早さ乙女おとめ刃は虎とらだった。


    　龍之介たちは注し連め縄なわを越えて、境内へと足を踏み入れた。こちらに気付いた刃虎が視線を向けてくる。


    「ようやく降りてきましたか。……久しぶりですねぇ、龍之介。捜しましたよ」


    「……何であんたがここにいるんだよ？」


    　鋭するどく睨にらみ付ける龍之介に、刃虎は薄うつすらと不気味な笑みを浮かべて言った。


    「お前を捕ほ縛ばくするためですよ」


    「あんたが……？」


    　その予想外の答えに、龍之介は思わず眉まゆ根ねを寄せた。


    「捕縛って……」


    「なんや、龍之介はんの知り合いなんか？」


    　不ふ穏おん当とうな言葉に七なな慧えが眉をひそめ、千聖が驚いて訊きいてくる。


    「……早乙女刃虎、騎士軍に所属している俺の兄貴だ。恐らく親父の命令だろうが……」


    　だが任務を与えられたのは天てん元げんの直属部隊だったはずだ。一瞬、彼らも来ているのかと思って身構えるも、その気配はない。


    「……一体どういうことですか、刃虎さん」


    　眼光を鋭くする七慧。千聖とルナも警戒を露あらわにする。


    　そんな彼女たちに刃虎が釘くぎを刺した。


    「用があるのはその男だけです。おかしな真ま似ねをしない限り、あなた方には危害を加えたりはしませんよ」


    　しかしそれはどうやら逆効果だったらしい。


    「龍之介はんの兄ちゃんにしては、随分と性格の悪そうな奴やな」


    「よくわかんないけど、りゅーのすけは渡さないぞ！」


    「おい、お前たちは──」


    「……龍之介くん、あなたは下がっていて」


    　千聖が呪じゆ符ふを取り出し、ルナが怒ったように叫ぶ。七慧は龍之介の言葉を遮さえぎって、雷らい媛えんを構えながらこちらを庇かばうように立った。


    　刃虎は鼻白んだように目を細めた。


    「……どうやら少し、教育が必要なようですね。……彼女たちを大人しくさせなさい」


    「了解ですぜ。にしても、相手はほんとにこんなガキどもだけなんすね」


    「随ずい分ぶんと楽な仕事だ」


    「あの巫み女こ、良い胸してんじゃねぇか、ヒヒヒ」


    　刃は虎とらの命令に、先ほどの男たち──恐らく刃虎が金で雇った私兵だろう──がニヤニヤと下げ卑びた笑みを浮かべながら、各おの々おのの手に魔導具ウオンドを顕現させていった。


    「彼らは非合法な荒事を熟知している者たちで、しかも全員が第六階級以上。あなた方では到底、太た刀ち打うちなどできませんよ」


    　口角を吊つり上げ、わざわざそんなことを告げてくる刃虎。


    　直後、男たちが一斉に躍おどり掛かってきた。


    「はははっ、可か愛わいがってや──ッ!?」


    　先陣を切って迫った禿とく頭とうの男へ、七なな慧えが一足跳びで接敵し、下段から雷らい媛えんを一いつ閃せん。男の蛮ばん声せいが途切れ、鋭するどい破裂音とともに空高く宙を舞っていた。


    「……子供だからって、さすがに甘く見すぎでしょ？」


    「こ、この……っ！　調子に乗るんじゃねぇぞ！」


    　予想外の展開に髭ひげ面づらの男が目を剥むき、魔導具の斧おので七慧に斬きり掛かった。


    　それを雷媛で受け止めた七慧だったが、直後、がくりと膝ひざを折る。


    「どうだ、俺様の重力操作グラビテイプレスはがががががががが!?」


    　勝ち誇った髭面は、七慧の雷媛から迸ほとばしった強烈な電流を浴びて感電。そのまま気絶して地面に倒れ込んだ。


    　その間、千ち聖さとが呪じゆ符ふで作り出した計四匹の狛こま犬いぬが、坊主頭の両手足に噛かみ付いていた。狛犬は石化して地面が凹へこむほどの重量と化す。その拘束から逃のがれることができない坊主頭に、火炎を纏まとう狐きつねが跳び掛かった。ぎゃあ、と悲鳴が上がる。


    「こいつら、ほんまに第六階級か？　ウチもつい最近までは第六階級やったはずなんやけどなァ？」


    　燃え盛る炎に照らされながら、千聖が嘲ちよう弄ろうするように笑う。


    「くそっ、こっちのガキなら……っ」


    　二人は手て強ごわいと判断したのか、オールバックの男がルナに襲い掛かった。いつの間にか、その全身が淡い膜に包まれている。


    「防護魔術プロテクシヨンか……っ!?　ルナっ！」


    「りゅーのすけはさがっていていいぞ！　ルナだけでじゅーぶんだ！」


    「このチビ、ふがけんじゃぎゃあ!?」


    　ルナが吐き出した閃光が、男の防護魔術をいとも容易たやすく突き破り、その左足を焼き焦こがしていた。男は地面に顔から転倒して悶もん絶ぜつする。


    「な……う、嘘うそだろ……」


    「おいおい、冗談じゃねぇぞ……？」


    　少女たちの予想外の力を目まの当たりにして、残る男たちが色を失って足を止めた。


    「ちっ……使えない奴らですね」


    　刃は虎とらは小さく舌打ちし、それから近くにいた二人に何かを命じる。


    　男たちは拝殿の方に慌あわてて駆けていくと、すぐに誰かを連れて戻ってきた。


    「な、何するんですか！　こんなことをして、神罰が下りますよ!?」


    「ここは神聖な境けい内だいでございます。どうか、この子が言う通り、神罰が下る前にお立ち去りいただけますよう」


    　入山の際、龍りゆう之の介すけたちを止めようとした神かん主ぬしと巫み女こだった。


    「うるせぇ。大人しくしやがれ」


    「っ……」


    　鼻ピアスの男に刃物を突き付けられて、巫女がびくりと肩を震わせて口を噤つぐんだ。


    「ひ、ひきょうだぞ！」


    　ルナが抗議の声を上げる。


    　人質を取られてしまい、七なな慧えたちはその場に足を止めた。


    　その様子を満足げに確認してから、刃虎は龍之介の方へと視線を向けてきた。それから何を思ったか、


    「このまま普通に連れていくというのも面白くありませんね。そうです、龍之介。もしお前が私に勝てれば、彼らを解放して差し上げましょう」


    「……何を企たくらんでやがる？」


    「他意はありません。ただ久しぶりに兄弟で模も擬ぎ戦でも、ということですよ」


    「……上等じゃねぇか」


    　人質を取られている以上、龍之介は刃虎の提案に乗るしかない。


    　──何が模擬戦だ。ただ俺を痛めつけたいだけだろうが。


    　刃虎の真意は手に取るように分かった。龍之介は内心で吐き捨てる。


    　しかし龍之介とて、そう易やす々やすとやられてやるつもりはない。漆黒の覇王ブラツクダイナストと白銀の賢帝シルバーワイズマンを同時に抜いた。


    「無ぶ様ざまですねぇ、龍之介。そんな玩おも具ちやで戦わなければならないなんて。では久しぶりに見せてあげましょう。私の魔術を」


    　宣言しながら、刃虎が右手を前方に掲げた。


    「魔剣〝迦ガ具ク土ヅチ〟」


    　刃虎の手に出現したのは、真っ赤な日本刀だった。


    　それを横よこ薙なぎに振るった瞬間、凄すさまじい火炎の渦が巻き起こる。


    「っ！」


    　龍りゆう之の介すけは地面を蹴けって迫りくる炎波を避け、黒くろ焦こげを回避。しかし刃は虎とらが刀を振るうと、その都度火炎の波が狂きよう奔ほんし、こちらを呑のみ込まんと襲い掛かってくる。


    　それを辛かろうじて躱かわしながら、龍之介は〝Ｂ─06〟というナンバーが刻まれた特殊魔弾オリジナルブレツトを漆黒の覇王ブラツクダイナストに装そう填てんした。


    「アクティベーション──《爆鴉バーストクロウ》っ！」


    　射出された鴉からすが激しい爆発を生む。爆風が火炎を押し退のけて生まれた間かん隙げきを縫ぬって、龍之介は魔弾を発砲した。


    　咄とつ嗟さに刀で受け、弾道を逸そらす刃虎。


    　魔弾は刃虎の脇を掠かすめていったが、赤い日本刀には罅ひびが入っていた。


    　しかし刃虎は何の躊躇ためらいもなくそれを放り捨てると、今度は雷を覆おおう直刀を出現させた。


    「魔剣〝武タケ甕ミカ槌ヅチ〟」


    　刃虎が剣を振るうと、刹せつ那な、鋭するどい閃せん光こうが弾はじける。


    　ほとんど勘で横っ飛びした龍之介のすぐ足元の地面が爆はぜ、雷鳴が境けい内だいに轟とどろき渡った。


    《魔剣精製ソードリフアイン》。


    　それこそが刃虎が得意とし、その名の通り多種多様な魔剣を生み出すことができるという厄やつ介かいな魔術だ。当然、いくら魔剣を破壊しようと意味がない。


    　──くそ、あんなの躱せねぇぞ!?


    　内心の焦あせりを押し隠しながら、龍之介は〝Ｓ─15〟ナンバーの特殊魔弾を白銀の賢帝シルバーワイズマンに装填し、トリガーを引いた。


    「アクティベーション──《倍速時間アクセルタイム》っ！」


    　龍之介の全身を白光が纏まとう。


    　直後、世界が一変した。


    　木々の揺れ、空を舞う小鳥の動き、耳に届く音。


    　そのすべてがスローモーションでも見ているかのように遅くなったのだ。その中で、自分だけが普段と変わらぬ速度で地面を疾しつ駆くする。


    「っ!?」


    　こちらの突然の加速に驚き、瞠どう目もくする刃虎。それでもすぐさま状況を察したか、慌あわてず魔剣を振るった。


    　だが連射される雷撃を龍之介は悉ことごとく躱していく。剣速が遅くなったお陰で、事前に回避行動を取ることができるのだ。


    　一方で雷撃の間隙を縫いながら撃つ魔弾は、残念ながら《倍速時間》の効果圏外。


    　そのほとんどは刃虎に避けられ、運よく当たったとしても、その強力な鎧よろいに弾かれてしまう。


    　──それならっ！


    　龍りゆう之の介すけは覚悟を決めて刃は虎とら目がけて疾しつ走そうした。懸命に雷撃の嵐を掻かい潜くぐりながら、やがて彼ひ我がの距離が僅わずか二メートルにまで迫る。


    　漆黒の覇王ブラツクダイナストに装そう填てんしてあるのは〝Ｂ─12〟というナンバリングの特殊魔弾オリジナルブレツト。


    　回避不可能な至近距離から、刃虎を狙い撃つ。


    「アクティベーション──《雷獅サンダー──ッ!?」


    　刹せつ那なの悪お寒かん。


    　その直感に身を任せ、龍之介は全力で急ブレーキを踏む。踵かかとで地面が抉えぐれ、砂すな埃ぼこりが舞い上がった。


    　次の瞬間、腹部に鋭するどい痛みが走った。


    　見ると、服が切れて腹筋も浅く切り裂かれていた。あと一歩前に踏み込んでいたとしたら、致命傷を負っていただろう。


    　──何が起こった……っ？


    　内心の動揺を隠しつつ、龍之介は距離を取る。


    「魔剣〝虚空刀インヴイジブルブレード〟」


    　いつの間にか雷の魔剣を消していた刃虎が、何の得え物ものも持たずに手を振るう。すると目の前を横切った落ち葉が真っ二つに切り裂かれた。


    「目に見えない剣、か……」


    「その通りです。しかしまさか、今のお前相手にこれを披ひ露ろうする羽は目めになるとは思いませんでしたよ……」


    　忌いま々いましげに顔を顰しかめつつも、刃虎の口調には余裕が感じられる。恐らく、あの魔剣の力に絶対の自信があるのだろう。だからこそ、自みずからあっさりとカラクリを明かしたのだ。


    　刃虎が横よこ薙なぎに腕を振るう──無論、見えない刀で斬ざん撃げきを放ったのだ。


    　互いの距離は五メートル近くある。通常ならば刀身が届かない距離だ。しかし龍之介は咄とつ嗟さに身を伏せていた。


    　髪の毛が数本、切り飛ばされた。


    　──予想はしてたが、やっぱ長さを自在に変えられるのか……っ！


    　思わず驚嘆する。恐らく伸長させるほど強度が落ちるなどの制限はあるだろうが、それでもかなりの脅威だ。


    　刃虎は次々と見えざる刀を振るった。


    　腕の動きから剣筋を予測する龍之介だが、視認不可能なそれを躱かわすのは容よう易いではない。左腿ももに灼しやく熱ねつの痛みが走ったかと思うと、続いて右肩から鮮血が散った。


    　さらに腕を、脇腹を、そして頬ほおを斬きり裂かれる。


    「くそっ……」


    　辛かろうじて致命傷だけは避けている状態。


    　いや──あえて急所を避けて攻撃してきているのだ。


    「弱くなりましたねぇ、龍りゆう之の介すけ？」


    「っ……」


    「安心してください。殺しはしませんよ？　お前を生きたまま捕ほ縛ばくして、父上の元に連れて行かなければいけませんからね。無論それは、十分に満足するまでいたぶり尽くした後ですが」


    　さも愉快そうに嗤わらう刃は虎とら。


    　龍之介は吐き捨てるように言い放った。


    「さもしい奴だな。俺に何度やっても負けたことがそんなに悔しかったか？」


    　その言葉が逆げき鱗りんに触ふれたのか、刃虎が眦まなじりを吊つり上げる。


    「……黙れ」


    「がっ……」


    　怒気の籠こもった声とともに、龍之介は右腕を深く斬きり裂かれた。


    「お前に私の何が分かるのですか？　私は早さ乙女おとめ家を継ぐ次期当主として、幼い頃は一族の期待を一身に受けて育っていました」


    　暗い感情で瞳ひとみを澱よどませながら、刃虎は次第にその口調を荒あららげていく。


    「なのにお前が生まれ、その才能の片へん鱗りんを見せ始めた途端、状況は一変した！　父上も、母上も、誰も彼もがお前にばかり注目し、私への興味を完全に失ったのですよ！」


    「……」


    「お前が魔力を失ったとき、私はどれだけ歓喜したことか！　これでまた、父上も私を重宝するようになると。だがそうはならなかった！　今でもそうです。父上は明らかに私を遠ざけているのです。なぜか分かりますか？　未練があるからですよ、龍之介、お前に！　とうの昔に勘かん当どうした、もはや一家の恥はじ晒さらしでしかない貴様などに！」


    　刃虎の声はいつしか怒号へと変わっていた。


    　龍之介は全身のあちこちを斬り付けられ、零こぼれ出る鮮血が気付けば境けい内だいの地面を凄せい惨さんな色に染め上げていた。


    「お前のせいだ！　お前が生まれてさえこなければ！」


    「ふざけんじゃねぇ！　自分に力がねぇのを、俺のせいにするんじゃねぇよ！」


    　朦もう朧ろうとし始めた意識を奮ふるい立たせ、龍之介は理不尽な恨みに抗あらがい大だい喝かつする。刃やいばをその身に受けながらも、漆黒の覇王ブラツクダイナストに〝Ｄ─01〟の特殊魔弾オリジナルブレツトを装そう填てんした。


    「アクティベーション──《龍りゆう咆ほう破は》ッ！　あいつに喰くらい付け！」


    　現れたのは、魔力で生み出された衝撃波の龍だ。空間を貫つらぬいて刃虎へと躍おどり掛かる。


    「魔剣〝巨人ノ剣スルトソード〟！」


    　刃虎が新たな魔剣を精製した。


    　突然、空中に刀身が数メートルにも達する巨大な剣が出現、二人の間の地面に落下して突き立てられる。


    　その剣腹に龍が激突。がりがりと地面を削って巨大な剣は後退したものの、衝撃波に耐え切ってしまった。


    「ははははっ、今のがお前の奥の手ですか!?　他愛も無いですね！　〝虚空刀インヴイジブルブレード〟！」


    「……ッ！」


    　見えない刀に両足を斬きり付けられ、龍りゆう之の介すけはその場に膝ひざを折った。それでも歯を食い縛しばり、すぐに立ち上がろうとして、


    「もうやめてください！」


    　見かねて声を張り上げたのは七なな慧えだった。


    「これ以上やると──」


    「──天あま城ぎ家を動かしますか？」


    　刃は虎とらは口端を吊つり上げ、七慧の言葉に先んじる。


    「確かに、早さ乙女おとめ家と天城家は懇こん意いにしています。両家の関係に歪ゆがみが生まれるようなことは私も避けたいところです。ですが、果たしてそれがあなたにできるでしょうか？　知っていますよ。天城家の中で、あなたの立場は非常に弱い。むしろ早乙女家との間でいざこざを起こしたとなれば、窮きゆう地ちに立たされるのはあなたの方ではありませんか？」


    「っ……」


    　刃虎の主張に図星を突かれたのか、七慧が悔しげに口を噤つぐむ。


    　だがそのときだ。


    「これ以上、りゅーのすけにいじわるすると、ルナがゆるさないぞ！」


    「っ、やめろルナっ！　こいつらの前で──」


    　龍之介の制止も聞かず、ルナがその姿を変へん貌ぼうさせてしまった。


    「これは……」


    　目の前に突とつ如じよとして現れた伝説のドラゴンを前に、刃虎が目を大きく見開いた。


    　ルナが閃せん光こうを吐き出す。


    「ぎぃああっ!?」


    　一瞬にして彼ひ我がの間にあった距離を貫つらぬき、神かん主ぬしと巫み女こを監視していた男たちを呑のみ込んだ。


    「次は、おまえだぞ！」


    　苦鳴を上げる彼らにはもはや見向きもせず、ルナは次の照準を刃虎へと合わせる。だが、


    「ルナはん！　後ろ！」


    「っ!?」


    　千ち聖さとの声に即応して振り返ろうとしたルナだったが、そのときにはもう、先ほど七慧に吹き飛ばされた禿とく頭とうの男が、彼女の無防備な背中を駆け上がっていた。


    　ルナの後頭部に戦せん鎚ついが叩き付けられる。同時に激しい爆発が巻き起こった。


    「──っ……」


    「ルナちゃん！」


    　気を失い、ルナが人間の姿に戻って倒れ込む。


    「さっきはよくもやってくれたな、おい」


    　禿とく頭とうの男が七なな慧えを睨にらむ。そして薄ら笑いを浮かべながら、ルナの腕を掴つかみ上げた。


    「しかし、まさかこいつ、竜族ドラゴニユートだったなんてな。絶滅したんじゃなかったのかよ」


    「ほう、なかなか面白い生き物を飼っているじゃないですか。お前には勿もつ体たいないですねぇ、龍りゆう之の介すけ？」


    　刃は虎とらは意い味み深しんな笑みを浮かべていた。


    　竜族はすでに絶滅した種族だ。その原因は、彼らの血肉が魔術の触しよく媒ばいや高位存在トラセンダーを召喚するための生いけ贄にえなどに高い効果を発揮したからである。つい先日もアドラメレクという悪魔を召喚するため、異端の魔導教団が彼女を狙う事件が起こったばかりだった。


    　もし彼女が、刃虎の手に渡るようなことになれば──


    「……いい加減にしろよ。俺を痛めつけるだけならまだしも、ルナに手を出したら許さねぇぞ？」


    　龍之介の低く押し殺した声に、刃虎は嘲あざけりの声を上げた。


    「ははははっ、今のお前に一体何ができるというのです？」


    「……だったら見せてやるよ、クソ兄貴」


    　二挺ちようの銃を放り捨てる龍之介。


    「だ、だめよ龍之介くん！」


    　七慧の制止を無視し、龍之介は己の内側へと意識を潜もぐらせた。


    　魔力。通常、それは経けい絡らくと呼ばれる見えない経路を通り、体内を循環している。


    　それを意識的にコントロールすることによって、膨ぼう大だいな魔力を練り上げる。


    　それこそが龍之介が祖父・早さ乙女おとめ幻げん才さいから学んだ、早乙女幻才流拳けん法ぽうの要よう諦ていだ。


    　もっとも今の龍之介は、己おのれにかけられた封印に抗あらがい、身体からだに過大な負荷をかけながらしかそれを成すことができないが。


    「なっ……ばかな、なぜ魔力を……っ？」


    　龍之介の全身から湧わき上がった強い魔力に、刃虎が瞠どう目もくする。次の瞬間、


    「早乙女幻才流拳法・初伝──《龍りゆう爆ばく速そく》ッ！」


    　足元で魔力を爆発させ、龍之介は一瞬にして彼ひ我がの距離を踏破していた。


    「ッ！」


    　刃虎が顔を蒼あおざめさせながら咄とつ嗟さに腕を交差したが、構わずその上から拳こぶしを叩き込んだ。


    　ベキリ、という音が鳴り、刃虎の身体が高速で後方へと飛ぶ。


    　幾いく度ども地面に叩き付けられ粉ふん塵じんを巻き上げながら境けい内だいを転がり、やがて拝殿に激突。辺りに大量の木片が飛び散った。


    　土煙が晴れていき、呆ぼう然ぜんとした様子の刃は虎とらの姿が見えてくる。


    「……ま、まさか……力を取り戻したというのですか……？」


    　すぐに立ち上がったものの、今ので折れたのか、左腕をだらりとぶら下げていた。


    「久しぶりに俺の力を味わわせてやるよ」


    「くっ」


    　一瞬、恐怖に怯おびえるように頬ほおを引き攣つらせた刃虎だが、兄としてのプライドか、右手に新たな剣を顕現させた。


    「魔剣〝志シ那ナ都ツ彦ヒコ〟！」


    　それを振るった瞬間、凄すさまじい暴風が吹き荒れる。


    「《龍りゆう爆ばく速そく》」


    　だが龍りゆう之の介すけの裏うら拳けんがいとも簡単に暴風を打ち消した。


    「っ……」


    　動揺する刃虎へ、爆発的な速度で再び接近。


    　ほとんど破れかぶれの刃虎の袈け裟さ斬ぎりに拳こぶしをぶつけ、魔剣を容易たやすく破砕させる。そして、がら空きとなった胸部へと、勝負を決める一撃を叩き込む──


    「っ!?」


    　だが龍之介の拳は、幾いく重えにも重ねられた剥むき出しの刃によって止められていた。


    「……私を舐なめるなよ、龍之介っ!!　──魔剣〝千本刃サウザンドエツジ〟！」


    　刃虎が素早く跳び退すさり、怒号を張り上げた。直後、龍之介の周囲にさらなる数の刃が出現。切っ先をこちらへ向け、一斉に殺到する。


    「早さ乙女おとめ幻げん才さい流拳法・中伝──《多た頭とう龍りゆう撃げき衝しよう》ッ！」


    　迫りくる刃の悉ことごとくを拳と脚、時には頭突きによって弾はじき飛ばす。だが数が多過ぎる。何本かは対応できず、龍之介の身体からだに突き刺さった。


    「ぐっ……」


    　──これが、今のこいつの本気か……っ!?


    　足元をふらつかせながら、龍之介は内心で呻うめく。


    「ははは、まさかその程度ですか？　昔の方がよっぽど強かったですよ！」


    「っ……」


    　刃虎の的を射た指摘に、龍之介は唇を歪ゆがめた。


    　魔力を封印されたあのときから、龍之介の魔術の力は止まったままだ。


    　いや、こうして無理やり魔力を使っていることによる負荷や、ブランクがあることを考えると、むしろ当時よりも確実に弱くなっている。


    　一方、刃虎は騎士軍でずっと訓練を続けてきたのだ。かつてのように圧倒できるはずがない。


    　だが龍りゆう之の介すけとて、決して立ち止まっていたわけではない。


    　魔力が使えなくなって以降、幾いく多たの死線を潜くぐり抜けてきたのだ。己おのれの魔術の才能に依存し切っていたあの頃は得られなかった経験が、今の龍之介にはある。


    「おおおおおっ！」


    　裂れつ帛ぱくの気合いとともに、龍之介は拳こぶしを地面に叩き付けた。


    　衝撃で砂利じやりが弾はじけ飛び、一帯に砂煙が巻き上がる。刃は虎とらが憎々しげに叫んだ。


    「小こ癪しやくな手を！」


    　龍之介は気配を殺し、前傾姿勢で駆けた。龍之介を探して出で鱈たら目めに動く刃がすぐ頭上を擦さつ過かし、頭髪が数本切り飛ばされたが、構わず砂さ塵じんに紛まぎれて距離を詰める。


    　相手がどこにいるのか分からないというのは、人間の本能的な恐怖だ。それが刃虎を護まもりに入らせた。


    　迎撃を端はなから捨て、刃虎はすべての刃やいばを己が身を護るために呼び集める。僅わずかに晴れた砂すな埃ぼこりの隙すき間まから、全身を保護する刃の装甲が見えた。


    　完全防御の構え。


    　しかしそれこそがこちらの狙い。


    　勝負の行方を決するのは、ごくごく単純な理屈だ。


    　龍之介の攻撃力が勝るか、それとも、あの刃の守備力が勝るか。


    「早さ乙女おとめ幻げん才さい流拳けん法ぽう・奥おう伝でん──《壊かい砕さい龍りゆう轟ごう拳けん》ッ！」


    　龍之介は砂塵の中から飛び出した。刃虎がその気配に気付いてこちらを振り返ろうとしたが、遅い。全魔力を集中させた拳を、刃虎の刃の装甲、その背中へと思いきりぶち込んだ。


    「がッ!?」


    　装甲がベコリと凹へこみ、刃虎の身体からだが凄すさまじい速度で吹き飛んだ。境けい内だいの端にあった大木にぶつかり、直径二メートルはあろうかという幹みきが衝撃に耐え切れずに折れる。辺りに激しい倒木音が鳴り響ひびいた。


    「はぁ……はぁ……これで、どうだ？」


    　膝ひざに手を突き、龍之介は倒れた刃虎を睨にらむ。直後、思わず瞠どう目もくしていた。


    「……りゅ、龍之介ぇ……」


    　恨みの籠こもった呻うめき声とともに、あろうことか刃虎は立ち上がっていた。


    　よろめきながらも、戦意の衰おとろえを感じさせない目をしてこちらへと歩いてくる。


    「がっ……」


    　そのとき龍之介の足元に鮮血が散った。


    　喀かつ血けつしたのだ。


    　──くそっ……もう限界が……っ？


    　これ以上は身体が持たない。


    　しかし刃は虎とらはそんなこちらの状況など意に介さず、呪じゆ詛そに満ちた言葉を紡つむぐ。


    「……許さない……なぜ、いつも……私はお前に……殺してやる……ここで、確実に殺してやるっ……」


    「っ!?」


    　龍りゆう之の介すけは我が目を疑った。


    　境けい内だい上空に、信じられない数の刃が出現していた。


    　さながら剣山だった。人一人が通る隙すき間まもなく、びっしりと空間を覆おおい尽くしている。あれが一斉に放たれれば、どう考えても逃げ場はない。


    　だが何よりも龍之介を愕がく然ぜんとさせたのは、このままでは龍之介や七なな慧えたちだけでなく、神かん主ぬしや巫み女こ、そして刃虎の私兵までもが確実に巻き込まれてしまうということだ。


    　しかし頭に血が上っているせいか、刃虎にそれを斟しん酌しやくする様子は一切ない。


    「これこそが、魔剣〝千本刃サウザンドエツジ〟の真の姿……くくく、龍之介、これはさすがのお前でも防ぐことはできまいッ！」


    　直後、刃の豪雨が降った。


    　私兵たちが悲鳴を上げる。七慧や千ち聖さとはまだ何とか自分の身を護まもることができるかもしれない。だが気を失っているルナや、拘束されたままの神主たちにそれは不可能だ。


    「ルナちゃん！」


    「やばいで！」


    　七慧や千聖が駆けつけようとするが、間に合わない。


    「全員、伏せろッ！　早さ乙女おとめ幻げん才さい流拳けん法ぽう・奥おう伝でん──《天てん昇しよう龍りゆう撃げき滅めつ》ッ！」


    　龍之介は声を張り上げ、拳こぶしを突き上げた。


    　生まれたのは巨大な衝撃波の龍。それが迫りくる無数の刃と激突する。だが、


    　──この威力じゃだめだっ！


    　無情にも、刃の群れは止まらない。衝撃波を切り裂いて突き進み、境内を凄せい惨さんな血の雨で穢けがさんと飛来する。


    「俺は、また護ることができねぇのかっ!?」


    　全身の痛みに顔を歪ゆがめながら、しかし龍之介はそれ以上の心の激痛に悲鳴じみた叫び声を上げていた。


    　──もし秘伝が使えたなら……ッ！


    『龍之介、なぜお主はそんなに秘伝を習得したいのか？』


    　脳のう裏りを過よぎる、祖そ父ふの言葉。


    　あのときの自分は何と答えただろうか。確か、戦いで名を上げたい。有名になりたい。そんなようなことを言ったような記憶がある。


    　何と幼よう稚ちで薄っぺらい動機だったのだろう。


    　だがもし今なら──


    



    「──俺は、大切な者たちを護まもるための力が欲しいッ!!」


    



    　身体からだの重みが消えたのはそのときだった。


    　それだけではない。


    　全身に、今まではなかったはずの新たな経絡が開いていく。


    　己おのれの身に起こった現象を理解できないまま、しかし直感に任せて龍りゆう之の介すけは魔力を振り絞る。


    　爆音が轟とどろいた。


    　先ほど放った衝撃波の龍に倍する大きさの龍が、八匹。


    　龍之介の拳こぶしから放たれ、虚こ空くうを暴れ狂っていた。


    　そして刃やいばという刃を呑のみ込み破壊しながら、天空へと駆け上がっていく。その余波が一帯の木々へと降り注ぎ、それだけで何本もの木が圧へし折れた。


    　うねるように空を昇り、八匹の龍は雲海の向こうへと消えていった。


    　やがてゆっくりと辺りに静寂が戻ってくる。破砕した刃の欠片かけらが、さながら桜の花びらのようにキラキラと舞っていた。


    「お、お父さん……」「た、助かったのか……？」
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    　九死に一生を得た神かん主ぬしに巫み女こ、そして刃は虎とらの私兵たちが、何が起こったのかという顔で呆ぼう然ぜんとしている。


    「ば、ばか……な…………」


    　その光景を愕がく然ぜんと見詰めていた刃虎は、ついに力尽きてその場に倒れ伏した。


    「なんだ……？　一体、何が……？」


    　そして龍りゆう之の介すけ自身も信じがたい思いでその場に立ち尽くしていた。


    　満まん身しん創そう痍いではあったが、まるで重力から解き放たれたかのように身体からだが軽い。いつものような無理やり封印を抑え込んだ後の反動もない。


    　何の抵抗も感じることなく、体内で魔力を練ることができた。


    「それが〝鍵かぎ〟の正体さ」


    　不意に、声がした。


    　振り返ると、つい昨日、〈鳳ほう来らい山さん〉の頂上で別れたはずの呪じゆ術じゆつ師し──レンが境けい内だいを歩いてこちらへとやってくるところだった。


    　久しぶりにここまで降りてきたなぁ、などと感慨深げに呟つぶやいている彼へ、龍之介は目を瞬またたかせながら問う。


    「……どういうことだ？」


    　レンは涼しげに笑った。


    「つまり〝鍵〟は君の心の中にあったということだよ」


    「俺の、心の中に……？」


    「そう。誰かを護まもりたいというその気持ち。それこそが早さ乙女おとめ幻げん才さい流拳けん法ぽうの〝秘伝〟に至る道であり、封印を解くための方法だったんだ」


    　龍之介は恐る恐る、レンに訊きいた。


    「じゃあ……封印は、解けたのか……？」


    「うん、おめでとう。完全に解けているよ」


    　レンのあっけない祝辞に、しばし呆あつ気けにとられる龍之介。


    「龍之介くんっ……背中……っ！」


    　七なな慧えの言葉にハッとして、龍之介は肩越しに己おのれの背中を見た。


    　ズタボロになった上着から覗のぞく、白い背中。


    　あの封印の紋様が嘘うそのように消えていたのだ。


    「じゃあ、本当に……」


    　それで初めて実感が湧わいてくる。


    　だがホッとしてしまったせいか、急に全身から力が抜けた。同時に今まで忘れていた激痛が一気に襲い掛かってくる。そのまま地面に倒れ込み、龍之介の意識は暗転した。


    



    



    　龍りゆう之の介すけが目を覚ましたのは、翌朝のことだった。


    　神かん主ぬしたちの厚意により、どうやら昨晩は拝殿に隣接した家屋に泊めてもらえたらしい。しかも境けい内だいを荒らしてしまったことを咎とがめられるどころか、山から無事に帰還したことを大いに喜ばれ、レンと一いつ緒しよに予想外の歓待を受けてしまった。


    　そして太陽が中天に差し掛かった頃には、龍之介たちは惜しまれながらも神社を辞することにした。刃は虎とらとその私兵は何とか追い返したが、いつまでもここにいると再び彼らに迷惑をかけることになりかねないからだ。


    　不思議なことに、あれだけ酷ひどかった龍之介の傷は一晩で完全に癒いえていた。


    「あんたが治してくれたのか？」


    「まぁね。それくらい、僕にかかれば大したことないさ」


    　鳥居の前まで見送りに来てくれたレンは、龍之介の問いに何でもないことのように笑った。


    「もし暇ひまがあったらぜひ遊びに来てね。君たちだったら歓迎するから」


    「……そうだな。まぁ、考えておく」


    〈赤龍山脈レツドフイン〉の厳しさを身をもって知った龍之介は、レンの提案に曖あい昧まいに応じる。


    　七なな慧えと千ち聖さとも、もう懲こり懲ごりだというふうに頬ほおを引き攣つらせていた。「そうだな！　またいきたいぞ！」と、乗り気なのはルナだけだ。


    「……本当は知ってたんだな？　封印の〝鍵かぎ〟の正体を」


    「え？　何のことかな？」


    　龍之介が問い詰めると、レンは白々しく惚とぼけてみせた。大よそ幻げん才さいから口止めされていたのだろう。龍之介はそれ以上、追及しようとは思わなかった。


    「──龍之介君」


    　世話になった神主たちに礼を言って立ち去ろうとしたところで、レンに呼び止められた。


    　訝いぶかしげに振り返った龍之介に、彼は相変わらずのひょうひょうとした表情で、しかしどこか真剣さを感じさせる目をして言った。


    「本当に大変なのはこれからだよ。だけど、今の君なら、きっと乗り越えることができる。僕はそう信じているよ」


    「どういう意味だ？」


    「いずれ分かるよ」


    　曖昧に応こたえ、レンは背を向けた。そのまま山道の方へと歩いていくのを見るに、どうやら彼もまた山へと帰ってしまうつもりらしい。やがて小さな身体からだは木々の向こうと消えていく。


    　その姿が見えなくなった後も、彼が残した言葉は龍之介の頭の奥で、何度も繰り返し反はん響きようし続けたのだった。

  


  
    　　　第二章　襲撃
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    「くそ！　くそ！　この私がっ、あんな醜しゆう態たいをっ……くそ！」


    　刃は虎とらは拳こぶしを机に叩き付け、怒声を上げた。近くにあった椅い子すを思いきり蹴けり飛ばす。


    「それもこれも、あいつのせいだ！　あいつが……」


    　脳のう裏りに浮かぶのは、忌いまわしい弟の顔だ。


    〈赤龍山脈レツドフイン〉の麓ふもとで龍りゆう之の介すけに敗北を喫し、目的を果たすことができずにここ魔ま天てん楼ろうに戻ってきたのはつい先ほど。


    　上官へ帰還の報告をすることすらも忘れ、すぐに自身の執務室に駆け込んだ刃虎は、それから怨えん嗟さの言葉を吐き出し続けていた。


    　やがて一ひと頻しきり負の感情を家具や調度品にぶつけ切った後、散乱したそれらの真ん中に立ちながら、ふと刃虎は我に返った。


    　──私は所しよ詮せん、この程度ということなのか……。


    　胸の奥から虚むなしさが込み上げてくる。


    　弟には勝てず、父からは認められず、そして何より、自分自身で悟ってしまっていた。


    「私には祖父や父上のような才能はない……」


    　それを認めてしまうと、もう前には進めなくなるのではないか。


    　そう思って目を背そむけてきたが、しかしいつまでも誤ご魔ま化かし続けられるものではない。


    「……はは、惨みじめなものですね……」


    　思わず自じ嘲ちようの声が漏もれる。


    「ああ、可か哀わい想そうな刃虎」


    　突然、背後から聞き覚えのある声がした。


    　振り向くと、そこに先日龍之介の居場所を教えてくれたあの男がいた。


    　神話の美神を思わせる美び貌ぼう。


    　いつの間にこの部屋に入ってきたのか。そんな疑問も、今はどうでも良かった。


    「刃虎、君はとても可哀想な子だね」


    　慈母の微ほほ笑えみを浮かべながら男が近付いてくる。こんなにも美しく優しい笑顔があるのかと、刃虎は思わず見み惚とれてしまう。


    　気付くと男に抱き締められていた。


    　至近距離で見詰められる。その綺き麗れいな瞳ひとみから目を逸そらすことはできなかった。


    「僕のところにおいで。君を誰よりも愛してあげるから」


    　その甘い囁ささやきが、抗あらがいがたい誘惑となって脳の奥底を撫なでていった。


    



    　　　　　　２


    



    『訓練モード〝レベル８〟。開始まで五、四、三、二、一──スタート』


    　機械音声が告げる合図の直後、岩陰から次々と大型の魔獣が姿を現した。


    　唸うなり声や咆ほう哮こうを上げ、あるいは鋭するどい牙きばを剥むき出しながら、こちらを威い嚇かくしてくる。


    　プログラムによって動く魔導機械。それに立体ホログラムで肉付けをすることによって、今にも獣けもののにおいが漂ってきそうなほどのリアリティを実現していた。


    　その内の一体、全長五メートルにもなる人面獅子マンテイコアが先陣を切り、地じ響ひびきを轟とどろかせながら迫る。


    　だが龍りゆう之の介すけは泰たい然ぜんとして動じない。大きく息を吸い込みながら、体内を巡る魔力へと意識を集中させる。やがてすぐ目の前に人面獅子の巨大な牙が迫ったとき、


    「早さ乙女おとめ幻げん才さい流拳けん法ぽう・初伝──《龍りゆう咆ほう破は》」


    　小さな呟つぶやきとともに、手のひらを前方に翳かざした。


    　龍の形状をした魔力の塊かたまりが撃ち出され、人面獅子と激突。あろうことか、その巨体を弾はじき飛ばしてしまう。


    　それを皮切りに機械仕掛けの魔獣が続々と襲いくる。


    　龍之介は一つ一つ動作を確認するように、ゆっくりと攻撃を繰り出していった。


    　五十体にもおよぶ魔獣が瞬またたく間に数を減らしていき、その残ざん骸がいが山のごとく積み上がっていく。


    　気付けば最後の一体が大きな音を立てて倒伏していた。


    　ジャリラリリーン、というやけに軽快な音が一帯に鳴り響き、ホログラムで生み出されていた岩場のフィールドが無機質な空間へと変わる。


    『ミッションコンプリート。所要時間──三分三秒』


    　壁に埋うめ込まれた巨大な液晶画面に、複数の名前が掲示された。その横には何らかの数字が並んでいる。


    　これまでこのモードをクリアした者たちの所要時間を、上位からランキングしたものだった。龍之介の今の記録はその第八位で、それより上にあるのは、すべて『来くる栖すセレスティーナ』の文字だった。


    「……ふぅ」


    　息を吐きつつ、溜ため込んだ魔力を通常の循環へと戻してやる。


    　ここはセレス民間騎士事務所にある最新鋭の訓練設備だ。今はただの箱型のだだっ広い空間に戻ってしまったが、先ほどのように様々なフィールドを再現することが可能だった。


    「ダメだな」


    　全身の経けい絡らくに意識を向けながら、龍りゆう之の介すけは呟つぶやく。


    　今まではなかったはずの魔力の循環経路。


    　それを開くことこそが、早さ乙女おとめ幻げん才さい流拳けん法ぽうの〝秘伝〟だ。それにより、今までよりも格段に多くの魔力を練ることができるようになる。


    　しかしこの事務所に戻ってきてから幾いく度どか試しているものの、どういう訳か一向に上う手まくいかないのだ。


    　そのとき出入り口の扉が開き、ここの所長であるセレスが入ってきた。


    「ハッ、そのレベルを三分でクリアしておいて、よく言うぜ。うちの隊長連中ですら、どんなに早くても五分はかかるっつーのによ」


    　どうやら先ほどの龍之介の言葉を別の意味に受け取ったらしい。


    「なんだ、見てたのかよ」


    「ああ。せっかくオレが見てやってんだから、苦戦するなりなんなりして、もうちょっと楽しませやがれ」


    　どこか機嫌が良さそうに、セレスが軽口を叩く。それから少し真剣な面おも持もちで、


    「……身体からだに何か異変とかはねェか？」


    「見ての通り、何の問題もねぇよ。……今んとこはな」


    　曖あい昧まいに応じる龍之介は、レンの去り際の言葉を思い出していた。


    『本当に大変なのはこれからだよ。だけど、今の君なら、きっと乗り越えることができる』


    　──ったく、脅おどかすくらいならもう少し具体的に教えろよ。


    　不安が胸中を掠かすめ、思わず毒づいてしまう。


    　だがそれを心の奥に押し込めて、龍之介は前から気になっていたことをセレスに訊きいた。


    「それはそうと、あんた、うちのジジイとは一体どういう関係なんだよ？」


    「大したもんじゃねェよ」


    　ぶっきら棒に応こたえるセレス。だがどこか懐なつかしげに目を細めるその表情を見るに、やはりそれなりの間柄なのではないかと思えてくる。


    「俺の封印のことを知っていたくらいだ。ただの知人というだけじゃ説明がつかねぇだろ？」


    「……まァ、別に隠すようなことでもねェしな……」


    　龍之介が問い詰めると、セレスは観念したように肩を竦すくめてから、こう切り出した。


    「あいつとの因いん縁ねんの始まりは他でもねェ。オレの親父が、あいつに殺されたことだ」


    「な」


    　いきなり明かされた物騒な事実に、龍之介は絶句する。


    　しかしセレスの方は至って平然とした様子で続けた。


    「オレの親父はな、吸血鬼の王だったんだ」


    「吸血鬼……？　って言ったら、一級危険種の？　確か、何年も前の大規模な掃討作戦で虐ぎやく殺さつされて、純潔の吸血鬼は絶滅したんだよな……？」


    「ああ。それが俗に言う吸血鬼紛争ブラツデイウオーだ」


    「じゃあ……」


    「オレはその生き残り、ってことになるな」


    「あんた、吸血鬼だったのかよ……道理で……」


    「ああ、お陰で昼間はほんの少し眠いことが多い」


    「いや少しじゃねぇだろ」


    　セレスが言うには、吸血鬼は複数の部族に分かれていたという。


    　そしてそれぞれの王を中心にして、小さいものだと数十人、大きなものでも数百人程度の規模からなる幾いくつものドミニオンを形成していたらしい。


    「吸血鬼ってのは、人の生き血を吸わなけりゃ生きていけないってわけじゃねェ。だが当時はドミニオン間の抗争が激しかったせいで、大勢の人を吸血のために拉ら致ちし、監禁していた。人の血を吸うことで、吸血鬼はより強大な力を発揮できるようになり、戦いを有利に進めることができるからだ」


    　しかしそうして多くの人を手にかけた結果、吸血鬼は第一級の危険種とされ、騎士軍による殲せん滅めつ作戦が決行されることになってしまったという。


    　作戦は数年にわたって続けられた。


    　敗北したのは、数で劣おとる吸血鬼の方だった。


    「そしてオレの親父のドミニオンを滅ぼしたのが、当時まだ二十かそこらの年で連隊を率ひきいていたあいつだった。つっても、それは後になってから知ったことだけどよ」


    　長い寿命を持つ吸血鬼としてはまだ子供だったセレスは、ドミニオンが騎士軍に攻め込まれる前に城を脱出し、何とか生き延びたという。


    　貧民街に身を隠し、吸血鬼であることを隠して生きた。


    　そして数年後、自みずからのドミニオンを滅ぼしたのが早さ乙女おとめ幻げん才さいという男であることを知った彼女は、復ふく讐しゆうのため暗殺を企くわだてたという。


    「結果、返り討ちだ」


    　セレスは自じ嘲ちよう気味に笑った。


    「だが、あいつはオレを殺さなかった。だからオレは自死しようと考えた。仇かたきを討つこともでねェで、のうのうと生き永らえていくなんて真っ平ごめんだと思っていたからな」


    　だがそのセレスに対し、幻才はこう言ってのけたという。


    『死ぬくらいなら俺の愛人にならないか？』


    「……は？」


    　予想外の話の展開に、龍りゆう之の介すけは思わずぽかんと口を開けていた。


    　セレスはくっくっと喉のどを鳴らして、


    「無論きっぱりとお断りしてやったけどな」


    「つーか、愛人って……」


    「すでに婚約者がいやがったんだよ。しかもとんでもねェ性悪女でよ、あいつはまだ結婚もしてねェってのにもう離婚したいとか言ってやがった。まァ、テメェの祖母だがな」


    　祖母と言われて、龍りゆう之の介すけは思わず苦虫を噛かみ潰つぶしたような顔になる。正直、あまりいい思い出がないのだ。


    「……あんたは、ジジイを恨うらんでねぇのか？」


    「恨んじゃいねェよ。あいつに親父や大勢の仲間を殺されたのは間違いねェ。だがな、そんな昔の記憶なんざもう、とうに色いろ褪あせちまってる。そもそも、あれはどう考えても吸血鬼側の自業自得だしな」


    　セレスははっきりと否定した。


    「それにあいつはな、女子供を初めとして戦意のない奴には決して手を出さなかったそうだ。都政府や軍の命令に背いて、秘ひそかに魔都の外に逃がしてくれてたんだよ。オレも詳しくは知らねェが、大陸のどこかには、今でもその生き残りたちが築いた隠れ里があるらしい」


    　それだけじゃねェ、とセレスは続けた。


    「あいつは、それまで抹まつ殺さつされるしかなかった危険種たちを生かす道を見いだした。危険種特別登録制度ってやつだな」


    　危険種特別登録制度。


    　たとえ危険種であったとしても、都政府から認められれば、保護観察を条件に魔都の住民として生きていくことができるという制度だ。現在では数万人もの危険種が、そうして暮らしているという。もっとも、さすがに一級危険種の吸血鬼は除外されているそうだが。


    　龍之介は知らなかったが、それは幻げん才さいが様々な機関に掛け合って作ったものらしい。


    「数々の戦果を挙げたことだけじゃねェ。だからあいつは退役した今でも、騎士軍では英雄と讃たたえられてんだよ」


    　そう語る彼女の声は、どこか誇らしげにも感じられた。


    「あんた、もしかして今ジジイがどこにいるのか知ってるのか？」


    「……知らねェよ」


    　龍之介の問いに、セレスはしばしの間を置いてからそう応こたえた。


    「まァ、あいつのことだ。そう簡単にくたばりはしねェんじゃねェか？」


    　それだけ言って、セレスは踵きびすを返す。まるでそれ以上の追及を避けるかのように、彼女はそのまま訓練場を出て行ってしまった。


    　その後ろ姿を見送って、龍之介は小さく零こぼす。


    「……ったく、ほんとにどこにいやがるんだよ、クソジジイ」
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    　第十区地上層のＢエリアにある白はく亜あの城。


    　それがセレス民間騎士事務所の本拠地だ。


    　魔都有数の民間騎士事務所だけあって敷地は広大で、設備も豊富。中には所員のための寮もあり、そこで生活している者も多い。


    　訓練場を出た龍りゆう之の介すけはその寮へと向かった。


    　二階にある一室のドアを開けて中に入ると、すぐに黒猫が駆け寄ってきた。


    「龍之介！　どこ行ってたにゃ！　ボクに黙って勝手に出かけるのは許さないにゃ！」


    　彼は龍之介の使い魔で、アルンだ。


    「ちょっと訓練棟の方に行ってきただけだって」


    「ついこの間、そう言って数日も留守にしたにゃ！」


    　どうやら先日〈鳳ほう来らい山さん〉に行った際、黙って出ていったことを未いまだに根に持っているようだった。


    　アルンに纏まとわりつかれながら、龍之介は玄関を抜けてリビングへ。


    　本来は隊長用の部屋らしく、２ＬＤＫもの広さがあった。


    　だが猿のタロウ、梟ふくろうのナナ、鴉からすのクロ、そして雪男イエテイのユキオという使い魔たちに加えて、女児が二人いるためやや手狭にも感じられる。


    「それでな、ルナはそのぬえってやつに、たったひとりで挑んだんだ！」


    　リビングのソファの上でルナが拳こぶしを突き上げ、興奮したように叫んでいた。


    「すごーい。だけど、マリンも一いつ緒しよに行きたかったなぁ」


    　と、目を輝かがやかせて頷うなずくのは、蒼あおい髪が印象的な少女。年はルナと同じくらいだ。


    　リビングのソファにちょこんと座っている彼女の名は、二にの宮みやマリン。龍之介の同級生である二宮カナデの妹で、訳あって面倒を見ていた。


    「あ、りゅーのすけ、おかえり！　なぁなぁ、またあれみせてほしいぞ！」


    　龍之介を見つけるや、ルナがソファの上からこちらへと飛んでくる。


    「あれってなんだよ」


    　仕方なく抱き止めてやる。軽いとは言え、さすがにダイブされると結構な衝撃だった。


    「あの足やうでがズバーンってなるやつだ！　さいきん訓れんじょーでよくやってるだろ！」


    「何だよそれは。《龍りゆう爆ばく速そく》のことか？」


    「それだぞ！　りゅーばくしょう！」


    「爆笑してどうする。つーか、こんなところで使えるかよ。壁を破っちまったりしたらどうするんだ。一応、間借りさせてもらってる立場なんだぞ」


    「ルナもあんなパンチができるようになりたいぞ！」


    　龍りゆう之の介すけの言葉など右から左で、ルナはシャドーボクシングをしながら走り回る。


    「ほら、さっさとマリンと一いつ緒しよに風ふ呂ろに入ってこい」


    「りゅーのすけも一緒に入ろう！」


    「ばか、んなことできるか」


    　二人を追い立てるように浴室へと誘導し、やれやれと息を吐く龍之介。


    「龍之介！」


    　不意にドタドタという足音を響ひびかせて、銀髪の少女がリビングに駆け込んできた。


    　紫色の瞳ひとみに、エルフ族に特有の尖とがった耳。しかし色白のエルフと比べれば、肌の色がずっと濃い。


    　ダークエルフの元姫君、ファナ＝リリオネーラだ。


    　彼女はとある事情から祖国である〈スヴァルト王国〉を離れ、現在はここセレス民間騎士事務所で見習い民間騎士コントラクターとして日々の訓練に励んでいた。


    　特に現在、正規の民間騎士になるための試験に向けた猛特訓中だという。少しやつれたように見えるのはそのせいかもしれない。


    「七なな慧えから聞きました！　封印が解けたのですか!?」


    　すぐ傍そばまで駆けてきた彼女は、矢も楯たても堪たまらずといった様子で前のめりに訊きいてくる。


    「あ、ああ……一応、な」


    　思わずその勢いに圧倒される龍之介。


    「良かった……」


    　ファナは安心したように息を吐いた。


    「……これで龍之介はもう、あんな無茶をせずに本来の力を使うことができるということですね……」


    　龍之介が死にかけたときのことを思い出しているのか、その紫し瞳どうが潤うるんで揺らいでいた。


    「わたくしも頑張って試験に合格してみせなければっ……」


    　そして今度は瞳に決意を漲みなぎらせ、拳こぶしを固く握り締めた。


    「そう言えば、もうすぐなんだよな？」


    「はい、あと十日ほどです」


    「特訓の調子はどうだ？」


    「…………ふ、藤ふじ野のさんが鬼教官です……」


    　なぜか蒼あおい顔をして唇を震わせるファナ。


    　よほど厳しい特訓なのだろう。どうやら指導を担当しているのは、龍之介も面識のある藤野美み月つきというボーイッシュな女性らしい。


    「邪魔をするぞ。ここにファナは来ていないか？」


    　と、噂うわさをすると現れたのは、その当人。


    「ひゃ、藤ふじ野の教官!?」


    　ファナが裏返った声を上げ、びしっと背せ筋すじを伸ばした。


    　藤野は「やはりここだったか」と呟つぶやいて、


    「休憩時間に入るなり姿を消したかと思えば、こんなところにいたのか。すぐに次のメニューが始まるぞ」


    「も、申し訳ありません、おに──藤野教官」


    「……今、鬼って聞こえたのは気のせいか？」


    「気のせいです！」


    　ぶんぶんと首を左右に振り、ファナは必死に否定する。


    「いやー、ファナっちの気持ちはよーく分かるっす！　藤野っちは怖いっすからね！」


    　怯おびえるファナに同調する声があった。


    　猫耳と尻しつ尾ぽを持つ小柄な女性が、藤野に遅れてリビングに入ってくる。


    　猫獣人ケツトシーと人のハーフである彼女は、藤野とよく行動を共にしている三み森もりユミだ。藤野と同じ二十歳らしいが、ファナよりも年下に見える。


    「三森なんて何回怒られたことか分からないっすよ！」


    「それはお前の仕事がいつも雑だからだ」


    「藤野っちが真ま面じ目めすぎるんすよ！　だいたい昔はモヒカン鼻ピアスだったくせにいえ何でもありません許して！」


    「ファナは合格できそうなのか？」


    　藤野に頭をぐりぐりされて苦鳴を上げる三森を後しり目めに、龍りゆう之の介すけは訊きいた。


    「筆記の方は心配ないだろう。問題は実技だな。実力そのものは十分だが、残念なくらい本番に弱いからな。とりわけ、予期しない事態に遭そう遇ぐうしたときの判断に難がある。だから結果はやってみなければ分からない」


    「うぅ……どうせわたくしは豆腐メンタルです……」


    　藤野にはっきりと明言され、ファナはがくりと肩を落とす。


    「無論、残る期間でできる限りの対策はするつもりだ。例えば本番で緊張しないよう、それよりも遥はるかに極限な状況での訓練を課す、などだな」


    　不敵に笑う藤野。ここからさらに厳しい特訓が待ってそうだった。


    「……こ、これも……民間騎士コントラクターになって、龍之介の事務所に入るため……」


    　ファナは何やらぶつぶつと呟きながら、覚悟を決めたように力強く拳こぶしを握りしめている。


    　だがそんな彼女に、藤野が告げた。


    「期待しているぞ。無事に合格したら、お前は私や七なな慧えのいる部署に配属されることになるだろう」


    「……へ？」


    　ファナは少し間まの抜けた声を漏もらし、目を丸くした。


    「配属後はどんどん色んな任務に参加してもらうつもりだから、今のうちにしっかり鍛きたえておかなければな」


    「え？　え？　で、ですが、わたくしは龍りゆう之の介すけの……」


    「よろしくっす、ファナっち！」


    　狼狽うろたえるファナの肩を、三み森もりが嬉しそうに叩く。


    「あ、あの……」


    「そろそろ時間だ。行くぞ」


    「……そ、そんな……わたくしは、わたくしは……うぅぅぅ……」


    　絶望の呻うめき声を上げながら、ファナは二人の先輩に連れていかれるのだった。
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    　高層の店舗が立ち並ぶ目抜き通りに、阿あ鼻び叫きよう喚かんの悲鳴が轟とどろいていた。


    　多種多様な種族の老ろう若にやく男なん女によたち。その誰も彼もが一様に怯おびえ切った表情をして、何かから逃げ惑っている。


    　──何が起こっているんだ？


    　そんな中、龍之介は状況を掴つかめずに一人混乱していた。


    「……魔獣でも出やがったのか？　しかし……一体どこだ、ここは？」


    　恐らく魔都内のどこかだろう。だが、ここまでどうやって来たのか、まったく記憶にない。そもそも今は事情があって、セレス民間騎士事務所の外に出るのは控えていたはずだ。


    　そのとき悲鳴に混じって、スピーカー音が響ひびいた。


    『……逃げ……て……い……。……悪……が……出……した……』


    　だがノイズで途切れ途切れになっているせいで、内容を上う手まく聞き取れない。


    「一体、何だってんだよ……？」


    　困惑を強める龍之介。


    　不意に視界の端に人影が過よぎった。道路の反対側だ。泣き喚わめく赤子を抱きかかえた女性が、懸命に走っていた。


    「っ！　おい、危ねぇ！」


    　龍之介は思わず叫んでいた。


    　その母親のすぐ目の前に、隘あい路ろからいきなり大柄な獣人が飛び出してきたのだ。


    　激突し、突き飛ばされた母親が転倒してしまう。しかし血相を変えた獣人は彼女を助け起こそうともせず、そのままどこかへ走り去ってしまった。


    「ったく、しょうがねぇ奴だな」


    　龍りゆう之の介すけはすぐに倒れた母親の元へと駆け寄り、手を差し伸べた。


    「おい、大丈夫か？」


    「ひぃっ……」


    　だが龍之介の顔を見た途端、彼女は顔を蒼あおざめさせて後ずさった。


    「ど、どうか、こ、この子だけはっ……この子だけは、たすけてくださいッ……」


    　身体からだを震わせながら懇こん願がんしてくる母親。さらにこちらを見た赤子が、火が付いたようにその泣き声を大きくしてしまう。


    「おい、どうしたんだよ？　そんなに怖がる必要はねぇだろ」


    　その反応に大きな戸惑いと違和感を覚えながら、龍之介は彼女に向かって手を伸ばし──


    　その首を捻ひねり潰つぶしていた。


    　骨が破砕する異音が響ひびき、千ち切ぎれた血管から鮮血が噴ふき出す。彼女の血が赤子の顔を赤く染め上げた。


    　──今、俺は何を……？


    　動揺しながら、ゆっくりと手を引き延ばす。


    　血で濡ぬれた手。


    　だがそれはいつもの自分の手ではなかった。


    　鋭するどい爪つめ。そして、濃い褐かつ色しよくの肌。


    「どう、なっているんだ……？」


    　喉のどから知らず愕がく然ぜんとした呟つぶやきが零こぼれる。事切れた女性が、赤ん坊を抱きかかえたままアスファルトの上に倒れ込んだ。


    「いたぞ！」


    　突然、背後から鋭い怒号が響いた。地面を叩く複数の足音。


    　気付けば周囲を武装した集団に包囲されていた。


    　騎士警察だ。


    　彼らは一様に緊張の面おも持もちで、こちらへ各おの々おのの武器を向けてくる。


    　その中には龍之介が知っている蜥蜴人リザードマンの姿もあった。


    　左頬ほほに裂傷のある、二メートルを超す巨漢。


    　騎士警察の警部である菊きく川かわ吾ご郎ろうだ。


    「菊川のおっさん!?　おい、これはどういうことだよ！　何が起こってるんだ!?」


    　龍之介の悲ひ愴そうな問いかけに、しかし菊川は厳しい表情をしたまま、部下に命令を下した。


    「やれ。あの悪魔を抹まつ殺さつしろ」


    　直後、警官たちが一斉に動いた。


    　迫りくる彼らを前に龍之介は──口端を吊つり上げ、悦えつ楽らくの笑みを浮かべていた。


    　最初に躍おどり掛かってきた獣人の頭を掴つかみ、握り潰す。


    　続いて左からきたドワーフの心臓を手刀で貫つらぬくと、逆の手を一いつ閃せんさせて背後の人間の首を斬きり落した。


    　血と脳のう漿しようを辺りにぶちまけながら、龍りゆう之の介すけは襲来する警官たちを次々と屠ほふっていく。


    「はははははっ！」


    　気付けば己おのれの口こう腔こうから哄こう笑しようが迸ほとばしっていた。


    　胸の奥底から湧わき起こる、破壊の衝動。


    　それが満たされる瞬間、言い知れない歓喜が全身を駆け抜ける。


    　やがて我に返ったときには、辺り一帯には凄せい惨さんな光景が広がっていた。


    「な……」


    　無数の肉片。


    　かつて人だった者たちのなれの果て。その中には血を流して横たわる菊きく川かわの姿もあった。


    　警官だけではない。一般人すらもその手にかけていた。


    「ち、違う……こ、これは俺がやったんじゃない……」


    　ふらふらとよろめきながら、龍之介はガラスに手をついて首を振る。


    「っ！」


    　それはショーウィンドウで、そこに己の姿が映っていた。


    　長い髪に、濃い褐かつ色しよくの肌。瞳ひとみの色は紅あかく、背中には漆しつ黒こくの翼。そして額ひたいには黄金色の虹こう彩さいを持つ三つ目の瞳。


    「う、うあああああああああっ!?」


    　龍之介は絶叫した。


    



    



    「……っ！　……はぁ、はぁ……ここ、は……？」


    　目を覚ました龍之介は、荒い呼吸を整えながら周囲を見渡した。


    　ベッドとして使用しているソファの上。かけていたはずの毛布が床に落ち、そこで寝ていたらしいアルンの身体からだが半分埋うまっている。そのすぐ近くでは、カーテンの隙すき間まから差し込む仄ほのかな月明かりに白い体毛を照らされながら、雪男イエテイのユキオが仰あお向むけに横になっていた。


    　セレス民間騎士事務所の寮の一室だ。


    「ゆめ、か……」


    　思わず安あん堵どの吐息を零こぼした。


    　化け物へと姿を変えた自分が、人々を無差別に虐ぎやく殺さつしていく。


    　それは悪夢以外の何物でもなかった。


    　しかもそのときの衝動や感情が微かすかに胸に残っている。


    　その不快感に顔を顰しかめる。いつの間にかべっとりと掻かいてしまった汗が気持ち悪い。


    　立ち上がり、洗面所へと向かう。途中、ドアの隙すき間まから覗のぞくと、すぐ隣の寝室でルナとマリンが仲良く一つのベッドで眠っているのが見えた。


    　その瞬間、胸の奥から突き上げるような不気味な感情が迸ほとばしり、龍りゆう之の介すけは咄とつ嗟さに視線を逸そらす。


    　そして洗面所のドアを開き、鏡に映った自分の姿を見た瞬間、言葉を失った。


    「な……ん、だ……？」


    　そこには自分ではない生き物がいた。


    　まさしくそれは、先ほどの夢の中で見た姿。


    「ど、ういう……」


    　幻覚でも見ているのだろうか。あるいは何らかの魔術によって、姿を変えられてしまったのか。しかしそれなら一体、誰が何のために？


    　己おのれの身に起こった事態が俄にわかには信じられず、よろめきながら洗面所から出る。


    「……だれ……？」


    　そのとき寝室の方から、青い髪の少女が目を擦こすりながらこちらへと歩いてきた。


    　マリンが目を覚ましてしまったらしい。


    　華きや奢しやな体たい躯く。


    　少し前までずっと病院に入院していたせいで、ロクに運動ができなかった彼女は、同年代の少女たちよりも幾いくらか痩やせている。


    　この手で切り裂けば、一瞬にして肉片へと変わるだろう。


    　その光景を想像して、唇が自然と弧を描いていた。


    「……っ」


    　龍之介は頭を左右に振り、その恐ろしい思考を振り払おうとする。


    　だがそれでも収まらない。


    　湧わき起こってくるのは、先ほど夢の中でも感じた破壊衝動だった。


    「くそっ……」


    　このままここにいたらマズイ。


    　龍之介は踵きびすを返し、部屋を飛び出していた。


    　衝動を懸命に堪こらえながら暗い廊下を全力で駆け抜ける。


    　──早く誰もいない場所にっ……。


    　そして辿たどり着いたのは訓練棟だった。そのうちの一室へと逃げ込むように跳び込んだ。


    　その片隅に蹲うずくまり、必死に時が過ぎるのを待つ。


    「はぁ、はぁ、はぁ……クソッ……」


    　これもまた悪い夢で、きっとそのうち何事もない朝がやってくるはず。


    　祈るように切実に願うが、しかし一向に目が覚めることはなかった。


    　衝動がようやく収まったのは、もう明け方の頃だった。
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    「それで藤ふじ野の教官たら、わたくしに大勢の人たちが行き交う路上で、たった一人でゲリラ魔術ライブをしろと言ってきたんです。いくら特訓とは言え、さすがにそんな羞しゆう恥ちプレイは無理ですと言ったんですけど──って、七なな慧え？　……七慧っ？　わたくしの話、聞いていますっ？」


    「え？　う、うん、ちゃんと聞いてるわ。えっと、藤野さんの勝負下着を発見した三み森もりさんが、それをからかったせいで殴り飛ばされたっていう話よね？」


    「もう。全然、聞いていないではないですか。それはひとつ前の話題です！」


    　頬ほおを膨ふくらませ、ファナが憤ふん慨がいする。


    「ご、ごめんなさい。ちょっと考え事をしてて……」


    「……箸はしも全然進んでないみたいです」


    　事務所の食堂で、七慧は彼女と一いつ緒しよに食事を取っていた。


    　ファナの方はもうデザートを残すだけになっているというのに、自分の皿の上にはまだ料理の大半が残っている。


    　ファナは訝いぶかしげな顔をして訊きいてくる。


    「何かあったのですか？　何だか最近、上うわの空のことが多い気がします」


    「……」


    　その的まとを射た指摘に、思わず七慧は沈黙する。


    　なぜかここのところ原因不明の胸騒ぎがするのだ。


    　いや、理由は自分でも分かっていた。


    　つい先日、苦しめられていた封印から解放された幼おさな馴な染じみのことだ。


    　それ自体は無論、喜ばしいことなのだが──


    　先日、アドラメレクと戦ったときのこと。


    　七慧が見間違えたのではなければ、彼はあのとき……。


    　──本当にあの封印は、ただ魔力を封じていただけなの……？


    　あれはもしかすると、もっと重要なものを封印していたのではないだろうか。


    　根拠はないが、そんなふうに思えて仕方がないのだ。


    　そして彼がどこか遠くに行ってしまいそうな、そんな気がして……。


    「龍りゆう之の介すけくん……」


    　結局その後もほとんど喉のどを通らず、七慧は食事を半分も残してしまった。


    



    



    　その日の夜──


    　七なな慧えはなかなか寝付くことができず、布ふ団とんの中で何度も寝返りを打っていた。


    　すぐ隣のベッドでは、同室のファナが眠っている。


    「うぅ……教官の……鬼ぃ……」


    　少しうなされている様子なのは、何か怖い夢でも見ているせいかもしれない。


    　七慧はベッドから起き上がると、彼女を起こしてしまわないよう、足音を忍ばせて部屋を出た。少し外の空気でも吸ってこようと思ったのだ。


    「……まるで眠れる気がしないわね……明日も早いのに……」


    　小さな呟つぶやきが、夜の廊下に響ひびく。


    　今日だけではない。ここ最近、ずっと眠れない夜を過ごしていた。


    　お陰で昼間、ぼーっとしてしまうことや、気づけば居眠りしてしまっていることも多い。


    　──でも、しっかりしなくちゃ。


    　今日の昼、ファナからも心配されてしまった。


    　先輩としてあまり恥ずかしいところは見せられないと、七慧は両手でパンパンと頬ほおを叩いて自分を叱しつ咤たする。


    　と、そのときだった。廊下の先を何かが横切った気がしたのは。


    「……こんな時間に、誰？」
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    「クソ……ったく、冗談じゃねぇな……」


    　自分自身の吐き捨てた声が、静寂に響いて消える。


    　深夜。月明かりすら差し込まない真っ暗な訓練室の片隅で、龍りゆう之の介すけは一人蹲うずくまっていた。


    　夜になると湧わき起こってくる破壊衝動に、あれからほとんど毎晩のように悩まされていた。


    　幸いと言うべきか、今のところ昼間には収まっているし、あの夢の中の出来事のようなことは起こっていない。


    　だが、これからもそうなるという保証はどこにもない。


    　──これが、悪魔の血なのか……。


    　自身の腕や胴、足へと視線を落とす。どう見ても人間のそれではない。身体からだが明らかに変へん貌ぼうしていた。


    　そのときだ。


    　こんな時間にもかかわらず、訓練室の扉がゆっくりと開いた。電気を落とした室内に、かつん、という足音が響く。誰かが入ってきたのだ。


    　──マズイっ……。


    　膨ふくれ上がる破壊衝動。それを懸命に堪こらえつつ、息を殺して身を潜ひそめる。


    「誰っ？」


    　だがこちらの気配を察知されてしまったのか、いきなり鋭するどい声で誰何すいかされる。


    　直後に電気が点つき、視界が白く染まった。


    「……そこで何をしているの？」


    　押し殺したその声は、聞き慣れたものだった。


    　──七なな慧え……？


    　思わず振り返った龍りゆう之の介すけは、幼おさな馴な染じみと目が合った。


    　その黒い瞳ひとみが大きく見開かれ、同時に警戒して反射的に身構える。当然だ。こんな時間に、こんな得え体たいの知れない生き物といきなり遭そう遇ぐうしてしまったのだ。


    　だが次に彼女が取った反応は、龍之介の予想を大きく覆くつがえすものだった。


    「……まさか……龍之介、くん？」


    「っ……」


    　自分の名前を呼ばれ、龍之介はびくりと肩を震わせた。


    　──俺のことが、分かるのか……？


    「……龍之介くん、なのね？」


    　どうしてこの姿から特定できたのか分からないが、安あん堵どの想いが湧わく。


    　だがそれとは裏腹に、内側からの荒波のような衝動を押さえることができなかった。


    　脳のう裏りに浮かぶ凄せい惨さんな光景。知らず唇から零こぼれる笑み。


    　気付けば龍之介は七慧に跳び掛かっていた。


    「龍之す──ッ！」


    　すぐさま雷らい媛えんを顕現させようとする七慧だったが、龍之介が彼女の身体からだに体当たりを見舞う方が僅わずかに早かった。そのまま床へと押し倒す。


    　馬乗りになり、その白く滑なめらかな首筋の肌へと爪つめを突き立てようとして──


    「クソッ！　やめろぉぉぉッ！」


    　悲痛な叫びが口こう腔こうから迸ほとばしっていた。己おのれの声が耳をつんざく。


    「がっ!?」


    　次の瞬間、七慧の全身から電撃が放たれ、炸さく裂れつ。龍之介は後方へと吹き飛ばされていた。


    　立ち上がり、己の行動に愕がく然ぜんとする。


    　──俺は彼女を殺そうとしたのか……？


    　龍之介は踵きびすを返し、地面を蹴けった。


    　もうここにはいられない。


    　大切なものを護まもりたい。


    　そう願ったはずなのに。


    　それどころか、このままではきっと自みずからの手で壊してしまう。


    　どこか遠くへ、誰もいない場所へ逃げなければならない。頭を過よぎったのは、〈赤龍山脈レツドフイン〉。あの山々のどこかに身を潜ひそめてしまえば──


    「龍りゆう之の介すけくん……っ！　待ってっ……」


    　背後からの絶叫めいた声が耳じ朶だを打った。一瞬だけ後ろ髪を引かれる想いが湧わくが、龍之介は足を止めなかった。


    　しかし訓練室を飛び出そうとしたそのとき、いきなり背中から衝撃。


    　風ふう姫きで加速した七なな慧えが、勢いそのままに跳び付いてきたのだと悟ったときにはもう、二人一いつ緒しよに床の上に転がっていた。


    「待ってって言ってるでしょ!?　お願いだからっ……」


    　なぜか涙ぐんだ彼女の声。


    「俺に近付くなっ！　このままじゃっ……お前を殺しちまうっ！」


    　龍之介は忠告し、彼女を押し退のけようとする。


    　だが彼女はこちらの腰に抱き付いたまま離れようとしない。


    　それどころか彼女は、困惑するこちらの頭に手を伸ばし、抱き締めてくる。そして「大丈夫……大丈夫だから……っ！」と繰り返した。


    　そのままの体勢で、しばらく沈黙が続く。密着した彼女の胸から伝わってくる体温。そして心臓の音が聞こえてくる。


    　不思議と衝動が退ひいていくのが感じられた。


    「……七慧……俺は……」


    「わたしは……気にしないから……たとえあなたが、何者だったとしても……わたしは……」


    「……」


    「だから、お願い……どこにも行かないで……」


    　いつの間にか衝動は収まり、心は落ち着きを取り戻していく。


    　姿も元に戻っていた。
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    「大丈夫？」


    「……ああ」


    　頷うなずくと、七慧は少し頬ほおを赤く染めて「良かった」と呟つぶやいた。


    　訓練室の壁にもたれかかるような格好で、二人は並んで座っていた。


    「俺の身体からだには悪魔の血が流れているらしいんだ」


    　龍之介はそう切り出す。


    　今まで黙っていたことを謝罪し、彼女に真実を明かすことにしたのだ。


    　祖父・早さ乙女おとめ幻げん才さいは悪魔の血を封じるため、あの封印を施ほどこしたのだということ。


    　しかしそれを解いてしまったせいで、毎晩のように破壊衝動に悩まされていること。


    　このままではいつか大勢の人を殺しかねないということ。


    　正直、甘かったと思う。


    　まさかこれほどまで我を失ってしまうものだとは思っていなかったのだ。


    　このことを話せば、彼女も分かってくれるだろう。自分がこの場所にいてはならない、危険な存在なのだということを。


    　だがすべてを聞き終えた彼女から返ってきたのは、予想外の言葉だった。


    「でも、ちゃんと半分は人の血が流れているんでしょ？」


    「っ……そ、それは……そうだろうけど……」


    　盲もう点てんだった部分を突かれ、返事に窮きゆうする龍りゆう之の介すけ。


    「それにさっきわたしを殺そうとしたとき、あなたはそれを拒こばもうとしたわ。それはあの姿になっていたとしても、心までは完全に悪魔にはなっていなかったってことじゃない」


    「……」


    「そのうちきっと、自分の意志でコントロールできるようになるはずよ」


    「そう、かな……」


    「そうよ」


    　不安気に呟つぶやくと、七なな慧えは強い口調で断言してくれた。


    　ただの気休めかもしれない。


    　それでも龍之介は、彼女の言葉に少なからず勇気づけられた。


    　だが無論、このままという訳にもいかない。ルナたちとは別の部屋を借りて、一時的にでもそこに隔離してもらう必要があるだろう。


    　そんなことを考えていると、七慧が躊躇ためらいがちに言ってくる。


    「……だ、だから、勝手にどこかに行ったりしないでよ」


    「分かってる」


    「約束よ？　護まもってくれなかったら電気椅い子すだから。十時間くらい」


    「あ、ああ……」


    　随ずい分ぶんと凄せい惨さんな罰則だ。


    　龍之介が内心で震えていると、七慧はぼそりと呟いた。


    「……あのとき、どれだけ心配したと思ってるのよ」


    「あのとき？」


    　色々あってどのときなのか分からない。


    　七慧が睨にらんでくる。


    「あなたが家から勘かん当どうされたときのことよ。……わたし、後になって急に聞かされたんだから」


    「けどあれは、俺のせいじゃねぇだろ？」


    　不満げに言う彼女に、龍りゆう之の介すけは弁明する。


    「……どうしてわたしを頼ってくれなかったのよ」


    　七なな慧えは唇を尖とがらせ、拗すねたように言った。


    　当時、七慧とは許婚いいなずけの関係だった。家から追い出されるとともに解消されることとなったのだが、彼女に助けを求めることなど、そのときの龍之介は考えもしなかったのだ。


    「それは……め、迷惑だろうと思って……」


    　そんなふうに誤ご魔ま化かすと、内心を見透かされてしまったらしく、七慧は「ほんとは頭にもなかったでしょ」と嘆息した。


    「……確かに、当時のわたしには何もできなかったもしれないけれど……でも、わたしはあなたの力になりたかった」


    「俺、確かお前を変なことに巻き込んでばかりだった気がするけどな？」


    　首を傾かしげる龍之介に、七慧は湿度の高い視線を向けてくる。


    「そうね。あなたのせいで迷子になって家に帰れなくなったり、魔獣に食べられかけたり、ヤクザのお兄さんたちに追いかけられたり……」


    「あー」


    　龍之介は遠い目をしながら過去を思い出す。


    「でも、楽しかった」


    　七慧はくすりと笑って明言した。


    「なんだ、じゃあいつもプリプリ怒ってたのは何だったんだよ？」


    「そ、そんなことなかったわよ……っ！」


    　指摘すると、慌あわてて反論してくる。それから彼女は小さく溜ため息いきを吐ついて、


    「……わたしは幼い頃からずっと訓練ばっかりだったから、あんなふうに誰かと一いつ緒しよに遊ぶ機会なんて全然なかった」


    　天あま城ぎ家は、著名な武闘派魔導教団の創始者一族だ。


    　だが現在は教団の拡大もあって幾いくつもの派は閥ばつに分裂し、もう長い間、内紛にも近い状態にあるという。


    　そんな中にあって、七慧が生まれたのは立場の弱い末端中の末端の分家。


    　だからこそ彼女の両親は、幼い頃から才能の片へん鱗りんを見せていた七慧に過か剰じようとも言える期待をかけ、そして七慧自身もその期待に応こたえようと必死になって訓練に精を出していたという。


    「でも……あるとき、どうしても越えられない壁にぶつかってしまって……」


    　それまで順調に行っていた分、上う手まくいかないことへの焦あせりや苛いら立だちが募つのる。


    　しかし訓練をすることしか知らなかった当時の彼女は、それを発散させる方法が分からなかったという。


    　それがストレスとなっての、悪循環。


    「ちょうど、そんなときだったのよ。お父さんが許婚いいなずけの話を持ってきたのは。すでに早さ乙女おとめ家の次期当主確実とまで言われていた神しん童どう。うちにとってみれば破格とも言える好条件ね。……で、どんな人かと乙女おとめ心に期待していると、やってきたのがあなただったというわけ」


    「なんか今、すげぇ残念そうに言わなかったか？」


    「どうかしら？」


    　くすりと笑って、龍りゆう之の介すけの指摘を曖あい昧まいに誤ご魔ま化かす七なな慧え。


    「それで訓練ばかりしていたわたしに、あなたは言ったわ。『なんかお前、つまんねぇやつだな』って」


    「ひでぇ奴だな」


    「あなたでしょ。しかも『この都市にはもっと面白いもんが沢たく山さんあるんだぜ？』って言って、わたしを無理やり連れ出そうとして」


    　そう言えば、そんなことを言ったような気もする。


    「それでもわたしが頑かたくなに断ったら、『じゃあ俺が勝ったら、遊びに行こうぜ』って」


    　そして龍之介が勝ってしまった。


    　同い年の相手に敗北を喫したのは、彼女にとってそれが初めてのことだったという。


    「きっとあのまま無理に訓練ばかり続けていたら、わたしはダメになっていたと思う」


    　だから感謝しているのだと、七慧は言う。


    「……そうだったのか」


    　龍之介は神妙に頷うなずく。正直、そんなことを思っていたなんて全然知らなかった。


    「だから今度こそ、わたしがあなたを助ける番よ。もっとわたしに頼ってほしい」


    　頼もしく宣言する七慧。


    「……」


    　ふと、龍之介は思う。


    　自分は久しく誰かを〝頼る〟などということをしたことがなかったな、と。


    　家を追われて以降、ずっと一人で生きてきた。貧民街に居た頃も、民間騎士コントラクターを始めたときも一人だった。


    　次第に増えていった使い魔たちにサポートされることはあれど、基本的に彼らは護まもるべき対象だ。〝頼る〟というのとは少し違う。


    「……俺に頼られるのは簡単じゃねぇぜ？」


    「何でそこで無駄に偉そうなのよ」


    　嘆息する七慧に、龍之介は内心の気恥ずかしさを隠しながら告げる。


    「頼りにしてるぜ」


    「任せて」


    　七なな慧えは笑顔で頷うなずいてくれたのだった。
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    　ファナは入り口扉の僅わずかな隙すき間まから、部屋の中をこっそり覗のぞいていた。


    　夜中に偶然目が覚め、隣のベッドに七慧がいないことに気が付いた彼女は、最近ずっと様子がおかしかったこともあり、心配になって捜しにきたのだ。


    　すると訓練棟の一室に明かりが点ついていることに気付き、ここまでやって来た。そして龍りゆう之の介すけと二人きりで話をしているのを発見してしまったのである。


    　その内容に聞き耳を立てながら、ファナは小さく呟つぶやく。


    「……これは、手て強ごわいですね」


    　羨せん望ぼうの眼まな差ざしで七慧を見つめてしまう。


    　幼おさな馴な染じみにして元許婚いいなずけ。二人の関係は、そう簡単に割り込めるようなものではない。


    「……でも……負けませんから」


    　それでもファナはそう自分に言い聞かせ、奮起する。


    　差し当たっては目前の試験で合格すること。


    「うぅ……ですが、どうやらすぐに移籍というわけにはいかなさそうです……」


    　と、肩を落としたそのときだった。


    　突然、訓練室の中から龍之介のものとも七慧のものとも違う第三者の声が聞こえてきて、ファナは咄とつ嗟さに顔を上げた。


    「おっ、見つけた見つけた。ここにいたぜ」
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    　不意に響ひびいたやけに快活な声に、龍之介と七慧は同時に跳ね起きた。


    「……誰だっ？」


    　確かに声が聞こえたというのに、姿は見えない。


    　それでもはっきりと感じる気配に、自然と空気が張り詰めていく。


    「龍之介くんっ……あそこに……っ！」


    　七慧がある方向を指し示して叫んだ。


    　訓練室内は今、半分が照明を落とした状態となっているが、その暗がりとなった半面の方だ。


    　いつの間にか、そこに複数の人影が出現していた。


    「どっから入ってきやがった……っ？」


    　龍之介は驚きよう愕がくの声を漏もらす。


    　なにせ、その人影がいる場所は、入り口とは真反対。この訓練室の入り口は一つしかない上に、その入り口扉から近い壁際に龍りゆう之の介すけたちがいたのだ。しかも現在、扉は閉まっている状態だ。もし誰かが入ってきてそこまで移動したのだとすれば、気付かないはずがない。


    　暗がりからこちらへと歩いてくる。


    　全部で四人。


    　先頭の青年が、どこか悪戯いたずら好きそうな笑みを浮かべて口を開いた。


    「よっす。第九階級魔術師ウイザードの早さ乙女おとめ龍之介で間違いねーよな？」


    　つんつんに逆立てた銀髪に、吊つり上がった目尻。だがそれとは裏腹に、表情には子供っぽい無邪気さが残る。警戒するこちらとは対照的に、やけに慣れ慣れしい口調だった。


    「……だとしたら、何なんだ？」


    　睨にらみながら問うと、青年は嬉しそうに破顔して、


    「いやー、よかったよかった。人違いだったらどうしようかと思ってさ。これで天てん元げんさんに怒られずに済みそうだ」


    　青年の口から天元という名前が出たことで、龍之介はさらに警戒を強めた。


    　陸軍大将直属の特別急襲部隊。


    「……じゃあ、この人たちがさっき話してくれた……」


    「ああ、恐らく親父に命令されて俺を捕らえにきた騎士軍の連中だろう」


    　だが事務所は堅固な壁と魔術障壁によって護まもられているはずだ。


    　一体どうやって突破してきたのか。警報すらも鳴っていない。


    「そうはさせないわ」


    　七なな慧えが雷らい媛えんを顕現させ、彼らを睨み付けた。


    「あらあら、もしかして戦うつもり？」


    　そう嘲ちよう笑しようしてきたのは、連中の一人だ。上半身は若い人間の女性だが、下半身には脚がなく、蛇じや身しんになっている。蛇人族ラミアだろう。


    「あんま騒ぎを大きくしたくはないんだ。大人しく捕まってくれねーか？」


    　青年が軽い口振りで言ってくるが、龍之介はきっぱりと断じた。


    「冗談じゃねぇ。お断りだ」


    「ま、そういうと思ってたぜ。仕方ねーな。ちょっと手荒にいかせてもらうか」


    　次の瞬間、青年の姿が掻かき消えていた。


    「──《龍りゆう爆ばく速そく》」


    　龍之介は咄とつ嗟さに右脚の踵かかとから魔力を放出させ、空中目がけて思いきり足を振り上げる。


    　激突音。


    　龍之介の足先が青年の拳こぶしを受け止めていた。


    「あれ、どういうことだよ？　魔力が封じられてるって聞いてたんだけどな？」


    　攻撃を止められてもあまり動じた様子はなく、青年は龍りゆう之の介すけの足裏を蹴けると、くるくると宙を回転しながら跳び退すさった。


    「生あい憎にく、もう封印は解いちまったよ」


    「へぇ」


    　床に着地した青年は、どこか面白そうに目を細めた。


    　先ほどまでの弛し緩かんした印象とは一変、纏まとう空気が豹ひよう変へんした。


    「……へへ、こりゃあ、わざわざ戦場をほっぽり出してきた甲か斐いがあったかもしれねーぜ」


    「また悪い癖くせが出てしまったみたいね……。まぁ、こんな時間だし、ここは防音されてるみたいだから少しくらいは大丈夫かしら」


    　青年の様子に、蛇へび女おんなが嘆息する。


    「おれは第三階級魔術師ウイザード、騎士陸軍大将直属急襲部隊の隊長、服はつ部とり大たい牙がだ！」


    　そう名乗りを上げた直後、青年──服部が足に力を込める。それだけで足元の硬い床石が、バギンッと破砕した。


    「七なな慧え、下がっていてくれ。どうやらあいつは俺との一対一を所望しているらしい」


    「だけど……」


    「うっしゃ、行くぜ！」


    　七慧が言い終わるより前に、服部は破壊した床石の破片を後方に吹き飛ばし、一瞬にして爆発的に加速していた。


    　──さっきより速い！


    　先ほどは問題なく動きを追い、対応した龍之介も内心で驚きよう愕がくした。


    　空中で身体からだを捻ひねり、服部が走行の勢いを上乗せした強烈な回し蹴りを繰り出してくる。


    　龍之介は左手に練り上げた魔力を纏い、それを受け止めた。


    「っ！」


    　だがその威力を抑え切れず、大きく吹き飛ばされてしまう。骨にまで響ひびいた衝撃に顔を顰しかめながらも、龍之介は壁に激突する寸前で側転し、足から壁に着地。


    　すでに服部は数メートル手前にまで迫ってきていた。


    　しかし《龍りゆう爆ばく速そく》により足元で魔力を炸さく裂れつさせ、龍之介は真正面から突っ込む。


    　互いの拳こぶしと拳が激突し、凄すさまじい衝撃波が一帯に吹き荒れた。


    「早さ乙女おとめ幻げん才さい流拳けん法ぽう・中伝──《多た頭とう龍りゆう撃げき衝しよう》ッ！」


    　一撃では終わらない。そこから龍之介は間髪容いれずに連撃技へと繋つなげていた。


    　だが服部もまた連撃で応じてきた。


    　攻撃の応おう酬しゆうが火花を散らした。互いに次々と繰り出す拳が、肘ひじが、足が、膝ひざが、頭が、幾いく度どもぶつかり合って、その度たびに激げき甚じんな衝撃音が鳴り渡る。


    　──《多頭龍撃衝》がすべて相そう殺さいされた……っ!?


    　内心で驚嘆する龍りゆう之の介すけだったが、相手もまた驚きの声を上げた。


    「マジで強いじゃねーか！　けど、これならどうだ！　だああああっ！」


    「おおおおっ！」


    　雄おた叫けびを上げ、互いに渾こん身しんの一撃を放つ。


    　一際強烈な激突音が轟とどろいた後、両者は相打ちで後方へと弾はじき飛んだ。


    　床を削りながら勢いを殺して制止し、龍之介は額ひたいから流れる汗を拭ぬぐいながら呟つぶやいた。


    「……身体強化魔術フイジカルエンチヤント、か」


    「その通り」


    　服はつ部とりは呆あつ気けなく肯定した。


    「ただし、そんじょそこらのそれとは訳が違うぜ。あくまで感覚だけどよ、マックスでだいたい通常時の十倍くらいの強さにはなってるんじゃねーかな？　ちなみに今のは、およそ五倍ってとこだろーな」


    　──あと倍も強化できんのかよ……。


    　さすがは第三階級魔術師ウイザードだ。しかも常に戦場に身を置いているだけあって、恐ろしく戦い慣れしている。一体どれほどの修しゆ羅ら場ばを潜くぐり抜けてきたのだろうか。


    「さぁて、じゃあ次は七倍まで試してみ……お？」


    　服部が不敵に笑って宣言しようとしたそのとき、突然、甲かん高だかい警報音が鳴り響ひびいた。


    「……どうやら侵入がバレちゃったみたいね」


    　蛇へび女おんなが眉まゆをひそめて呟く。


    「服部、お遊びはお終しまいよ。すぐにその子を捕獲してズラかるわよ」


    「おいおい、マジかよ？　まだこれからだってのに。……しゃーねぇな。じゃあ、いきなり十倍の力で行くぜっ！」


    　服部が目の色を変えた。龍之介は反射的に身構え、呼気を整えながら次の攻防に備える。


    　だがそこへ横合いから禍まが々まがしい紫色の液体が飛来。龍之介は慌あわてて後方に跳び退すさり、なんとか回避する。


    　地面にその液体が降り注いだ瞬間、じゅうっ、という音が響き、コンクリートの床が溶解してしまった。


    　ただの液体ではない。恐らくは毒液だ。


    「ちょ、なんで手を出すんだよ、マーラ!?」


    「あんた状況わかってんの？　早くしないと他の連中が加勢に来ちゃうでしょうが」


    　憤ふん慨がいする服部に、マーラと呼ばれた蛇女が呆あきれ声で窘なだめる。


    「……その……通り……」


    「っ！」


    　龍之介は背後に気配を感じ、咄とつ嗟さに振り返った。


    　自分の影。


    　そこからぬっと何者かが姿を現したのだ。


    　灰色の肌を持つ白髪の男だ。その特徴から考えて、恐らくは二級危険種に指定されている喰人族グールだろう。


    「影の中からっ!?　そうか、さっきもっ……」


    　繰り出された漆しつ黒こくのナイフを、龍りゆう之の介すけは地面を蹴けって辛かろうじて躱かわした。


    「龍之介くん！　──っ！」


    　こちらに加勢してこようとした七なな慧えだが、彼女の前に無数の影が立ち塞ふさがった。


    　人型の粘性生物スライムだ。


    「そうはさせないゲコ」


    　その粘性生物を操っていると思われるのは、最後の一人、蛙かえるの頭をした身の丈たけ三メートル近い巨漢。蛙人族フロツガーという、魔都内では珍しい亜人種だ。


    「邪魔をしないで！」


    　七慧が先頭の一体を雷らい媛えんで斬きり裂こうとしたが、刃が胴体まで食い込んだところで弾はじき返されてしまう。


    「な……っ！」


    「無駄ゲコ。おいらの粘性生物ちゃんの衝撃吸収能力は、超一級だゲコ」


    　蛙男はゲコゲコ鳴きながら自慢げに勝ち誇った。


    　四対二。


    　しかも相手は、いずれも高位の、しかも戦闘に長たけた魔術師ウイザードたちだ。


    　明らかに分が悪い。


    　だがそのとき、訓練室の扉が開いて少女が駆け込んできた。


    「龍之介！　七慧！　大丈夫ですか!?　すぐに応援が来ます！」


    　ファナの声が室内に響ひびく。その余よ韻いんが終わる前にはもう、彼女の背後から紅髪の女性が凄すさまじい勢いで跳び込んできた。


    「テメェが侵入者かッ！　オラァッ！」


    　裂れつ帛ぱくの声とともに早速服はつ部とりに躍おどり掛かったセレスは、火炎を纏まとう大剣を豪快に一いつ閃せん。服部は「うおっ!?」とびっくりしながら素早く後退し、それをぎりぎり回避する。


    「チッ……意外といい反応するじゃねェか」


    　犬歯を剥むき出し、セレスが四人の闖ちん入にゆう者しやたちを睨にらみ付けた。


    「その赤い髪に今のすげぇ斬ざん撃げき……〈紅炎ノ女帝プロミネンスクイーン〉の来くる栖すセレスティーナじゃんっ！」


    　服部がなぜか嬉しそうに叫ぶ。


    「久しぶりですね、服部」


    　さらに姿を現したのは、白髪の老ろう婆ばだ。セレス民間騎士事務所の副所長、第三階級魔術師の東とう堂どうちなだった。


    「げ、東堂のバーサンっ……」


    　セレスのときの反応とは大きく異なり、服はつ部とりは頬ほおを引き攣つらせて後ずさる。


    「相変わらず落ち着きがないですね。もしかして、あれからまるで成長していないのではないですか？」


    「いや、そんなことはねーだろ？　バーサンが退任したのはおれが二年目のときだろ？　あれからもう五年以上は経たつぜ？　それよりバーサンこそ変わってねーな？　まぁちょっと皺しわが増えたみたいだけどよ」


    「……その減らず口も相変わらずですね」


    　どうやら二人は旧知の間柄らしい。そう言えば東堂はかつて陸軍の高級将校だったと七なな慧えが言っていたなと、龍りゆう之の介すけは思い出す。


    「どうやって侵入しやがった、テメェら？　ファナが知らせに来るまで、警報すら鳴ってなかったじゃねェか」


    「……一人、私の知らないメンバーがいます。恐らくは彼の魔術でしょう」


    　セレスの疑問に応こたえつつ、東堂は喰人族グールの男へと視線を向ける。


    　さらにそこへ、他の所員たちも駆けつけてきた。


    「……面倒なことになったわね。他は良いとしても、来くる栖すセレスティーナに、東堂元少将、この二人は別格よ。それに捕ほ縛ばく対象も力を取り戻しているみたいだし……。服部、あんた一体どうするつもりよ？」


    　蛇へび女おんなが責めるような口調で問う。


    　しかし服部は嬉き々きとした顔で即答した。


    「決まってるじゃねーか。任務続行だ！　こんなに楽しい相手と戦わないなんて、どう考えても勿もつ体たいねーだろ？」


    「……はぁ、この戦闘狂が」


    「ただし、バーサンはお前に任せるぜ」
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    　右足の甲から魔力を放出し、空間ごと切り裂くような強烈な踵かかと落とし。それは服部に半身で躱かわされてしまうが、そこからさらに踵から魔力を放出して足を跳ね上げた。


    　服部が咄とつ嗟さに両腕を交差してガード。龍之介は構わずその上から蹴けりを叩き込む。


    　吹き飛んだ服部は空中で身を転じ、尖せん塔とうの壁に脚部をめり込ませながら着地。次の瞬間、コンクリートを破砕させ、弾丸のごとき速度でこちらへ飛来してくる。


    「《龍りゆう咆ほう破は》ッ！」


    「おらぁッ！」


    　龍りゆう之の介すけが撃ち放った衝撃破の龍を、服はつ部とりは気迫の一声とともに拳こぶしで粉砕。さらに間髪容れずに龍之介は《龍りゆう咆ほう破は》を連射するが、そのすべてが弾はじき飛ばされてしまう。


    「そいつはおれには効かねーぜ!?」


    「なら、これはどうだ！　早さ乙女おとめ幻げん才さい流拳けん法ぽう・奥おう伝でん──《天てん昇しよう龍りゆう撃げき滅めつ》ッ！」


    　突き上げた拳に応じ、《龍咆破》を遥はるかに凌しのぐ威力の衝撃波が天へと駆け昇る。


    「おおおおおおおおおっ！」


    　服部が雄おた叫けびを張り上げ、両手をがっちりと組み合わせた。それを大だい上じよう段だんから豪快に振り下ろし、迫りくる龍の鼻頭へと叩き付ける。


    　龍の頭部が弾け飛んだ。


    「どうだ！　って、ぐおっ!?」


    　だがしぶとく残った龍の下半身が服部を呑のみ込んだ。


    　遥か高くまで跳ね上げられた服部は、錐きり揉もみりしながら勢いよく地面に落下してくる。しかし激突の寸前で身を捻ひねり、二本脚で着地した。


    「……出で鱈たら目めな打たれ強さだな」


    　龍之介は思わず感嘆の声を漏もらす。


    　服部はその瞳ひとみを爛らん々らんと輝かがやかせていた。


    「いいぜいいぜっ！　さすがは天てん元げんさんの息子だなぁ！」


    「ったく……楽しそうにしやがって」


    　呆あきれ口調で零こぼしながらも、しかし龍之介自身、状況を忘れていつの間にか戦いだけに没頭していた。


    　久しぶりに全力で戦える快感が精神を高揚させているのだ。


    　二人は訓練棟を飛び出して、中庭で対たい峙じしていた。


    「な、なんだこれは……？」「本当に人間同士の戦いなのか……？」「あっちの銀髪は陸軍の大佐らしいぞっ……」


    　超人じみた次元の戦いに割って入ることができず、それを固かた唾ずを呑んで見守るセレス民間騎士事務所の所員たち。


    　深夜に始まった戦闘はいつの間にか長丁場となっており、すでに空が白み始めていた。


    　そのとき龍之介の視界の端に、交錯する二つの影が過よぎった。


    　紅と漆しつ黒こくの閃ひらめきが幾いく度どもぶつかり合い、暴風さながらの戦闘を繰り広げている。


    「ハッ、やるじゃねェか！」


    「……お前……こそ……」


    　セレスと喰人族グールの男だ。


    　息もつかせぬ速度で切り結ぶ両者。


    　だが小回りの利きく喰人族グールのナイフに対し、セレスは大剣。にもかかわらず剣速は互角だ。一方、一撃の重さではセレスが勝る。


    　その差が徐々に表れてきているのか、喰人族は影から影へと移動することで何とかセレスを翻ほん弄ろうしようとしているものの、戦況はセレス優勢へと傾きつつあった。


    「……さすが……〈紅炎ノ女帝プロミネンスクイーン〉……」


    「ハッ、テメェのような若造がオレとやり合うなんざ、千年早ェんだよ！」


    　一方で、東とう堂どうは蛇人族ラミアの女と戦っていた。


    　蛇へび女おんなが撃ち出す猛毒の液体。それを氷の盾たてで防ぎながら、東堂は地面を疾しつ走そうして蛇女へ迫る。


    　東堂の手には蒼あおい短剣。月明かりを照らして煌きらめくそれは、どうやら氷でできているようだ。


    　彼女は七十過ぎという年齢を感じさせない機敏な動きで蛇女の懐ふところに飛び込むと、その短剣を鋭するどく一いつ閃せんした。


    　しかしそれを蛇女は鎚つち矛ほこの打撃部で受け止め、即座に柄つかの部分を回転させて反撃する。


    　東堂は上体を反そらしてそれを躱かわし、間髪容いれずに次の一撃へ。


    　腹部へと迫る東堂の斬ざん閃せん。小回りの利かない蛇女の鎚矛は間に合わない。


    　だがその寸前、横合いから飛来した蛇の尾が小柄な老婆を叩き飛ばした。


    　受け身を取って起き上がりながら、東堂は言う。


    「上出来です、マーラ。あなたは敵に接近されると脆もろさを露ろ呈ていすることが多々ありましたが、どうやらだいぶ克服したようですね」


    「……それはどうも。しかしあんたはそろそろ引退した方がいいんじゃない？　現役時代からすると怖さがなくなってきてるわ」


    「確かに最近、体力の衰おとろえを感じることが多々ありますね。もしここであなたに負ければ、少し考えてみても良いかもしれません」


    　蛇女の挑発に東堂はあっさりと返す。言葉とは裏腹に呼吸はほとんど乱れていない。


    「……まったく、だからこうならないうちに終わらせたかったのよ」


    　嘆息する蛇女の方は、明らかに焦しよう燥そうを感じさせる声音だった。


    　その二人の頭上を横切るように、鋭い閃光が走った。


    　白の鱗うろこを月光に照らしだされながら、美しいドラゴンが中庭に屹きつ立りつしていた。


    　ルナだ。


    　警報を聞いて起きてきたのだろう。竜化した彼女は、いつの間にか蛙人族フロツガーの巨漢と交戦していた。


    「まさかドラゴンを飼っているなんて思わなかったゲコ！」


    　粘性生物スライムたちをルナの閃光で吹き飛ばされた蛙かえる男おとこがそう喉のどを鳴らし、新たな粘性生物を作り出そうとする。


    　だがそれより前に、七なな慧えが斬きり込んでいった。


    「ハァァァァッ！」


    「っと!?　お前、本当に第五階級ゲコ!?」


    　蛙かえる男おとこは驚きよう愕がくしながら、幅広の巨大な短剣で七なな慧えの攻撃を辛からくも防ぐ。


    　二人掛かりではあるものの、彼女たちは連係することで、騎士軍の精鋭を相手に互角以上の戦いを見せていた。


    「……さすがにこれは分が悪いわね……。服はつ部とり、そろそろ満足かしら？」


    　仲間たちが苦戦する様子を見て、蛇へび女おんなが隊長である服部に確認する。


    「仕方ねーか……」


    　服部は気落ちしたように呟つぶやいた。


    「残念だけどよ、一度作戦を練り直した上で出直すことにするぜ。だから、そんときにまたやろーぜ？」


    「いや、二度と来るんじゃねぇよ」


    　ご丁てい寧ねいにも再戦を要請してくる服部へ、龍りゆう之の介すけはそう一いつ蹴しゆうした。


    「えー、いいじゃねーかよ？」


    「敵のくせに慣れ慣れしいんだよ、あんた」


    　やけに緊張感のないやり取りだった。お陰でどうも調子が狂う。


    「ゲコォッ!?」


    　そのとき突然、七慧と刃を交えていた蛙男の悲鳴が聞こえてきた。


    　腹部から血を噴ふき出し、巨体がその場で膝ひざを突く。かなりの出血量だ。


    「おい、何かいるぜ!?」


    　叫んだのは服部だ。


    　龍之介は素早く目を走らせた。事務所の中庭を尋常ではない速度で駆け抜ける、影。


    「婆ばあさん、危ねぇ！」


    　龍之介は怒声を響ひびかせる。蛇女と対たい峙じしていた東とう堂どうにその影が迫っていた。


    「っ！」


    　閃ひらめく刃やいば。それを東堂は辛かろうじて短剣で防いだが、小柄な身体からだは大きく弾はじき飛ばされる。


    「の野郎ッ！」


    　喰人族グールを追い詰めていたセレスが咄とつ嗟さに斬きり掛かるが、その不可解な影はさらに加速した。


    　庭に生えた木々の間を信じられない速度で駆け抜け、次に狙われたのは、


    「七慧っ！　後ろだ！」


    　龍之介は地面を蹴けって彼女を助けに向かおうとするが、間に合わない。


    　激突音が轟とどろいた。


    　七慧の背後から迫った凶きよう刃じんを受け止めていたのは服部だった。


    「おいおい、一体全体何者だよ？」


    「キヒヒヒ……さすがは騎士陸軍特別急襲部隊の隊長さン、よく止めたなァ？」


    　影の正体が露あらわになる。


    　頭は金髪のモヒカンで、パンクファッション。耳や唇に無数のピアスが付いている。その手には、ブーメランのように湾わん曲きよくした二本の短刀を有していた。


    　服はつ部とりを嘲あざ笑わらうかのように、男は軽薄な笑みを唇に刻んでいる。


    「ヒャッハァ！」


    「っ！」


    　直後、モヒカン頭は服部にヘッドバットを見舞った。服部が怯ひるんだ隙すきに後退したモヒカン頭は、一瞬にして事務所の二階テラスへと跳んでいた。


    「いってぇ……何だ、今の速さは……？」


    　服部が赤くなった額ひたいを押さえながら瞠どう目もくする。モヒカン頭の動きに、あの服部ですら対処できていなかったのだ。


    「まさか……切きり場ば轆ろく轤ろ……？」


    　東とう堂どうの唖あ然ぜんとした呟つぶやきが、辺りを支配する一瞬の沈黙の中に響ひびいた。


    「久しぶりだなァ、東堂のババア」


    　蛙かえる男おとこの血で濡ぬれた刃を長い舌で舐なめ取りながら、轆轤と呼ばれたモヒカン男が嗤わらう。


    「切場轆轤？　まさか、あの……？」


    　その名に心当たりがあったのか、蛇へび女おんなが呟く。


    「かつて騎士陸軍に所属していた元大尉。……ですが、戦死に見せかけて何人もの同僚を殺していたことが発覚し、軍を追放された危険人物です」


    「確か解雇された後、数百人もの一般市民を常軌を逸した方法で殺した猟りよう奇き殺人者だったか。監獄の最さい奥おうにぶち込まれていたはずじゃなかったのかよ？」


    　東堂の説明に、セレスが疑問を呈する。


    「いえ。これは公おおやけにはされていないことですが、脱獄してその後、姿を晦くらましたと聞いています」


    「あンときは世話になったなァ、クソババア。戦場は俺様にとっちゃサイコーの環境だったのによォ？　オマエに解雇されてムシャクシャして、そのせいで何の罪もねぇ一般人を殺しまくっちまったンだぜぇ？　ヒャハハハッ！」


    　何がそんなにおかしいのか、轆轤は腹を抱えて高笑いする。東堂は訝いぶかしげに眉まゆをひそめた。


    「なぜこんなところに……」


    「聞いて驚くンじゃねぇよ？　俺様はな、とある偉大なるお方の配下にしていただいたンだよォ！」


    　轆轤が両腕を大きく広げ、歓喜の顔で宣言する。


    「配下だと……？　テメェ、まさか……」


    　その言葉に何かを察したのか、セレスが鋭するどく眉まゆ根ねを寄せた。


    　そのとき龍りゆう之の介すけは轆ろく轤ろの背後に二つの人影を発見し、声を張り上げた。


    「おい、他にも誰かいるぞ！」


    　テラスの奥から、その二つの人影が歩み出てくる。


    　一人は不気味な仮面を付けているため容よう貌ぼうは分からない。もう一人は──


    　その容貌に、その場にいた誰もが息を呑のんだ。


    　神話の美神を顕現させたかのような美しい男だった。


    　すらりとした長身。月光を反射して煌きらめく白はつ金きんの髪に、女と見み紛まがうほどの端正な顔立ち。その美貌に薄く化粧を施ほどこしており、それがどこか妖よう艶えんさを醸かもし出していた。


    　誰しもが言葉を失い、男の存在に圧倒される中、


    「ゲオルク、テメェッッッ！」


    　突然、セレスが大声を轟とどろかせ、弾はじかれたように地面を蹴けっていた。


    　壁を蹴り上がってテラスへと躍おどり出ると、一瞬にして男に肉薄。そして凄すさまじい炎を纏まとった大剣を情け容よう赦しやなく振り下ろす。


    「ッ！」


    「させねぇよ、ヒャハァ！」


    　だがセレスの斬ざん撃げきを轆轤が止めていた。


    「がっ……」


    　轆轤に蹴り飛ばされ、セレスは庭木に激突する。


    「いきなり斬きり掛かってくるなんて、野や蛮ばんだねえ。来くる栖すセレスティーナ？」


    　男がおかしそうに唇を弧に歪ゆがめ、セレスを見下ろして笑った。


    「ゲオルクッ……」


    　憎々しげに睨にらみ返すセレス。


    　しかしその視線を平然と受け流すと、男は龍之介の方を見詰めてきた。そして恍こう惚こつとしたように呟つぶやく。


    「ふふふ……僕の龍之介くん……」


    「……何者だ、あんた？」


    　まるで全身を舐なめ回されているかのような不快な視線に、龍之介は悪お寒かんを覚える。


    「……都議会最高議長ゲオルク＝ファウストゥス……この世界に僅わずか四人しかいない、第一階級魔術師ウイザードの魔導王バンデイツト、とされている男です」


    　龍之介の問いに答えたのは東とう堂どうだった。


    「だ、第一階級っ!?」


    　それはまさしく、五千万人もの魔術師たちのトップに君臨する存在。


    「そんな奴が何でこんなところに？」


    「君を貰もらいにきたんだ」


    　男──ゲオルクは熱っぽい視線を龍りゆう之の介すけに向けながら、声高らかに告げた。


    「そんな野や蛮ばんな騎士軍の連中などに君を渡しはしない。なぜなら君は、他の誰のものでもない、僕のものだから」


    「な……」


    　龍之介は更なる悪お寒かんを覚えて絶句する。


    「何なのよ、あなた……っ！」


    　七なな慧えが声を割り込ませ、相手を威い嚇かくするように雷らい媛えんの切っ先を向けた。


    　途端、ゲオルクの瞳ひとみが凍いてつくような冷たさを帯びる。


    「何だい君は？　いま僕は、彼と話をしているところなんだ」


    「そんなこと知らないわよ！」


    「……だから女は嫌いなんだ。目め障ざわりだよ、消えてくれ。醜みにくい害虫め」


    　ゲオルクは七慧を激しく貶けなすと、己おのれの配下に命じた。


    「轆ろく轤ろ」


    「あの女、殺していいンすね？　ヒャッハァ！　良い声で哭なき喚わめけよォ！」


    　テラスから飛翔し、轆轤は重力を無視した速度で落下。


    「なっ……」
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    　その現象に言葉を失う七なな慧えへ、いつも冷静な東とう堂どうが焦しよう燥そうを感じさせる声で注意を促す。


    「天あま城ぎさん、気を付けなさい！　奴が得意とする《遅滞時間スロウダウン》は周囲の時間を遅くすることができるという厄やつ介かいな魔術です！」


    「わ、分かりまし──っ!?」


    　応じる七慧だが、しかし轆ろく轤ろが急激に加速。次の瞬間にはもう彼女のすぐ目の前にまで迫っていた。


    　だが彼女を護まもるように、幾いくつもの人影が突とつ如じよとして出現する。


    　人型の粘性生物スライム。


    　それぞれが意志を持ったかのように独自の動きをしながら、一斉に轆轤に襲い掛かる。


    「女の子を殺すのはだめゲコ。あと、さっきのお返しゲコ。痛かったゲコ」


    　先ほど轆轤に腹部を切り裂かれた蛙かえる男おとこだ。だが傷口は粘液で完全に塞ふさがれている。


    　粘性生物を操りつつ、さらに自みずからも粘性の高い液体を吐き出して轆轤を攻撃する蛙男。


    「邪魔なンだよ、デブがッ！　ならオマエからブッ殺してやらァ！　ヒャハハッ！」


    　轆轤が標的を変える。


    　迫りくる粘性生物の間を目にも留まらぬ速度ですり抜け、蛙男に躍おどり掛かった。


    　しかしそこへ、服はつ部とりが割り込む。轆轤の頭部目がけて繰り出される回し蹴げり。


    「おれも借りがあるんだぜ？」


    「ヒヒヒ、オマエも自殺希望者みてぇだなァ？」


    　服部の攻撃を素早く身を翻ひるがえして躱かわした轆轤は、そう嘲あざけるように挑発する。


    　さらにその轆轤目がけて、毒の液体が降り注いだ。


    「……一体どういう状況なのか理解に苦しむけれど、とりあえずあんたたちが味方ではないということだけは分かったわ」


    　蛇へび女おんなが牙きばを剥むいて服部たちに加勢。さらに喰人族グールの男もそこに加わった。


    「ヒャッハー、いいぜオマエら全員、まとめて俺様が相手をしてやンよォ！」


    　轆轤と軍人たちの間で激しい交戦が巻き起こる。


    　しかし龍りゆう之の介すけたちと長時間やり合った疲労のせいか、轆轤一人を相手にあの高位魔術師ウイザードたちが四人がかりでも戦いあぐねていた。


    　轆轤の魔術は《倍速時間アクセルタイム》と同種のものだ。だが、任意に減速のレベルを調整することができるらしい。それにより生まれる緩急を交えた動きに、服部たちが翻ほん弄ろうされていた。


    「……一体どうなってんだよ、クソッ」


    　どうやらあのゲオルクという男と服部たちは、別々に龍之介を狙っているらしい。おかしな三つ巴どもえの渦中に置かれた龍之介は、がしがしと頭を掻かいた。


    「ゲオルクッ！」


    　服部たちが轆轤に応戦しているその隙すきに、セレスが再びゲオルクに攻撃を仕掛けていた。


    　今度は仮面を付けた謎なぞの人物が前に出た。


    　膨ぼう大だいな火炎を纏まとって振り下ろされるセレスの大剣。それを前に、その人物はおもむろに右腕を後方に引いて──


    　バンッ、という炸さく裂れつ音おんとともに、拳こぶしが凄すさまじい速度で打ち出された。


    　セレスの渾こん身しんの一撃と激突し、あろうことか跳ね返してしまう。


    　その見覚えのある技に、龍りゆう之の介すけは我が目を疑った。


    「どういうことだっ？　今のは《龍りゆう爆ばく速そく》じゃねぇかよっ!?」


    　身体からだの特定部位から魔力を放出させ、強力な推進力とする。攻撃と機動の両面において効力を発揮する応用度の高いその技は、まさしく早さ乙女おとめ幻げん才さい流拳けん法ぽうの《龍爆速》だった。


    　今の激突がよほどの衝撃を生んだのだろう。発生した風圧でその人物の仮面が吹き飛んだ。


    　顎あご髭ひげを生やした白髪の老人だった。年齢は八十に届こうかというほどだが、鍛きたえ上げられた肉体はまるで衰おとろえを感じさせない。そして威厳のある眼光は、まさに歴戦の強つわ者もののそれ。


    「な……嘘うそだろ……？」


    　その懐なつかしい容姿に、龍之介は思わず喉のど奥おくから震える声を漏もらしていた。


    「何でてめぇがここにいやがんだよっ……ジジイ!?」


    　それは龍之介の祖そ父ふにして、騎士陸軍の英雄・早乙女幻才だった。


    「龍之介くんの、お祖じ父い様……？」


    「りゅーのすけにちょっと似てるぞ!?」


    　七なな慧えが驚いたように目を瞠みはり、いつの間にか人間の姿に戻っていたルナが仰ぎよう天てんのポーズで叫んだ。


    「ジジイ！　てめぇ、今まで何してやがったんだよ!?」


    　龍之介は声を張り上げ、幻才を怒鳴りつける。


    　だが当の幻才は珍しいものでも見たような顔をして、


    「初対面でいきなりジジイ呼ばわりとはのう」


    　その反応に龍之介は戸惑った。


    「おい、初対面だと……？　ジジイ、俺のことが分からねぇのかよ!?」


    「知らぬ」


    「な……」


    　きっぱりと断言されて、龍之介は継ぎ句を失う。


    「ゲオルク様。あやつが目的の？」


    「そうだよ、幻才」


    「まだ小こ童わつぱにしか見えぬが……」


    「ふふふ、確かに君から見ればそうかもしれないねえ」


    　幻才とゲオルクが交わすどこか親しげな会話を忌いま々いましげに睨にらみながら、セレスが怒鳴った。


    「《精神支配マインドハツク》……そいつがあのクソッたれの能力だ！　あいつはそうやって、自分の思い通りに人を隷れい属ぞくしてやがるんだよッ！」


    「隷属、だと……？」


    「早さ乙女おとめ幻げん才さいもまたあの男に操られているのです。しかも彼の場合、恐らくはそのために都合の悪い過去の記憶を抹まつ消しようされてしまっているのでしょう」


    　事情を呑のみ込めずにいる龍りゆう之の介すけへ、東とう堂どうがそう補足する。


    「じゃあ、あいつが今までずっと姿を見せなかったのは……」


    　龍之介は驚きよう愕がくを通り越して愕然とした。


    　──まさか、あの不気味な男の手下になっていたからだってのか？　あの鬼神めいた強さのジジイが……？


    「……だがな、こいつはむしろ都合がいい。普段は魔ま天てん楼ろうの最上階に隠れてやがる奴が、わざわざここまで出向いてくれやがったんだからな。奴をここでぶっ殺してやる……ッ！」


    　セレスが犬歯を剥むき出しにして咆ほえた。その憤いきどおりを表すように、全身から火花が飛び散って虚こ空くうを躍おどる。


    「東堂、龍之介、力を貸しやがれッ！」


    「はい」


    「……わ、分かった！」


    　三み度たび突撃を敢行するセレスに続いて、龍之介と東堂も地面を蹴けった。


    　狙いは幻才の精神を操っているという、ゲオルク。


    　しかしそのためには、立ちはだかる幻才を打ち倒すしかない。


    　距離があっても分かる、圧倒的な魔力量。


    　──こいつは間違いなく、あのジジイだ！


    　早乙女幻才は、己おのれが考案した最強の魔導拳けん法ぽうを教えてくれた師匠でもある。


    　だからこそ龍之介は、その強さを誰よりもよく知っていた。


    「《劫ごう火か灰かい塵じん》ッ！」


    「《双そう龍りゆう爆ばく速そく》」


    　上空から落雷のごとく振り下ろされたセレスの炎えん斬ざんに対し、幻才は両りよう肘ひじから同時に魔力を放出。両の掌てのひらを合わせた強烈な掌しよう底ていが、セレスの剣を受け止め、さらには弾はじき返した。


    　だがセレスは、その弾かれた際の勢いをも味方にして空中で回転。その遠心の威力を上乗せした高速の二撃目を繰り出す。


    　しかし幻才はその動きを完璧に見切っていた。膝ひざを曲げてその場に深く沈み込んで躱かわすと、立ち上がりながら拳こぶしを突き上げる。


    「《天てん昇しよう龍りゆう撃げき滅めつ》」


    「がァッ！」


    　凄すさまじい衝撃波が天へと駆け昇り、セレスがそれに巻き込まれて夜明け前の空へと打ち上げられた。


    「《絶対零度アブソリユート・ゼロ》！」


    　そのとき東とう堂どうの魔術が発動し、幻げん才さいの周囲の温度が一瞬にして急激に低下。セレスに対して大技を放った直後の幻才は、すぐに動くことができない。


    　幻才の身体からだが氷結する──


    「《爆ばく龍りゆう裂れつ》」


    　刹せつ那な、幻才の全身から全方位へと凄まじい魔力波が爆裂した。


    　極ごく低温の空気が瞬時に吹き飛ばされ、氷結が防がれる。さらには魔力の爆発に巻き込まれた東堂まで吹き飛ばされ、事務所の防壁に強したたかに叩き付けられた。


    　その間に、龍りゆう之の介すけは死角から幻才へと迫っていた。


    　──こいつ相手に手加減はできねぇっ！


    　己の右拳こぶしに全身から掻かき集めた膨ぼう大だいな魔力を収束、渾こん身しんの一撃をお見舞いせんとする。


    　しかしその寸前、幻才がこちらを振り向いた。


    「早さ乙女おとめ幻才流拳けん法ぽう・奥おう伝でん──《壊かい砕さい龍りゆう轟ごう拳けん》ッ！」


    「《壊砕龍轟拳》」


    　拳と拳の激突に、破壊的な轟ごう音おんが撒まき散らされる。


    　その余波が暴風と化して一帯に吹き荒れ、離れて戦いの行方を見守っていた騎士たちの何人かが宙を舞った。


    　奇くしくも両者ともに繰り出したのは、同じ技。


    　だが押し負けたのは龍之介の方だった。


    　弾はじき飛ばされ、テラスの欄らん干かんを破壊して地面に落下する。


    「……どういうことだっ……いくらあのジジイとは言え、ここまで圧倒されるはずが……」


    　狼狽うろたえる龍之介だったが、一方で幻才もまた驚きよう愕がくしていた。


    「ワシと同じ技を……？」


    　どうやら記憶を消された彼には、龍之介が自分自身と同じ早乙女幻才流拳法を使ったことが信じられないらしい。


    「なぜお主は……」


    　その瞳ひとみに、明らかな動揺の色が浮かぶ。


    「幻才、早く彼を捕まえてほしいなあ？」


    　しかし幻才の思考を中断するように、ゲオルクがおねだりするような声を割り込ませた。


    「……承知した」


    　恭うやうやしく応じた幻才が、初めて足を前へと踏み出す。


    　信じられないことに、龍之介たち三人を同時に相手にしておきながら、今の今までその場から一歩たりとも動いていなかったのだ。


    　テラスから無造作に跳び、龍りゆう之の介すけの目の前へと降りてくる。


    「このクソジジイっ！　目を覚ましやがれ！」


    　挑みかかる龍之介だが、《龍りゆう爆ばく速そく》により加速した右の拳こぶしは易やす々やすと躱かわされ、逆に幻げん才さいの指先が龍之介の腹部を打つ。


    「が……」


    　全身を襲った激痛に、龍之介は意識が朦もう朧ろうとして地面に倒れ込んだ。


    　立ち上がれない。それどころか魔力を練ることすらできない。


    　経けい絡らくの中心となる秘ひ孔こうを突かれ、魔力の流れを強引に堰せき止められてしまったのだ。


    「く……そ……」


    　そのまま幻才に腕を掴つかまれ、その背中に米俵のように抱えられた。振り解ほどけない。それどころか、今にも飛びそうになる意識を必死に繋つなぎ止めるだけで精一杯だった。


    「さすがだよ、幻才」


    　幻才がテラスの上まで跳び上がると、ゲオルクが満足げに頷うなずいた。服はつ部とりたちと交戦していたはずの轆ろく轤ろも、いつの間にかゲオルクの傍そばへと戻っている。


    「ま、待ちなさい！」


    　退散しようとするゲオルクたちへ、七なな慧えが跳び掛かった。しかし雷らい媛えんの切っ先を幻才に掴まれ、そのまま投げ飛ばされてしまう。


    「りゅーのすけをどこに連れてくんだっ！」


    　さらにルナが閃せん光こうを吐き出して阻そ止ししようとするが、それも幻才の拳一つで跳ね返されてしまった。


    　直後、幻才が拳をテラスの床に叩き付けた。


    　轟ごう音おんが弾はじけ、破砕されたコンクリートの粉ふん塵じんが一帯を覆おおい尽くす。視界が真っ白に染まり、ゲオルクたちの姿を隠した。


    「くそっ、逃がすな！」「どこに行った!?」「……上だ！」「早く追え！」


    　身体からだに加速の重みが加わる。幻才が自分の身体を抱えたまま跳躍したのだろう。


    「龍之介くん！　龍之介くん……っ！」


    　悲鳴じみた七慧の声が、次第に遠ざかっていく。


    　それに応こたえることもできず、龍之介は幻才の肩の上で意識を失った。
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    「ここは……？」


    　瞼まぶたを開けると、そこは見知らぬ場所だった。


    　絢けん爛らんな部屋だ。一目見て高価と知れる家具や調度品ばかり置かれており、その広さはちょっとした訓練室ほどもある。


    　壁の一面はガラス張りになっていた。蒼あおい空が見えるが、雲がやけに近い。随ずい分ぶんと標高の高いところにいるようだ。


    　龍りゆう之の介すけは床に固定された豪ごう奢しやな椅い子すに座らされ、両手足を拘束されていた。当然ながら魔力も封じられている。


    　気絶する前、ゲオルクという名の不気味な男に連れ去られたことを思い出す。


    　この魔都の頂点に君臨する、魔導王バンデイツト。


    　だとすれば、恐らくここは魔ま天てん楼ろう内部のどこかだろう。


    「ふン、目が覚めたか」


    　そのときすぐ近くのソファに身を埋うずめていたモヒカン頭の男が、唇に嘲あざけりに近い笑みを浮かべながら立ち上がった。


    　──こいつ、確か切きり場ば轆ろく轤ろと言ったか……。


    　元騎士陸軍所属の、凶悪犯罪者。


    「ここはゲオルク様の居室だ。もっとも何部屋もある内の一つだけどなァ」


    　轆轤はこちらへ近付いてくると、何がおかしいのか、ヒヒッ、と喉のどを鳴らして笑う。


    「何がゲオルク様だ。あのクソ野郎の犬になってそんなに嬉しいのか？　見たところ、あんたそういう玉じゃねぇだろ？」


    　龍之介は吐き捨てる。


    　その途端、轆轤の目が物騒極まりない光を帯びた。


    「……っ！」


    　刹せつ那な、いつの間に取り出したのか、こちらの喉首にナイフが突きつけられていた。


    「あんま調子こくンじゃねぇぞ？　俺様はな、ムカつく野郎の生暖かい返り血を浴びたその瞬間に、昇天しちまいそうなほどの快感を覚えるっつー性癖でよォ。しかし最近ちぃとご無ぶ沙さ汰たなんだよなァ」


    　それがただの脅おどしではないと察して、龍之介は全身を強こわ張ばらせた。


    　轆轤の澱よどんだ瞳ひとみの色は、紛まぎれもない快楽殺人鬼のそれ。


    　恐らく彼は虫を踏み殺すような気軽さで、大勢の人を殺してきたのだろう。


    　と、そのときだ。


    「ふふふ、あまり彼を怖がらせてはいけないねえ、轆ろく轤ろ」


    「ゲオルク様っ」


    　背後からの声に、轆轤が機敏に反応した。


    「も、申し訳ないっス……」


    　モヒカン頭を下げ、即座に謝罪する轆轤。


    　──これが《精神支配マインドハツク》……。


    　狂犬のような轆轤が、まるで飼い慣らされたペットのように従順にゲオルクに従っている。


    　その力の恐ろしさを改めて痛感し、龍りゆう之の介すけはごくりと唾だ液えきを呑のみ込んだ。


    　ゲオルクがこちらへ近付いてくる。何をするつもりなのかと身構える龍之介の顎あごに手を添えると、ゆっくりと持ち上げた。拘束されている以上、成す術すべがない。


    　満足そうな微笑を浮かべたゲオルクに、至近距離から見詰められる。


    　一切の瑕か疵しのない、完璧すぎる美び貌ぼうだ。


    　しかしそれがゆえに、何か途と轍てつもない違和感を覚えてしまう。


    　龍之介の頬ほおを細い指先で撫なでながら、ゲオルクは呟つぶやいた。


    「──〝魔界の落らく胤いん〟」


    「っ！」


    「ずっと求めていたんだ、その力をねえ」


    　予想していたことではあるが、やはりゲオルクの目的は龍之介の中に眠る悪魔の血らしい。


    「僕はこれまでに沢たく山さんの有能な人材を集め、配下に置いてきた。けれど、君は別格だよ。君の中に眠るその強大な力さえあれば、もはや怖いものなどない。いずれ他の第一階級たちや〈大江戸帝国〉、それに〈倭やまと皇こう国こく〉さえも僕のものにできるだろう」


    「……だから俺をさらったのか」


    　睨にらみ付ける龍之介だが、しかしゲオルクは「だけどそれが一番の理由じゃない」と首を振った。そして、まるで熱に浮かされたような顔をして告げる。


    「僕が君を愛しているからだよ」


    　全身が総毛立った。


    「……俺は絶対にてめぇの思い通りにはならねぇ」


    「ふふふ。みんな最初はそう言うんだ。でもね、だんだんと僕のことが好きになってくる」


    　不敵に笑うゲオルクの瞳ひとみが、怪しく光った。


    「っ！」


    　咄とつ嗟さに視線を背そむけようとするも、目を逸そらすことができない。それどころか、瞬まばたきすることすらもできなかった。


    「このまま嫌がる君に、無理やりイケナイコトをするのもそそられるよねえ。だけど、僕はそんな乱暴なことはやりたくないんだ。物事には順序というものがある。ソウイウコトはね、お互い愛し合ってからするべきだと思うんだ」


    「こ、こんなことして、何が順序だッ……」


    　必死に抗あらがおうとする龍りゆう之の介すけだが、強烈な頭痛に襲われて顔を歪ゆがめる。


    　頭が割れそうだ。耐え難がたい痛みに身を捩よじり、全身から汗が吹き出す。


    　やがてゲオルクの目の輝かがやきが収まり、その途端に頭痛から解放された。


    「く……そ……」


    　椅い子すの上でぐったりとする龍之介を見下ろし、ゲオルクは呟つぶやく。


    「君も簡単には支配できなさそうだねえ。そう言えば、幻げん才さいのときも大変だったよ。あのときはまず、彼の記憶を消去することから始めなければならなかったし……今回もその必要があるかもしれないねえ」


    「……ジジイも……こう、やって……」


    「まぁでも、焦あせる必要はない。……廃人になってしまっては勿もつ体たいないしねえ」


    　そうぶつぶつと独りごちながら、ゲオルクが踵きびすを返す。


    「……おや？」


    　と、そこで彼は何かに気付いたように立ち止まった。


    　轆ろく轤ろが忌いま々いましげな顔で龍之介を睨にらんでいたのだ。


    「妬やいているんだねえ、轆轤？」


    「べ、別にそんなわけではねぇっス……」


    　視線を逸そらし、轆轤はどこか拗すねたように言う。


    「嘘うそはいけないねえ、嘘は」


    　そんな彼の元へ、ゲオルクはおもむろに近付いて行ったかと思うと、


    　──げっ……マジかよ、こいつら……。


    　轆轤の唇に自みずからの唇を押し当てていた。


    「かわいいね。僕は君のそういうところが好きだよ」


    　少し唇を離し、鼻と鼻がくっ付きそうな距離で轆轤を見詰めながら、ゲオルクが微ほほ笑えむ。


    「ゲオルク様……」


    　轆轤がまるで王子様に告白された乙女おとめのように目を輝かせる。


    　再びゲオルクはその唇を奪った。今度はもっと濃厚な口づけだ。舌と舌が絡からみ合い、水気を含んだ音がこちらまで聞こえてくる。


    「……他でやれよ、クソ」


    　ようやくその行為が終わると、轆轤は恍こう惚こつとした顔でその場に膝ひざを折った。瞳ひとみからは涙が垂れていた。


    　唇に付着した唾だ液えきを舌でぺろりと丹念に舐なめ取ってから、ゲオルクはこちらへと流し目を送ってくる。


    「君の心も少しずつ僕のものになっていくよ。楽しみにしている、ふふふ」


    　ゲオルクが部屋の外へと出ていった後も、全身の悪お寒かんはなかなか収まらなかった。


    「マジで勘弁してくれ……」
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    　ゲオルクは龍りゆう之の介すけを拘束している部屋を後にすると、とある場所へと足を向けた。


    　魔ま天てん楼ろうは全部で計百八十の階層から成る。


    　そのうち議員や職員たちが出入りできるのが、議事堂のある百五十階まで。


    　そこから上はすべてゲオルクの私邸であり、その許可なくして立ち入ることはできないようになっていた。


    　普段そのゲオルクの私邸にいるのは、彼の子飼いの配下たちだけだ。ちなみにゲオルクの個人的な嗜し好こうにより、全員が男である。


    　やがてゲオルクが辿たどり着いたのは、その私邸の中でも辺境とも言うべき場所にある一室。ここには彼以外は誰も立ち入ることが許されていなかった。


    　壁に設置されたボタンを押すと、入り口が自動で開いた。


    　そこには大きな檻おりがあり、中に一人の男が閉じ込められていた。


    　彼はゲオルクの姿を認めるなり、唾液を散らして叫んだ。


    「ゲオルク様っ、ゲオルク様ぁぁぁっ」


    　鉄格子があるにもかかわらず勢いよく駆け寄ってきて、案の定、思いきり格子に激突して後ろへとひっくり返ってしまう。


    　それでもすぐに立ち上がり、男は鉄格子を掴つかんで叫び声を上げる。


    「ゲオルク様ぁぁぁっ！　来てくださったのですねぇぇぇっ！」


    　涙ながらに喚わめき散らすその様からは想像もできないが、彼はエルフの王族の血を受け継ぐ者──ハイエルフだった。


    　魔術の才に秀ひいでたエルフ族の中でも突出した力を有し、かつて第二階級魔術師ウイザードの位くらいにまで上り詰めた男。


    　他者を寄せ付けない孤高の魔術師としても知られ、いつしか付けられた異名は〈孤王〉。


    　しかし今、目の前にいる男にその面おも影かげはない。


    「……二十年か。持った方だねえ」


    　ゲオルクは感慨深げに微ほほ笑えむ。


    　この男を欲し、自みずからに隷れい属ぞくさせたのが二十年前のこと。


    　それから忠実に仕え続けてくれたが、しかしゲオルクの《精神支配マインドハツク》が引き起こす副作用は、最高位の魔術師ウイザードさえも壊してしまう。


    　愛する男へ、ゲオルクは最後の手た向むけを与えにきたのだ。


    「今、楽にしてあげるよ」


    　突とつ如じよ、服を突き破って、ゲオルクの腹部から不気味な脚が飛び出してきた。


    　一本だけではない。二本、三本と次々と同じ脚が──しかし人間のものとは似ても似つかないそれが生えてくる。


    「僕と一つになるんだ」


    　声音が変わり、その美しい容姿は完全に変へん貌ぼうしていた。


    「これからもずっと一いつ緒しよだよ」


    「ゲオルク様ぁぁぁっ！　あひゃあああっ！」


    　鉄格子を開けてやると、男が嬉き々きとした嬌きよう声せいを上げながら飛び出してきた。そのままこちらに抱き付いてくる。


    　ゲオルクは男の右腕を噛かみ千ち切ぎった。バキバキと骨を噛み砕く音が室内に響ひびき渡る。それでは飽き足らず、さらに左足を喰くらう。口内に血の味が広がっていく。


    　胴体に齧かじり付いて内臓を咀そ嚼しやくし、臀でん部ぶを一ひと呑のみする。


    「あはっ、あひひははっ！」


    　凄せい惨さんな食事が続けられる中、ハイエルフの男は最後まで歓喜の声で笑い続けていた。
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    「龍りゆう之の介すけくん……」


    　寮の自室で机に突っ伏していた七なな慧えは、乾いた唇から掠かすれた声を漏もらした。


    　カーテンの隙すき間まから零こぼれる朝の爽さわやかな日差し。しかしそれとは裏腹に、部屋の中は陰いん鬱うつな空気で澱よどんでいる。


    　あれから数時間が経たっていた。


    　恐らく彼が連れて行かれたのは魔ま天てん楼ろうだ。


    　第一階級の魔導王バンデイツトである、都議会最高議長ゲオルク＝ファウストゥス。


    　しかし所長の話によれば、最高議長という肩書は名ばかりで、実際には政治にほとんど関心を持たず、すべてを議員たちに任せきっているという。


    　そして自身は《精神支配》によって隷れい属ぞく化した者たちを傍かたわらに侍はべらせながら、魔天楼の上層に設しつらえられた私邸に閉じ籠こもっているそうだ。


    　恐らく龍之介も、自みずからの支配下に置くために連れ去ったのだろう。


    　あの早さ乙女おとめ幻げん才さいすらも操り人形と化していた。しかも過去の記憶を失っており、孫である龍りゆう之の介すけのことを認識することすらできなかったほど。


    　──龍之介くんもわたしのことを忘れて、あの男の言いなりになってしまうというの……？


    　そう思うと、胸の奥から言い知れない恐怖が湧わき起こってくる。


    　しかし自分に一体、何ができるというのか。


    　幻げん才さいや轆ろく轤ろに、まるで歯が立たなかった。


    　無力。


    　己おのれの弱さに打ちひしがれ、ただ徒いたずらに時間だけが過ぎていく。


    　そのとき突然、ドアが勢いよく開いた。


    「七なな慧え、こんなところにいたのですかっ？」


    　同室であるファナが、こちらを見つけて非難の声を上げる。


    　だが七慧にはそれに応こたえるだけの気力がなかった。


    　自分の腕に顔をうずめたまま、ファナの声を無視する。


    　すると、どすどすと乱暴な足音を響ひびかせて近付いてきた彼女は、すぐ背後から大声で怒鳴ってきた。


    「ここで何をしているのですかっ？」


    「……」


    　七慧は答えない。


    「何をしているのかと聞いているのです！」


    「ごめん……ファナ……今は、誰とも話したくないの……」


    　七慧はぼそぼそと自分でも情けなく思うほどの小さな声で応じた。


    「……そうですか」


    　押し殺したような声で頷うなずくファナ。それで立ち去ってくれるかと思いきや、いきなり背中へさらに大きな声が叩き付けられた。


    「あなたの龍之介への想いはその程度だったのですね!?」


    「っ……」


    　彼女の言葉に、びくりと心臓が跳ねたのが分かった。


    「よーく分かりました。でも仕方ありませんね。幼おさな馴な染じみなどと言っても、所しよ詮せんは赤の他人ですし」


    「あ、あなたにはわたしの気持ちなんて分からないでしょ！」


    　ついカッとなって、七慧は怒鳴るように言い返す。


    　それでファナは少し怯ひるんだようだったが、


    「分かりません！　ですが、龍之介への想いはわたくしの方が強いという自信はあります！」


    　そうはっきり言われ、今度は七慧の方が怯んでしまう。


    　しかしすぐに気を持ち直し、反論する。


    「じゃあ、あなたにこの状況で何かできるっていうの!?」


    　言ってから、七なな慧えは自分の発言のさもしさに気付いて自じ己こ嫌けん悪おに陥おちいりそうになった。


    　ファナはまだ見習いの身だ。


    　そんな相手にこんな言葉をぶつけるのは、ただ自分よりも力のない人間に無力さを突き付けることで、己おのれを慰なぐさめたいだけ。


    　だがファナから返ってきたのは、七慧の予想を大きく外れるものだった。


    「わたくしは、たとえ一人でも龍りゆう之の介すけを助けに行きます！」


    「っ……」


    　その言葉に、七慧はハッとした。


    　思い出したのだ。エルフの過激派組織に囚とらわれたファナを、たった一人で助けに行こうと強がった彼のことを。


    　──もし龍之介くんだったら……。


    　どうするだろう。


    　決まっている。


    　あのお人ひと好よしは、誰かを助けるためなら自みずからの犠ぎ牲せいをも厭いとわない。


    「元よりこの命、龍之介に救われました。彼はわたくしの命の恩人です。彼を助けるためならば、惜しくはありません」
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    　きっぱりと断言するファナ。その姿が、七なな慧えには眩まぶしく見えた。


    「だから行きます。魔ま天てん楼ろうだろうと、どこだろうと、わたくしは龍りゆう之の介すけを助けに行きます」


    　そう力強く宣言して、部屋を出て行こうとするファナ。


    「待って！」


    　七慧は声を上げ、彼女を呼び止めていた。


    「そうね……わたしが、間違っていたわ……」


    　後輩に正される格好になってしまった七慧は、バツが悪そうに呟つぶやく。


    「ありがとう、ファナ。わたしも龍之介くんを絶対に助けたい」


    　こちらの決意を見て取ったのか、ファナが表情を和やわらげた。


    「それでこそ七慧です」


    「それに約束したものね。今度はわたしが助ける番だって」


    「その通りです！」


    「……あれ？　どうしてあなたがそれを？」


    「そっ、そんな約束をしている気がしただけです……っ！」


    　とは言え、やはり問題はその手段だ。


    　魔天楼は都庁守備隊に護まもられた、魔都で最も堅固な場所の一つ。


    　加えて、幻げん才さいや轆ろく轤ろといった強力な配下たちがゲオルクを守護している。


    　考えれば考えるほど、彼の救出が如い何かに難しいことかを痛感させられてしまう。


    　──でも、だからと言って絶対に諦あきらめはしない。諦めて堪たまるものですか。


    　と、七慧が内心で固く誓った、そのときだった。


    　真しん紅くの髪の女性が部屋へと入ってくる。


    「所長……？」


    　七慧は思わず息を呑のんだ。彼女が纏まとう空気が、戦闘時──いや、それ以上の緊張感を孕はらんでいたからだ。知らず、肌が粟あわ立だつ。


    　そしてセレス民間騎士事務所所長・来くる栖すセレスティーナは、いつになく真剣な声音で告げた。


    「七慧、テメェには覚悟があるか？」
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    「改めて訊きくが、これは事務所とは一切無関係だ。当然、参加する義務はねェ。それでも、この先に進むんだな？」


    「はい」「もちろんです！」


    　念を押して確認してくるセレスに、七慧とファナは力強く首を振った。こちらの覚悟を理解して「……そうか」と頷うなずいたセレスは、地下へと続く階段を下りていく。


    　第十区の地下層にある、開発が行き詰まって放ほう棄きされてしまったエリア。三人がやって来たのは、その一角にある建設途中のビルだった。


    　セレスが扉を開けて中に入ると、コンクリート打ちっぱなしの、思いのほか広々とした空間が広がっていた。複数のテーブルが並んでおり、その上に電子機器類が雑然と置かれている。


    「ここがオレたちのアジトだ」


    　──まさか、所長がこんな組織を作っていたなんて……。


    　七なな慧えたちがセレスに連れて来られたのは、魔導王バンデイツトゲオルク＝ファウストゥスの暗殺を目もく論ろむ組織──言わばテロリスト集団の拠点だった。


    　そこにはすでに組織のメンバーらしき者たちが集まっていた。


    　全部で十五人ほど。


    　その大半が一見して六十を超えていると思おぼしき老人たちである。


    　しかしその見た目とは裏腹に、その全身からは七慧が圧倒されてしまいそうになるほどの覇は気きが漲みなぎっていた。


    　その中には東とう堂どうの姿もあった。彼女もまたこの組織の一員なのだ。


    　事務所の所長、副所長が秘ひそかにこのような集団に属して──いや、それどころか首しゆ謀ぼうしていたことに、七慧は未いまだに驚きを隠すことができなかった。


    「彼らの多くは元軍人たちで、早さ乙女おとめ幻げん才さいとともに戦場を戦った者たちです。私たちは軍ぐん役えきを退しりぞいた彼らを呼び集め、この計画を秘密裏に進めてきました」


    　東堂の言葉に、七慧は納得する。早乙女幻才がゲオルクに捕らわれたことを知れば、現役時代に親交のあった者たちがこの計画に賛同してもおかしくないだろう。


    「それから何人か、実力のある民間騎士コントラクターを応援に呼んでいます。前々から秘かに協力を要請していたのです」


    　だが続いて東堂が告げたことに、七慧は強い疑問を覚える。


    「民間騎士も……？」


    　魔導王の暗殺。それは当然ながら、明白な犯罪行為だ。だからこそこんな開発放棄地区に拠点を設けているわけで、もし見つかってしまったら内乱罪として厳罰は免れない。セレス民間騎士事務所の所員ならばまだしも、他の民間騎士が協力してくれるとは思えなかった。


    「このクーデータには大義名分がある。なぜならあの男は、本物のゲオルクじゃねェからだ」


    　七慧の疑念に対し、セレスが忌いま々いましげに明かした。


    「ほ、本物ではない……？」


    「それは一体、どういう……」


    「ゲオルク＝ファウストゥスという男が魔導王の称号を与えられ、初代の魔導王に代わって王位に就いたのは今から百年ほど前のことです」


    　耳を疑う七慧とファナに、東堂が解説してくれる。


    「ゲオルクは優れた魔術師ウイザードであると同時に、有能な政治家でもありました。時代にそぐわない王政を廃止して議会政治に移行するなど、数々の変革を主導しました。その結果、フルホシュタットには優秀な魔術師が次々と生まれ、魔導技術も急激に発達、以来、世界最大の魔導都市となったのです」


    　ですが、と東とう堂どうは続けた。


    「あるときを境に、彼はがらりとその性格を変えてしまいました。普段は政治を議員たちに任せきりにしてほとんど議会には姿を見せず、そのくせ自身の意向については反論など一切受け付けず、また手段を選ばない。それまで続いていた東の〈大江戸帝国〉との危うい均きん衡こうが破れて東海道戦争が起こってしまったのは、彼がかの国の英雄を欲したからと言われています」


    「完全に性格が変わってしまっただけ、という可能性もありませんか？」


    　七なな慧えの質問に、東堂は首を振る。


    「それに、他ならぬ幻げん才さい先生がおっしゃっていたのです。かつてのゲオルクとは魔力の色が違う、と」


    「魔力の色、ですか？」


    「あいつは魔力の流れをコントロールする特殊な武術を使う。だから、そういうのが分かっちまうらしいんだよ」


    　と、補足したのはセレスだ。


    「では、本物の魔導王バンデイツトは……」


    「奴の《精神支配マインドハツク》によって操られているか、あるいはもうとっくに殺されているだろうな」


    　──魔導王ですら、操られてしまったなんて……。


    「もっともそれを除のぞけば、奴自体の能力は大したものじゃねェはずだがな。だからこそ、強力な配下で周囲を固めてやがるんだろう」


    　驚きよう愕がくに震える七慧に、しかしセレスはそう断言した。


    「そしてゲオルクの真実に気付いた幻才は、大勢の同僚を殺した原因ともなった奴を倒すため、単身、魔ま天てん楼ろうに向かうと告げて……それが最後じゃった」


    　そう何とも無念そうに呻うめいたのは、集まった老人の一人だった。


    「……まさか、そんな先生が本当に奴の手先になってしまったなんて、私は未いまだに信じられんよ……」


    　また別の、この中では比較的年少と思われる老人が俯うつむきがちに呟つぶやく。


    「だからこそ我々はこうして結束し、準備を進めてきたのです」


    　と、東堂。


    「だが、もはや一刻の猶ゆう予よもねェ。龍りゆう之の介すけが支配されちまったらすべて手遅れになっちまう」


    　恐らくそのセレスの危き惧ぐは、彼に流れているという悪魔の血ゆえだろう。だからこそゲオルクは、彼をさらっていったのだ。


    「しかし〝魔界の落らく胤いん〟か……まさか、あの坊主にそんな秘密があったとはのう。確かにその強大な力が奴の手に渡ってしまったなら、もはやどうあがいても奴を倒すことはできぬ」


    　七なな慧えの推測を裏付けるように、ドワーフの老人が神妙に頷うなずいた。口振りからするに、龍りゆう之の介すけと面識があるのかもしれない。


    「だが東とう堂どうよ、果たしてこれだけの戦力で大丈夫なのか？　本来ならばもっと準備を整えた上で実行するはずだったと思うが……」


    　そのとき別の老人──人虎ワータイガーだ──が不安気に東堂を問い詰めた。


    　魔ま天てん楼ろうは千人近い規模を誇る都庁守備隊に護まもられている。いくらここにいる一人一人が経験豊富な猛も者さたちだったとしても、魔天楼内部に入ることすら難しいだろう。


    「策は用意してあります。……入ってきていいですよ」


    　それに東堂が応じ、そして誰にともなく合図を送った。


    「……魔天楼への……侵入は……俺に……まかせて……おけ……」


    「だ、誰です……っ？」


    　不意に聞こえてきた不気味な声に、ファナが驚いて辺りを見渡した。


    　直後、部屋の隅に生まれた影の中から、見覚えのある四人組が姿を現した。


    　銀髪の青年に、蛇人族ラミアの女性。そして喰人族グールの男に、蛙人族フロツガーの巨漢。


    「あ、あなたたちは……」


    　七慧は目を丸くする。


    　彼らは騎士陸軍大将直属の特別急襲部隊だった。


    　隊長である服はつ部とり大たい牙がが代表して告げた。


    「その作戦に、おれたちも加わることになってるんだよ」


    「……どういうことですか？」


    　七慧は服部を警戒する。彼らは龍之介を狙い、事務所を襲撃してきたのだ。おいそれと信頼できるはずがない。


    　しかし服部は、強い意志を感じさせる声で答えた。


    「おれたちにとってはさ、幻げん才さい先生は幼い頃から憧あこがれていた英雄なんだ。あの胡う散さん臭くさい男に操られているのだとすれば、見過ごすわけにはいかねーよ」


    「ボクも幻才先生を慕したって、陸軍に入ったゲコ」


    　服部の言葉に、蛙かえる男おとこも同意する。


    「……俺は……幻才先生が……いなければ……この都市に……いられなかった……」


    　喰人族の男がボソボソと呟つぶやいた。


    「それに、このままだと天てん元げん様から与えられた任務を果たせなくなっちゃうしね」


    　そう付け加えたのは蛇へび女おんなだ。


    　まだ龍之介の捕ほ縛ばくを諦あきらめていないのだと知って七慧は眉まゆをひそめたが、しかし彼らの戦力は大きい。それにどうやら、すでにセレスたちとは話がついていたらしい。


    「……龍りゆう之の介すけくんを助けるためであれば、是非もありません」


    　七なな慧えはそう同意を示した。


    「これで都庁守備隊に見つからずに、魔ま天てん楼ろう内部に侵入することが可能でしょう。上う手まくいけば、そのままゲオルクのいるとされる最上層まで行けるはずです」


    　と、東とう堂どうがまとめるが、そこへいきなり粗野な声が割り込んできた。


    「そいつはどうかな」


    　皆が所長室の入り口の方へと一斉に視線を向ける。そこに立っていた人物に、七慧は見覚えがあった。すぐ隣でファナが全身を強こわ張ばらせる。


    　無ぶ精しようひげを生やした和装の中年男──第二階級魔術師ウイザード、鏑かぶら木ぎ華か劉りゆうだった。


    「テメェ、どうやってここを突き止めやがった？」


    　突然の招かれざる客に、セレスが鋭するどい眼まな差ざしで問い詰めた。大剣の柄つかに手をかける。


    「ははは、それくらい俺の手にかかりゃ大したことじゃねぇよ」


    　その視線を意に介さず、鏑木は豪快に笑った。


    「……っ」


    　ファナは警戒したように鏑木を睨にらみ付けている。無理もない。彼女は鏑木の策略によって、危うく過激派組織に殺されそうになった身なのだ。


    　しかし鏑木はそんな彼女の様子に気付いて、やれやれといったふうに肩を竦すくめてみせた。


    「おいおい、お姫さま。そう怖い顔するんじゃねぇよ」


    「あ、あなたがわたくしにした仕打ち、忘れたとは言わせません！」


    「半分はてめぇの鬼母のせいだろ？　それに結果的に、こうして良い形で収まったんだから結果オーライじゃねぇか。お国に居た頃より、ずっと目が活いき活きしてるぜ？」


    「そ、それとこれとは関係がありません！　わ、わたくしは龍之介たちが助けに来てくれなければ、死んでいたかもしれないんですから！」


    「かははっ、どのみち、てめぇが殺される可能性は一割もないと予想されてたんだがな」


    「予想されていた……？」


    　七慧は鏑木の言い振りに違和感を覚えた。


    　しかし鏑木は話題を変えるように、ひらひらと手を振って、


    「まぁ、その話は今はどうでもいいだろ？　本題はこっちだ。俺もその作戦に加わってやろうっつってんだよ」


    　当然のことながら、その場にいた誰もが耳を疑った。


    　呆あつ気けにとられている一同をおかしそうに見渡して、鏑木は続けた。


    「そいつの影移動は確かに便利そうだが、恐らく高位の《瞬間移動テレポート》とは違って、空間そのものを飛び越えることはできねぇはずだ。推測するに、この世界を影写させて生まれた〝影の世界〟を自みずからの足で移動してるんだろう？」


    「……」


    　鏑かぶら木ぎの指摘が的まとを射ているのか、喰人族グールの男は沈黙する。


    「魔ま天てん楼ろうには異次元世界からの侵入すらも防ぐ、超位の防御魔術プロテクシヨンが施ほどこされているからな。てめぇの影移動じゃ、そいつを突破するのは不可能だぜ」


    　魔天楼の重要機密をあっさりと暴露してしまう鏑木。


    　果たして彼が何を企たくらんでいるのかは分からない。だが、政治にも強い影響力を持ち、普段から魔天楼に出入りしている鏑木の言葉は、無視することができなかった。


    「だがよ、俺のライセンスがあれば、議事堂のある百五十階までは無条件で入ることが可能だ」


    　にやりと口角を上げる鏑木。


    「……つまり、わたしたちに協力していただける、ということですか？」


    　七なな慧えは警戒を崩さずに問う。


    「き、危険です！　何か企んでいるに違いありません！」


    　ファナが声を荒あららげた。


    「おいおい、お姫さま。俺がそんなに信用ならねぇかよ？」


    「信用できるはずがありません！」


    「──いや、オレはテメェを信用してやるぜ」


    「っ!?　しょ、所長、何を言っているのですか!?」


    　セレスの断言に、ファナが目を剥むく。


    「ふん、こいつの目的は明らかじゃねェか」


    　セレスは鼻を鳴らした。


    「自分が魔都のトップの座に居座るためには、ゲオルクが邪魔だってんだろ？　ハッ、分かり易やすいなァ、オイ」


    「さすがは来くる栖すセレスティーナだな。概おおむねその通りだ」


    　鏑木は降参を示すように両手を上げて、あっさりと白状した。


    「俺にとっても、あのニセ魔導王バンデイツトの存在は目め障ざわり極まりねぇ。お前らが奴を殺してくれるっつーなら願ってもねぇ話だ」


    「チッ、何だ、テメェも偽にせ者ものと気付いていたのか」


    「おいおい、それくれぇの情報、俺が握ってねぇとでも思ってたのかよ」


    　舌打ちするセレスに、鏑木は心外だとばかりに肩を竦すくめた。


    「……しかし、あなたにしては随ずい分ぶんと分の悪い賭かけをされますね？　もし失敗すれば、自分の身まで危ういはず」


    　東とう堂どうが腑ふに落ちない、という顔で鏑木に訊きいた。


    「いや、実は意外と悪くねぇ賭なんだぜ？　それに万一を考えて、すでに幾いくつか手は打ってある。その辺は抜かりがねぇよ」


    　何を根拠としているのか分からないが、鏑かぶら木ぎはやけに自信ありげにそう応こたえたのだった。


    　彼が言う通り、魔ま天てん楼ろうの百五十階まで何の障害もなく侵入できるというのは、これ以上ない好材料だ。七なな慧えとしても彼の協力を承諾するべきだと思う。


    「し、仕方がありません。……所長が良いと言うのであれば、わたくしに同行を拒否する権限はありませんし……」


    　龍りゆう之の介すけの救出と天てん秤びんにかけたのだろう。ファナは不満げながらも頷うなずいた。


    「つーわけだからよ、よろしくな、お姫さま」


    　ワザとらしく『お姫さま』という言葉を強調し、鏑木はにやにやと笑う。


    「……おかしな真ま似ねをしたら、即座に攻撃しますから！」


    　からかわれて、ファナが怒ったように忠告する。


    　だがそんな彼女にセレスが言った。


    「そうそう。言い忘れていたが、ファナ、テメェは留守番だ」


    「へ？」


    　ファナは間の抜けた声を漏もらした。


    「当然だろ。テメェはまだ見習い。はっきり言って足手まといだ。ここに連れてきてやったのは、一応お前からも覚悟を感じ取ったからだ。だがな、覚悟だけではどうにもならねェことだってある」


    「な！　そそ、そんな！　わ、わたくしも龍之介を助けたいのです！」


    　セレスの容よう赦しやない言葉に、ファナはそう反論する。


    「それにテメェは試験があんだろ？　そっちの方を頑張りやがれ」


    「し、試験なんて今はどうでもいいです！」


    「……ほう？　試験なんてどうでもいい？　それは聞き捨てならないな、ファナ」


    　突然、聞き慣れた声が割り込んできた。


    　ファナがビクッとして振り返る。


    「ふ、藤ふじ野の教官……」


    　いつの間にかこの地下アジトに藤野がやってきていた。


    　しかしいくら何でもタイミングが良すぎる。七慧はちらりと視線を東とう堂どうの方へと向けた。涼しい顔をしているが、恐らく彼女が先の展開を見越してこっそり呼んだのだろう。さすがは事務所の頭脳ブレーン、抜かりがない。


    「私があれだけ熱を入れて指導してやったというのに、まさか試験をすっぽかすつもりじゃないだろうな？」


    　藤野が冷厳と問い詰めながら、ファナへと近付いていく。


    「い、いえ、そ、それはですね……あの……今は緊急事態でして……」


    　じりじりと後退するファナだったが、やがて壁にぶつかって後がなくなった。


    「所長、安心してください。こいつは私が必ず合格させてやりますので」


    「ああ、任せたぜ、藤ふじ野の」


    「い、いやあああああっ!?　七なな慧えっ、七慧っ、助けてください！　一いつ緒しよに助けに行くって言いましたよね!?」


    　藤野に羽は交がい締じめにされ、悲鳴を上げて連行されるファナ。


    　七慧は彼女に心から同情しながらも、こう言うしかなかった。


    「……試験、頑張ってね」


    「七慧ぇぇぇぇっ!?」


    



    　　　　　　４


    



    　鏑かぶら木ぎが用意した車が、魔ま天てん楼ろうの敷地内を進んでいた。


    　──あそこに龍りゆう之の介すけくんが……。


    　天高く聳そびえ立つ魔天楼の頂上を、七慧は窓越しに睨にらみ付ける。


    　下層には議員や職員の宿舎、公営企業のオフィスなど。そして中層には各省庁の本部の他、議事堂などが設けられているというが、鏑木が言うには、さらにその上の層は議員でも許可なく立ち入ることのできない特別なエリアになっているらしい。


    　つまりはそこが、ゲオルクの居城だ。


    　七慧は窓の外から視線を車内へと戻した。


    　車は三台に分かれており、総勢は二十五名。当然ながら精鋭ばかりで、彼らの素性や実績を知れば知るほど七慧は場違いな心ここ地ちになる。階級も大半が第三階級と第四階級で、第五階級なのは七慧と──


    「なんであなたまで来ているのよ？」


    「え？　龍之介はんのピンチと聞いて、矢も楯たても堪たまらず駆け付けたんやないか」


    　すぐ隣の席から訛なまりのある声で応じてきたのは、金髪の巫み女こ。


    　千ち聖さとだった。


    「……」


    「千聖ちゃんは十分戦力になるわよ」


    　七慧が訝いぶかしげな顔をしていると、そのさらに隣の席にいる着物姿の女性が執とり為なしてきた。


    　賀か茂も民間騎士事務所所長、第三階級魔術師ウイザードの土つち御み門かど影えい那なだ。千聖の師匠に当たる人物で、東とう堂どうが言っていた〝応援〟の一人だった。


    「まぁ、影那さんがそうおっしゃるなら……」


    　不ふ承しよう不ぶ承しよう頷うなずきつつ、七慧は視線を後方へと投げる。すると桜色の髪の少女がそれに気付いて、元気に叫んだ。


    「ルナもがんばるぞ！」


    「なんであなたまで……」


    「だってだって、ルナもりゅーのすけを助けたいぞ！」


    　ルナは拳こぶしを握り締め、ふんふんと鼻から息を吐き出しながら力強く主張する。


    　こうなった彼女は梃て子こでも動かない。七なな慧えは「仕方ないわね……」と、諦あきらめて溜ため息いきを吐ついた。とは言え、彼女が十分戦力になることは七慧もよく知っていた。


    　やがて車が停車する。


    　人数の多さと子供がいることから少し不安だったが、鏑かぶら木ぎのお陰で正面玄関から堂々と魔ま天てん楼ろうに入ることができた。


    　美しいエントランスを抜け、鏑木の案内でエレベーターに乗る。


    　到着したのは、議事堂があるという百五十階だ。高さは七百メートルにも達するという。


    　周囲の壁はすべてガラス張りになっていて、魔都の街並みを一望することができた。


    「さて、こっから先は大魔王様の根城だ。これは俺のライセンスでも開けることができねぇし、無論、一度もこの先に入ったことはねぇ」


    　固く閉ざされた豪ごう奢しやな扉の前で立ち止まり、鏑木が告げる。


    「オレがぶち破る。下がってろ」


    　セレスが物騒な発言とともに前に出た。


    　大だい上じよう段だんに構えた大剣が瞬時に燃え上がる。皮ひ膚ふを焼きそうなほどの熱風に、七慧は思わず腕で顔を護まもった。


    　大剣が豪快に叩き付けられ、轟ごう音おんが鳴り響ひびいた。


    　扉は中心部がどろりと溶解し、半壊していた。そこへセレスが思いきり蹴けりを見舞い、完全に破壊する。


    　鳴り響く警報を無視して、一行はゲオルクの私邸へと躍おどり込んだ。


    　最初にあったのは一直線に続く長い廊下だ。


    　両側の壁と天井に、魔天楼の下層にもあった変動壁画ムービングペインテイングが描かれている。


    「気を付けてください！　恐らく自動防衛のシステムが起動して、壁画の中から何かが出てきます！」


    　七慧は以前の経験から、皆に注意を促した。


    　その予想通り、すぐに壁画の中から続々と魔導兵が飛び出してくる。


    　先頭を走るセレスが大剣で魔導兵の一体を両断、さらに返す刀でもう一体を粉砕。襲いくる他の魔導兵たちを、ほとんど一いつ蹴しゆうしながら突き進んだ。


    　彼女が撃ち漏もらした魔導兵も、それに続く老兵や服はつ部とりたちがあっさりと撃破していく。


    　通常の魔導兵では対処できないとシステムが判断したようで、今度はケンタウロス族が甲かつ冑ちゆうを着たような格好の魔導騎兵が現れたが、これも一行は容易たやすく蹴け散ちらしていく。


    「ガハハハ！　わしの筋肉にかかれば、この通りよ！」


    　魔導騎兵の一体を殴り飛ばし、そう大声を響ひびかせたのは、筋骨隆々で禿とく頭とうの巨漢だった。鬼き頭とう民間騎士事務所所長の〈筋肉王マツスルキング〉こと、第三階級魔術師ウイザードの鬼頭権ごん蔵ぞうだ。彼もまた〝応援〟としてこの作戦に協力してくれたのだ。


    「気を付けて。もっと厄やつ介かいなものが出てきそうだわ」


    　影えい那ながその強い霊感で何かを察知したらしく、皆に忠告する。


    　それを裏付けるかのように、壁画の中から巨大な生物が姿を現し、七なな慧えたちの行き先に立ちはだかった。


    　ドラゴンだ。しかし鱗うろこの代わりに、光沢のある金属の装甲で全身を覆おおわれている。牙きばもまた生物のそれではなく、練れん磨まされた刀身のような輝かがやきを持っていた。


    　それは機械仕掛けの亜竜だった。


    　亜竜が口こう腔こうを大きく広げたかと思うと、そこから無数の銃弾が一斉にばら撒まかれた。


    「《氷壁結界アイスシールド》」


    　東とう堂どうが寸前で氷の壁を作り出して皆を守護するが、銃弾によって瞬またたく間に氷が削られ破壊されていく。


    「拙せつ者しやが倒す」


    　誰かが気負いのない声で呟つぶやいた。かと思ったときにはもう、小さな人影が氷の壁の外へと跳び出していた。


    　やせ細ったホビット族の老人だった。人間よりやや長命な種族であることを考えれば、恐らく九十は超えているだろう。だが老いを超越したかのような俊敏な動きで銃弾の嵐中を掻かい潜くぐっていくと、地面を蹴って飛翔する。


    　亜竜の頭上へと一気に跳び上がった彼は、その拳こぶしに強烈な熱光を瞬かせ、それを巨大な頭部へと叩き付けた。


    　ジュワッ、という音とともに強烈な閃せん熱ねつが弾はじけた。


    　分厚い装甲で護まもられていた亜竜の頭が一瞬にして溶解し、巨体が力を失って倒れ伏す。


    「うおっ、すっげぇじいさんだぜ！」


    　服はつ部とりが興奮したように叫んだ。


    「彼は元陸軍中将の第三階級魔術師。もうすぐ白寿を迎えられますが、現在も現役で民間騎士事務所のコンサルタントをしておられます」


    「全盛期なら身体からだごと消し飛ばしていた……拙者も年には勝てぬ」


    　東堂の紹介に、老ホビットは謙虚に首を振った。しかし汗一つ掻いていない。


    　やがて廊下を走り抜けると、半球状の広い空間に出た。ここにもまたびっしりと変動壁画ムービングペインテイングが描かれている。


    「……これ、どうやって上まで行けばいいの……？」


    　七なな慧えは三十メートル以上も高い位置にある天井の中央に、ぽっかりと空いた穴を見上げた。どうやらそこから上階へと進めるようだが、一見して移動手段が見当たらないのだ。


    　七慧の場合、風ふう姫きの力で飛んで行けばいいが、この場にいる全員が飛行手段を有している訳ではない。あるいは千ち聖さとの八や咫た烏がらすで往復するか──


    「ルナに任せろ！」


    「ちょっとルナちゃん!?」


    　ルナがいきなり服を脱ぎ出そうとしたので、七慧は慌あわてて止めた。きょとん、と無む垢くな顔を向けてくる。


    「男の人がいるところで、いきなり裸になっちゃだめでしょ！」


    　ちなみにルナを止めた瞬間、蛙かえる男おとこが何とも残念そうな顔をしたのが七慧には見えた。あれは要注意人物だ。


    「お、そうだな！　りゅーのすけ以外には見られない方がいいよな！」


    「……それもダメだから。あと、あなたが竜族ドラゴニユートであることも知られないようにしないと」


    　七慧の陰に隠れて、ルナがこっそり竜化する。


    　現れた美しいドラゴンに、皆が口々に感嘆の声を漏もらした。


    　自力で空を飛べる者を除のぞく全員をいっぺんに背中に乗せて、ルナが宙へと舞い上がる。


    「ちょ、ちょっと重たいぞ……」


    　少し弱音を吐きながらも上昇していくルナ。


    「……注意せえや、今度はもっとヤバいもんが出てきそうやで」


    　千聖が真剣な声音で忠告してきたまさにその直後、変動壁画ムービングペインテイングの奥で光が瞬またたいたかと思うと、凄すさまじい閃せん光こうが虚こ空くうを貫つらぬいた。


    　ルナのすぐ鼻頭を掠かすめ、反対側の変動壁画の中へと吸い込まれていく。


    「なななんだ今の!?」


    　ルナが泡を食って咆ほう哮こうを上げる中、壁画の中から光を纏まとって何かが現れた。


    　人型のそれは、石せつ膏こうでできた彫刻のように全身が真っ白い。いずれも中性的な美しい容姿をしており、その背には巨大な翼が生えていた。


    　模造の天使エンジエル・レプリカ。


    　それが数十体。各おの々おのがその手に有した杖つえの先端を煌こう々こうと輝かがやかせ、一斉にルナを狙って閃光を解き放った。


    「オラッ！」


    「うお、やべぇぜ！」


    　セレスが大剣で閃光を弾はじくと、服はつ部とりもまた蹴けり飛ばす。風姫で飛行している七慧は雷撃をぶつけることで、何とか逸そらすことに成功した。


    　だがその内の幾いくつかがルナの身体からだを掠かすめ、彼女は「いででッ！」と悲鳴を上げた。


    　次々と放たれてくる無数の閃せん光こう。


    　模造の天使エンジエル・レプリカは距離を置いて宙を浮遊しているため、容易には近付くことができない。ルナが同じく口から白い閃光を吐き出して何とか数体を破壊したものの、壁画の中からそれを遥はるかに超える速度で新しい天使が出現する。


    　そんな中、先ほどの老ホビットがルナの背中を蹴けり、驚くべき跳躍を見せた。


    　襲来する閃光を拳こぶしで弾はじき飛ばしながら一気に模造天使に肉薄すると、赤せき熱ねつした拳を顔面に叩き付ける。


    　上半身が消し飛ぶ模造天使。その下半身を足場にして、今度は別の模造天使のところへと跳んだ。そうして次々と模造天使たちを打ち落としていく。


    　その隙すきにルナは一気に天井の穴へと飛び込んだ。


    「ふぅ、死ぬかと思ったぞ……」


    　元の人間の身体に戻り、安あん堵どの息を吐くルナ。


    　しばらくすると老ホビットが穴から平然と跳び出してきた。しかもまったくの無傷だ。


    　模造天使たちの守護範囲には制限があるのか、ここまでは追ってこないようだ。


    　その場所は円柱状のこれまた広い空間だった。


    　壁をぐるりと螺ら旋せん状の階段が囲い、天井近くまで伸びている。


    　先へと急ごうとした一行だが、そこに十数人ほどの集団が待ち構えていた。


    「ここはゲオルク様の私邸。侵入者は排除する」


    　その内の一人、背中に翼を生やした鳥人族ハーピーの男性が、槍やりを構えながら厳然と宣言する。


    「おい、まさかあいつ、空軍のオルガ＝ゼネクティスじゃねーか!?」


    　その男を指差して、服はつ部とりが叫んだ。蛇へび女おんなが強こわ張ばった顔で頷うなずく。


    「……〈空の王者スカイレツクス〉の異名を持つ第三階級魔術師ウイザードね。確か、数年前に太平洋沖での作戦中に消息を絶って以来、行方不明になっているって聞いていたけれど……」


    「……その隣の魚人族マーマンは……海軍きっての智将と……謳うたわれた……ガン＝デレーゼ……」


    　喰人族グールがぼそぼそと言う。


    「それにあの半巨人ハーフタイタンは……魔都第一位の民間騎士事務所〝ＸＯＬ〟の元副所長、トルーネ＝ニクラガルですね……。突然、副所長を退任して姿を消したかと思っていたら、まさかこんなところに……」


    　東とう堂どうが喉のどを鳴らして呟つぶやく。


    「ふむ……あの侍さむらい、かつての戦場で一戦を交えたことがある。確か〈大江戸帝国〉きっての猛将軍とまで謳われた、柳生やぎゆう宗むね篤あつ。まさかあやつまで配下にしておったとはの」


    　老ホビットの視線の先には、髷まげを結わえた袴はかま姿の老人がいた。腰には二振りの日本刀を差している。


    　さらにその中には、モヒカン頭の男──切きり場ば轆ろく轤ろの姿もあった。


    「ヒャハハハッ、まさかここまで上ってきやがるとはなァ！　オマエら全員、ここでブチ殺してやンよォ！」


    　二本の短刀をゆらゆらと揺らして、嬉き々きとした笑みを浮かべている。


    「チッ、粒ぞろいじゃねェか……。こんな奴らまで手下にしてやがったのかッ……」


    「全員、男なんだけど……」


    「たぶん、そういう趣味なんやろうな」


    　七なな慧えが思わず零こぼした呟つぶやきに、千ち聖さとが応じてくる。影えい那なが少し嬉しそうに言った。


    「あら、もしかして気が合うかも？　うふふふふ……」


    「なぁなぁ、どーいうしゅみなんだ？」


    「ルナちゃん、あなたは知らなくていいの！」


    「いずれにしても時間がねぇぞ。どういう訳か、さっきから時間が経たつほど作戦成功率が下がってきてやがる。連中とやり合えるだけの戦力を残して先を急ぐべきだぜ」


    　鏑かぶら木ぎがそう提案してくる。七慧は相変わらず彼の口振りが気になったが、しかし急いだ方がいいという意見に異論はない。


    　セレスが即座に決断した。


    「東とう堂どうに鏑木、それから土つち御み門かどに天あま城ぎと吉よし田だにチビ。オレに付いてこい」


    「チビじゃなくてルナだぞ！」


    　それが先へ進むメンバーということだろう。戦力的にやや心こころ許もとない気もするが、しかしあのゲオルクの配下の面メン子ツを考えると、残る戦力の方も決して十分とは言えないだろう。


    「いいぜ、ここはおれたちに任せておけ！」


    「一ひと筋すじ縄なわではいかない相手ばかりだってのに、何で嬉しそうなんだか」


    「……それでこそ……俺らの……隊長……」


    「ゲコゲコ」


    　だが服はつ部とりを筆頭に、騎士陸軍大将の直属部隊は気合十分。老兵たちもまた「こんな青二才どもに負けてはおれんぞ」「かかか、若い頃に走り抜けた戦場を思い出すようじゃ」などと闘志を露あらわにしている。鬼き頭とう権ごん蔵ぞうも「ガハハハッ！　わしの日頃の筋トレの成果を見せるときがきたようだな！」と大笑していた。


    「ハッ、頼もしいじゃねェか！　行くぜッ！」


    　老兵や服部たちを先頭に、その後を七慧たちが追い駆ける形で一斉に走り出す。


    　ゲオルクの配下たちと激突した先頭集団を迂う回かいし、螺ら旋せん階段へ。


    　一気に駆け上がった。
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    「いや、そっちじゃねぇ。次はこっちだ」


    　鏑かぶら木ぎが指差した左の道へと進む。


    　螺ら旋せん階段を上り終えた先にあったのは、ホテルのように幾いくつもの扉の並んだ階層だった。どうやら居住区になっているらしい。


    　だが迷路のように複雑で、しかも上階へと続く階段が分かり辛づらい。


    　にもかかわらず、なぜか鏑木は、そこがよく見知った我が家の庭であるかのように、行く道を指示してくるのだ。


    「しかもそれが悉ことごとく当たっとる。どういうことや？　ほんまはここまで入ったことがあるんちゃうか？」


    「なるほどね。《未来予測フユーチヤーウオツチ》、と言ったところかしら？」


    　千ち聖さとが首をかしげていると、影えい那なが納得がいったというふうに頷うなずいた。


    「ご明察。俺の魔術は、未来の事象を確率的に見通すことができるんだよ」


    　鏑木はあっさりと肯定した。


    「さっきの分かれ道の場合、右と左と真ん中の三方向があったが、右が九十六パーセント、左が九十九パーセント、真ん中が九十八パーセントの確率で無事に次の階段に辿たどり着くことができると出た。まぁこの場合、どこに進んでもほぼ確実に次の階段が見つかるだろうが、左が一番近道だったってことだな」


    「つまりテメェは、これまでもそうやって成功率の高い道ばかりを選んで生きてきやがったってことかよ」


    「かはははっ、その通りだな。だがこいつは万能じゃねぇ。人生ってもんはよ、残念なことにどの選択肢を選んでも上う手まくいかねぇことだって多々あるんだ」


    　セレスの指摘に気分を害したふうでもなく、鏑木は豪快に笑った。


    「それに、生あい憎にくと予測対象が遠い未来になればなるほど、精度が低くなっちまう。もっとも一分先くれぇの未来ならほぼ完璧に推測できるがな」


    「完全にお株を奪われてしまったわねぇ」


    　嘆息する影那だが、それほど残念ではなさそうだった。


    「だが俺は戦闘には不向きだ。こっから先も基本的にてめぇらに任せるぜ」


    　彼が言う通り、鏑木は一切戦いに加わってきていない。ここまでずっと後を付いてきているだけだった。


    　とは言え、その予測のお陰で順調に上階へと上っていく。先ほどの連中が戦力の大半だったのだろう。その間、妨害する者は現れなかった。


    　やがて辿り着いたのは、ホテルのロビーのような空間だ。


    　前方には荘そう厳ごんな大階段があった。先頭を走っていたセレスが立ち止まり、その眼光を鋭するどくした。


    「……出やがったか」


    　──やっぱり、この人は格が違う……。


    　階段を下りてくる人物に、七なな慧えは思わず身を強こわ張ばらせていた。


    「あの小こ童わつぱを助けるために、まさかここまでやって来るとは思わなんだ」


    　早さ乙女おとめ幻げん才さい。第二階級魔術師ウイザードにして騎士陸軍の英雄が、七慧たちの前に立ちはだかった。


    「さて、最大の難関はこいつだな……」


    　鏑かぶら木ぎが今までとは違う、緊張を感じさせる声で呟つぶやいた。


    「どいつを選んたとしも、分の悪わりぃ戦いになることは間違いねぇが……おい、そこのガキ三人組」


    　鏑木が、七慧、千ち聖さと、ルナの三人に視線を向けてきた。


    「なぜか知らんが、女子供だけなら見み逃のがしてくれそうな雰囲気だぜ。俺たちが奴を喰くい止めている隙すきに、てめぇらだけで先に進め。幻才がここで出てきた以上、この先にいるのはゲオルクだけだろう。奴の〈精神支配マインドハツク〉は厄やつ介かいだが、それ以外の力は大したことねぇはずだ」


    「……それが一番、龍りゆう之の介すけくんを助けることができる可能性が高いというのであれば」


    　ここまできて鏑木の予測を疑うつもりはない。七慧は覚悟を決めて頷うなずく。


    「セレスたちが突撃してから三秒後、あの階段の左端を目指して全力で走れ。いいな」


    「はい」


    　鏑木の指示に素直に従い、七慧はそのときに備えた。


    　セレス、東とう堂どうが同時に地面を蹴けり、影えい那なが二体の式しき神がみを呼び出した。その瞬間、七慧、千聖、ルナもまた走り出す。


    　目指すは龍之介が捕らえられている、ゲオルクの居室だ。


    



    



    　最上階。


    　白く美しい大理石でできた、広大な部屋だった。


    　ガラス張りとなった壁面から明るい陽光が差し込み、それが幾いく重えにも反射して部屋全体が煌きらめいている。まるで伝説の黄金都市に迷い込んだかのようだ。


    　その中心を赤い絨じゆう毯たんが走り、その先には絢けん爛らんな玉座があった。


    　そこに腰掛けていたのは、神話の美神を思わせる美しい男だ。


    　魔導王バンデイツトゲオルク＝ファウストゥス。


    　セレスによれば偽にせ者ものだというが、それでも現在、この世界最大の魔導の都〈フルホシュタット〉の頂点に君臨する存在であることは間違いない。


    　彼は七慧たちを認めて、その整った唇を不快そうに開いた。


    「まさか僕の居室にまで土足で踏み込んでこられる日がくるなんてねえ」


    「ゲオルクっ！　龍りゆう之の介すけくんを返してもらいに来たわ！」


    　七なな慧えは雷らい媛えんの切っ先をゲオルクに突きつけ、声を張り上げた。


    「……目め障ざわりだよ」


    　ゲオルクは虫けらでも見るような目をしてそう呟つぶやくと、パチンと指を鳴らした。


    　それを合図に天井から何かが降りてくる。


    　こちらとゲオルクのちょうど中間ほどの地点。それは椅い子すに座らされ、両手足を拘束された状態の龍之介だった。意識を失っているらしく、だらりと首を垂れている。


    「りゅーのすけ!?」


    「返してほしいかい？　だったら力ずくで取り返してみなよ」


    「言われなくてもそうするつもりよ！」


    　ゲオルクの挑発に乗り、七慧は床を蹴けって跳び出した。


    「七慧あかん、罠わなや！」


    　千ち聖さとの制止の声にハッとして急停止したその瞬間、七慧のすぐ目の前を幾いくつもの斬ざん閃せんが走った。


    「……運がいいねえ。いや、そこの不細工で見苦しい格好をした巫み女このお陰かな」


    「だ、誰が不細工やねん！」


    「……この刃やいばはっ」


    　虚こ空くうに突とつ如じよとして出現した剥むき出しの刃に、七慧は見覚えがあった。


    　その推測を裏付けるように、柱の向こうから一人の人物が歩み出てくる。


    「あ、あはははっ、あははははっ！」


    　不気味な哄こう笑しようを上げるのは、蒼あおい鎧よろいを身に着けた青年。


    　龍之介の兄、早さ乙女おとめ刃は虎とらだった。
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    「ったく、なんて化け物だよ……」


    　戦況を眺めながら、鏑かぶら木ぎは思わずそう零こぼしていた。


    　相手は陸軍の英雄、早乙女幻げん才さい。自身と同じく第二階級魔術師ウイザードだが、《未来予測フユーチヤーウオツチ》によって主に経済界でのし上がっていった自分とは違い、向こうは生きつ粋すいの武人だ。


    　それでも第三階級魔術師が三人いれば、もう少しは勝負になるかと思っていたのだが──


    「これで終しまいか」


    　床に倒れ伏すセレスと東とう堂どう、そして額ひたいに汗を掻かき苦しげに息を荒あららげている土つち御み門かどに対し、幻才はどこかつまらなさそうに言葉を投げた。


    「おいおい、連中は名のある民間騎士事務所の所長や副所長だぜ？　何だってこんなに一方的なんだよ……？」


    「……強く、なっています」


    　鏑かぶら木ぎの疑問に、東とう堂どうが応こたえた。彼女は辛かろうじて立ち上がるも、右腕を痛めたらしく、だらりと力なく下げている。


    「信じがたいことですが、かつての早さ乙女おとめ幻げん才さいよりも、目の前の男は力を増しています」


    「な……んなことがあり得んのかよ？　もう立派なじーさんだろ？」


    「ああ。間違いねェ。幾いくらなんでも、ここまでじゃなかったはずだぜ」


    　額ひたいから流れる血を強引に拭ぬぐい、セレスが東堂に同意を示した。


    「実を言えば、切きり場ば轆ろく轤ろと対たい峙じした際も同様のことを思いました」


    「まさか、隷れい属ぞくされて力を増したということ……？」


    　東堂の言葉に、土つち御み門かどが驚いたように言う。


    「ただ《精神支配マインドハツク》されているだけじゃねぇのか？」


    「これは推測ですが……人間は己の力を無意識のうちに制限しています。そうしなければ、肉体が壊れてしまうからです。ですが、もし《精神支配》によってそのタガを外してしまうことができたとすれば……」


    　つまりは、本当の限界まで己おのれの力を引き出すことができる、ということだ。


    　当然、そうやって身体からだを酷こく使しし続けて無事に済むはずがない。


    　自みずからの配下を使い潰つぶすことを厭いとわない。そんな背後の思考が透けて見えた。ゲオルクは自らの配下にだけは過か剰じような寵ちよう愛あいを与えていると認識していたが、どうやら少し考えを改める必要があるようだ。


    　──にしても、ここまで押されている割りに、さっきから五分五分なんだよなぁ。こいつは一体どういうこった？


    　鏑木は内心で首を傾かしげる。幻才を倒せる確率を幾度か《未来予測フユーチヤーウオツチ》で出してみているのだが、決して悪い数字ではなかった。


    「ゲオルク様は女には容よう赦しやのないお方だ。これ以上あの方の不興を買う前に、早くここを去るがいい。……先に行った娘たちについては保証ができんが、口利ききくらいはしてやろう」


    　幻才はそう告げながら踵きびすを返す。


    「ケッ、お優しいこったな。操られていてもその辺は変わってねェっつーことか」


    　セレスはなぜか不敵に笑うと、何を思ったか、いきなり土御門の方へと近付いていく。


    「ちょっとチクッとするぜ」


    「っ!?」


    　そして、土御門の首へと噛かみ付いた。


    「影えい那な様！」


    「何をしやがる！」


    「……待ちなさい」


    　泡を食って憤いきどおる式しき神がみたちだったが、それを他ならぬ土つち御み門かどが制した。


    　セレスが土御門の血を吸っているのだ。


    　土御門の顔色が悪くなっていくが、代わりにセレスが負っていた怪け我がが、信じがたい速度で回復していく。


    　やがて土御門から離れたセレスは、血の付いた口元を無造作に拭ぬぐった。


    「悪わりぃな、できる限り若い女の血の方がいいんだよ」


    「そうね。わたしは若いものね」


    「もう一人の候補はババアだったからな」


    「……それと比べてられても嬉しくはなかったわ」


    「非常に腹立たしい発言が聞こえてきた気がしますが、まぁ聞かなかったことにしましょう」


    　幻げん才さいがこちらを振り返り、珍しいものでも見たかのような顔をしていた。


    「お主、吸血鬼だったのか」


    「ああ」


    　ぶっきら棒に頷うなずくセレスは、いつの間にか口から鋭するどい牙きばが伸び、瞳ひとみが真っ赤に染まっていた。


    　いや、それだけではない。その全身からは赤い湯気のようなものが立ち昇っている。


    「まさか、〝真しん醒せい〟ッ……？」


    　その変化に、東とう堂どうが目を剥むいた。


    「マジかよ？」


    　鏑かぶら木ぎも話で聞いたことしかない。


    　吸血鬼が己おのれの血を燃やすことによって、真の力を解放した状態。それが〝真醒〟だ。


    　つまりあの湯気のようなものの正体は、彼女の血液──


    　だが負担は大きい。長命を誇る吸血鬼だが、この姿になると大幅に寿命が縮むと言われているはずだ。


    　──つまり、こいつが奥の手ってわけかい。


    「たかが数年分だ。吸血鬼にとってそれくれェ、大したもんじゃねェよ」


    　セレスが大剣を構えた。一瞬にしてその刀身が煌こう々こうと燃え上がる。


    　──こりゃやべぇ……巻き込まれねぇようにしねぇと……。


    　これから繰り広げられるだろう苛か烈れつな戦闘を予測して、鏑木は秘ひそかに部屋の隅へと退避したのだった。
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    「……ひひっ……あははは……」


    「刃は虎とらさん……？」


    　柱の陰から姿を現した刃虎だが、どこか様子がおかしかった。気味の悪い笑声を漏もらしながら、こちらへと近付いてくる。


    「あははは、ははは、ははははっ！」


    「な、なんで笑っとるんや……？」


    「りゅーばくしょう!?」


    　千ち聖さととルナが頬ほおを引き攣つらせながら目を白黒させている。


    　刃虎は愉ゆ悦えつの表情で叫んだ。


    「私はゲオルク様の配下にしていただいたのですよ！　これで喜ばないなどということがありますか!?　そんなはずはありません！　ああ、ゲオルク様、万歳！」


    　──《精神支配マインドハツク》を受けているんだわ！


    　七なな慧えは刃虎の置かれた状態を悟り、玉座に坐ざするゲオルクを睨にらみ付けた。


    　そのゲオルクは七慧の視線などまるで意に介さず、どこか虫むし唾ずが走るような甘ったるい口調で刃虎に命じた。


    「ねえ、僕の可か愛わいい可愛い刃虎や。僕の家に入ってきてしまった害虫たちを駆除してくれるかい？」


    「勿もち論ろんですゲオルク様っ！　ぜひともあなたの目の前で斬ざん殺さつしてみせましょう！　魔剣〝千本サウザンド刃エツジ〟っ！」


    　そう嬉き々きとして宣言した刃虎は、己の周囲に無数の刃やいばを出現させた。


    「……龍りゆう之の介すけくんを助ける邪魔をするというのなら、たとえお兄さんであろうと、容よう赦しやはしません」


    　七慧は雷らい媛えんを構え、すぐさま戦闘態勢を取った。


    　直後、刃の群れが迫りくる。


    「ハァッ！」


    　七慧は雷媛を一いつ閃せんさせて数本をまとめて薙なぎ払うと、雷撃を後方に放出して背中から迫った刃を弾はじく。一本一本が独立した動きを見せるため対処しづらいが、それでも七慧はそのすべてを防いでいく。


    　刃虎が七慧を攻撃している隙すきに、ルナが竜化。


    　吐き出された白い閃光が七慧の頭上を越えて、刃虎へ。


    「魔剣〝巨人ノ剣スルトソード〟！」


    　だが刃虎の目の前に巨大な剣が出現、その幅広の剣腹に閃光が受け止められてしまう。


    　それだけではない。


    「魔剣〝水ミズ波ハ能ノ売メ〟！」


    　刃は虎とらはさらに別の剣を出現させると、死角から襲い掛かった千ち聖さとの《狐きつね火び》をそれで斬きり裂いた。


    「三種類の魔剣を同時に……っ!?」


    　襲来した刃やいばをすべて破壊した七なな慧えは、我が目を疑う。


    　さらに刃虎は〝武タケ甕ミカ槌ヅチ〟と〝志シ那ナ都ツ彦ヒコ〟を同時に生み出すと、それらを交錯させるように振り下ろした。


    　雷を伴ともなう暴風が吹き荒れる。


    　七慧は前方に雷を放射して防ぐが、そこへ〝千本刃サウザンドエツジ〟の刃まで襲い掛かってきた。


    　堪たまらず後方へ逃げるが、刃は後を追ってくる。


    「この間より強くなってへんか……？」


    「たぶん、《精神支配マインドハツク》のせいよ！」


    　驚く千聖に、七慧はそう己おのれの分析を伝えた。


    　本来ならば無意識のうちに制限されているはずの力までもが解放されているのだ。


    　だがそんなことをすれば、どれだけの負荷がかかることか。


    「あはははっ！　どうです！　一対三でもそのザマですか!?」


    「さあ刃虎、僕のためにもっともっと頑張っておくれ」


    　口角泡を飛ばしながら勝ち誇る刃虎を、ゲオルクは口元に微笑を浮かべながら煽あおっている。


    　──完全に使い潰つぶす気だわっ……。


    　ゲオルクの外げ道どうな内心を悟り、七慧は奥歯を軋きしませた。


    「そこをどくんだ！」


    　そのとき硬い鱗うろこで雷を防ぎながら、ルナが巨体を躍おどらせ、刃虎に襲い掛かった。


    　ルナの牙きばを刃虎は〝武甕槌〟で受けたが、硬質な牙がそれを噛かみ砕いた。さらにルナの爪つめが〝志那都彦〟をも破壊する。


    「魔剣〝ダーインスレイブ〟」


    　しかし刃虎は即座に新たな魔剣を精製。それを横に薙なぐように振ると、ルナの腹部から鮮血が飛び散った。


    「あいたっ!?」


    「あはははっ、どうですこの魔剣の切れ味は!?　そらそらそらそらぁ！」


    「っ……」


    　ドラゴンの鱗すらも斬り裂く魔剣を前に、さすがのルナも守勢に回る。


    「ルナちゃん！」


    　すぐに助けに向かおうとする七慧だが、そこへまたも刃が飛来。咄とつ嗟さに跳び退すさると、目の前の足元に次々と突き刺さった。千聖もまた、殺到する刃に対処するので精いっぱいだ。


    　三対一であるにもかかわらず、七慧たちは完全に劣勢に立たされていた。


    《精神支配マインドハツク》によって、これほどまで力が引き出されるのか。


    　いや、それは裏を返せば、元からそれだけの力が秘められていたということ。


    　七なな慧えはカナデと戦ったときのことを思い出す。あのとき七慧は極限状態に追い込まれることで、明らかに普段を凌りよう駕がする力を発揮していた。


    　もしそれを意識的に引き出すことができるとすれば？


    「……」


    　七慧は雷らい媛えんを握る手に力を込めた。


    『……何か策があるようやな』


    　不意に千ち聖さとの声が聞こえてきた。だが耳に届いているわけではない。何らかの魔術によって、脳内に直接響ひびかせているのだ。


    　七慧はこくりと首を縦に振った。それだけで千聖は理解してくれたようで、


    『了解や。ウチがしばらく時間を稼かせぐ』


    「お願い」


    　千聖とは所属している事務所が違う。だがこれまで何度も同じ修しゆ羅ら場ばを潜くぐってきたせいだろう、二人の間にそれ以上のやり取りは不要だった。


    　──千聖を信じて、わたしは自分のことに集中する。


    　七慧が内心で覚悟を決めたそのとき、周囲の空気が一変した。


    　ピン、と痛いほどに張り詰めて、気温が数度も下がったような錯覚を覚えてしまう。


    「ルナはん、下がってな」


    「わ、わかったぞ！」


    　有う無むを言わさぬ千聖の声に、さすがのルナも大人しく応じた。すぐさま翼を使って後方へと退避する。


    　その直後、千聖の装しよう束ぞくの中から無数の呪じゆ符ふが鳥の群れのごとく飛び出し、虚こ空くうを舞った。


    「おいで──《青龍》」


    　千聖の唇から零こぼれた、言こと霊だま。


    　それに呼応し、辺りを舞い踊る呪符たちが集合して一つの生き物を形作っていく。


    　それは巨大な蛇へびだった。しかし頭部から堂々とした二本の角が生え、翼がないにもかかわらず宙を悠然と浮遊する。その鱗うろこは濃青で、長く伸びる全身を宝石のごとき耀かがやきに包んでいた。


    　神聖で圧倒的な存在感を放つ、蒼あおき龍。


    「な、なんかすごいのがでたぞ!?」


    　ルナが驚きよう愕がくする中、青龍が凄すさまじい咆ほう哮こうを轟とどろかせ、刃は虎とら目がけて虚空を駆けた。


    「はははっ、何をしようと同じことです！」


    　刃虎は〝巨人ノ剣スルトソード〟を精製して防ごうとする。


    　だが、青龍はそれをいとも容易たやすく噛かみ砕いた。破砕音を置き去りにして、そのまま刃虎へ突進していく。


    「なっ!?　……くっ」


    　それでも僅わずかに速度が落ちた隙すきに身を投げ出し、龍の牙きばを回避する刃は虎とら。龍は素早く宙返りを決めると、再び刃虎に躍おどり掛かった。


    　焦しよう燥そうと苛いら立だちで顔を歪ゆがめた刃虎は〝巨人ノ剣スルトソード〟を次々と作り出す。それを盾とすることで龍の攻撃を防いでいくが、完全に防戦一方だ。


    　あのまま勝てるのではないか、そんな想いが湧わいた七なな慧えだったが、千ち聖さとの表情を見て楽観を吹き飛ばした。


    　額ひたいには玉のような汗を掻かき、不自然なほどに荒い呼吸。


    　恐らくあれだけの神獣を呼び出すのは彼女にとっても至難の業わざなのだろう。しかもコントロールを誤れば、味方をも傷つけてしまう恐れがある。


    　七慧は深呼吸し、魔力を極限まで封じた。


    　これから試そうとしているのは、今まで一度も成功したことのない天あま城ぎ流の奥おう義ぎだった。


    　魔力。体力。気力。集中力。筋力。活力。精神力。判断力。決断力。直観力。


    　すべての力を一瞬で解放し、使い尽くす。


    　そうでなければ、あの状態に至ることはできないだろう。


    　二十秒。それで決着をつける。


    「っ……あかん、そろそろ限界や！」


    　千聖が悲鳴を上げる。


    　そして《青龍》が呪じゆ符ふへと戻ったその瞬間、七慧は鬼気迫るほどの声を張り上げた。


    「天城流槍そう術じゆつ・秘ノ刹さつ撃げき──《雷風共鳴》ッ！」


    　刹せつ那な、七慧の魔導具ウオンドである〝雷らい媛えん〟と〝風ふう姫き〟が同時に煌きらめいた。


    　──わたしの命に従いなさい、このじゃじゃ馬たち！


    　攻撃に特化した雷媛に対して、防御、機動用の風姫。


    　普段その役割を可能な限り分けているのは、いずれの魔導具も気性が荒く、一いつ緒しよに使おうとすれば互いに反発して暴走を始めてしまうからだ。だが──


    　雷媛から迸ほとばしる轟ごう雷らい。それが風姫の周囲を覆おおっていくその一方で、風姫から噴出される気流が雷媛の刀身を呑のみ込んだ。


    　二つの魔導具が融合し、再構成される。


    　現れたのは、両者の属性を混ぜ合わせた新たな槍やりと鎧よろいだった。


    　より長大になった槍は雷と風を同時に纏まとい、そして黄金色に輝かがやく鎧もまた同様に雷と風に覆われている。その雷鳴と風音が一帯に荒々しい協奏を撒まき散らした。


    　──上う手まくいった……っ！


    　地面を蹴けった。


    　風の後押しと雷の爆発によって推進力を得ると、一瞬にして刃は虎とらの眼前へ。


    　刃虎は咄とつ嗟さに魔剣〝ダーインスレイブ〟を振るったが、七なな慧えは寸前でほとんど直角に軌道を修正して空中を移動。刃虎の背後へ。


    　刺突を刃虎の背中に叩き込む。高度な魔術処理により高い防御力を誇る鎧よろいを易やす々やすと破壊し、中の皮ひ膚ふをも斬きり裂いた。


    　同時に電流を浴びた刃虎は、顔を歪ゆがめながらも破れかぶれに魔剣を振るってきたが、すでに七慧はそこにはいない。


    　死角から放った刺突が、今度は刃虎の脇腹に突き刺さる。


    　刃虎はよろめくも何とか踏み止まり、額ひたいに血管を浮き上がらせながら怒号を上げた。


    「き、貴様ァっ！」


    　無数の刃やいばが一度に出現。四方八方から七慧へ襲来する。


    　七慧はその場で瞬転。


    　刃の悉ことごとくを破壊し、さらに勢いそのままに刃虎へ横よこ薙なぎの斬ざん撃げきを放った。


    　それを〝ダーインスレイブ〟で辛かろうじて受け止めた刃虎だが、直後に暴風を叩き付けられ、数メートルも吹き飛んだ。


    「お、おのれえええええっ！」


    　憤ふん怒ぬの咆ほう哮こうを猛たけらせながら、刃虎は幾いくつもの魔剣を同時に呼び出した。


    　炎、氷、風、雷、刃、毒、水、冷気、熱、爆発。


    　様々な属性を有した魔剣を両腕一杯に抱え、強引極まりない一斉砲撃を敢行する。


    　雨嵐のように降り注ぐ多属性攻撃。


    　しかし七慧はそのすべてを超機動力で躱かわし、巻き起こった粉ふん塵じんや煙に紛まぎれた。刃虎はこちらを完全に見失ったらしく、血ち眼まなこになって左右に首を振る。


    　七慧は刃虎の背後へと回っていた。


    「刃虎、後ろだよ」


    　ゲオルクの声でハッとした刃虎が寸前で振り返った。


    「勝つのはッ、私だぁぁぁッ！」


    　唾だ液えきを散らして叫ぶ刃虎。


    　恐らくもうほとんど魔力が枯こ渇かつしてしまっているのだろう、生気を失った顔をしながら、しかしそれでも刃虎は再び多数の魔剣による多属性攻撃を再び決行しようとする。


    　──またあれを放ったら死んでしまう……っ！


    　七慧は慄りつ然ぜんとする。だがこのままでは僅わずかに間に合わない──


    「ハァァァァッ！」


    　刹せつ那なの判断で、七慧は満身の力を込めて突撃槍ランスを投とう擲てきしていた。


    　槍やりは閃せん光こうと化し、虚こ空くうを貫つらぬく。


    　刃は虎とらの腹部へ、彼が魔剣を振るうよりも一瞬だけ早く槍やりの先端が突き刺さった。


    「あがっ!?」


    　刃虎の身体からだが弾はじかれたように吹き飛ぶ。そのまま十数メートルも宙を舞い、部屋の奥の柱に背中から激突した。


    「が……あ……こ、こんな……お、女、子供ごときに……」


    　刃虎の唇から怨えん嗟さの苦鳴が零こぼれ落ちた。だがもはや動くことはできまい。鎧よろいの腹部には大きな穴が開き、焼け爛ただれた腹筋が覗のぞいていた。


    　七なな慧えはその場に膝ひざを折った。二十一秒。限界だ。


    　雷らい媛えんと風ふう姫きがいつもの状態へと戻った。


    「……七慧、ようやったで！」


    「すごいぞ七慧！」


    　千ち聖さととルナの歓声が耳に届く。


    「……残念だよ、刃虎」


    　ずっと傍観を決め込んでいたゲオルクが、ついに玉座から立ち上がった。嘆なげきの溜ため息いきを吐つきながら、倒れた刃虎の元へと歩いていく。


    「……げ、ゲオルク、さま……も、申し訳……ござい、ま、せん……」


    　刃虎は口から血の混じった泡を吹き、縋すがるような目をしてゲオルクを見上げた。


    「覚えているかい、刃虎？　君は先ほど、必ずあの娘どもを目の前で斬ざん殺さつしてみせると、そう僕に誓ってくれたよねえ？」


    「……は……はい……」


    「だけど君はそれを成し遂げることができなかった」


    　ゲオルクは顔に笑みを張りつけたまま言う。


    「ど、どうか……お、お許しを……」


    　必死に懇こん願がんする刃虎。ゲオルクは「仕方がない子だねえ」と呟つぶやき、


    「僕の靴くつを舐なめてごらん？　そうしたら許してあげるよ」


    「よ、喜んでっ……」


    　刃虎は親に褒ほめられた子供のような表情を浮かべた。すぐに従順な犬のように舌を突き出し、唾だ液えきを零しながらゲオルクの靴を舐め始める。


    「綺き麗れいにするんだよ」


    「ひゃひ……げひょるくしゃまのためならひゃ……」


    　腹部から血を垂れ流しながらも、懸命に靴を舐め回していく刃虎。


    　だが次の瞬間、突然ゲオルクが凍いてつくような声音で告げた。


    「汚い舌で僕の靴を舐めるなよ、失敗作」


    「あぎゃ……っ!?」


    　そして顎あご先さきを思いきり蹴けり飛ばされ、刃は虎とらが裏返った悲鳴とともに引っくり返る。


    「げ、げひょるぐしゃま……？」


    　捨てられた猫のような顔をする刃虎へ、ゲオルクは冷たく言い放った。


    「使えないねえ。本当に使えないよ。一度ならまだしも、二度も。どうやら、君は僕の配下には相応ふさわしくなかったようだねえ。君は無能だ。消えてくれ。もう僕の前に姿を見せることもやめてほしい」


    「ああああっ」


    　刃虎が金切り声を上げた。


    「どうか、どうかぁっ!?　私にはっ、あなた様が必要なのですぅぅぅ──ひぎゃあ!?」


    　泣き叫び、近付いてくる刃虎の頭を、ゲオルクが思いきり踏み付ける。


    「見苦しいねえ」


    「ゲオルク様ぁっ、ゲオルク様ぁぁぁっ！」


    　刃虎は顔を床に擦こすりつけながら奇声を上げ続けた。口端から涎よだれを垂らし、瞳ひとみから滂ぼう沱だのごとく涙を流している。


    「ああ、なんて醜みにくく無ぶ様ざまな姿なんだい。急ごしらえだったから、その副作用で精神が少しおかしくなってしまったみたいだねえ」


    　まさしくそれをした張本人であるはずのゲオルクが、肩を竦すくめながらそう言ってのける。


    「酷ひどい……」


    「あいつ、すげぇわるいやつだぞ……っ」


    「七なな慧え、今のうちに龍りゆう之の介すけはんを！」


    　ゲオルクの刃虎に対する仕打ちに唖あ然ぜんとしていた七慧は、千ち聖さとの声にハッとする。すぐさま重い身体からだを引き摺ずり、捕らわれた龍之介の傍そばへと駆け寄った。ゲオルクには憤いきどおりを覚えるが、しかし今は彼を助けることが先決だ。


    　七慧は雷らい媛えんを一いつ閃せんし、龍之介を拘束していた鎖を切り裂いた。


    「龍之介くん、大丈夫っ？」


    　必死に声をかけ、身体を揺する。疲ひ弊へいしているようだが、外傷などは見当たらない。


    「う……」


    　やがて龍之介がうっすらとその瞼まぶたを開いた。


    「龍之介くん、よかった……」


    　安あん堵どの息を吐く七慧。


    　だがこちらを見上げてくる龍之介の瞳に、懐疑的な色が浮かんでいることに気付き、七慧の胸中を不安が覆おおっていく。


    「誰だ、お前？」


    　そして呟つぶやかれたその一言に、七慧は戦せん慄りつした。


    「りゅ、龍りゆう之の介すけくん……？」


    　後ずさる七なな慧えの前で、龍之介はゆっくりと立ち上がった。


    「りゅーのすけっ？　どうしたんだっ？」


    　異変に気付いたルナが不安気な顔で問うが、彼はそれには答えず背後を──ゲオルクの方を振り返る。


    「やあ。おはよう、龍之介くん」


    「……ゲオルク様」


    　龍之介の口から零こぼれたその言葉に、七慧は思わず「うそ……」と呟つぶやいていた。


    「汚い身体からだで近付かないでほしいねえ。彼はもうこの僕のものなんだから」


    　ゲオルクはくくっと笑う。


    　そんな彼を崇あがめるかのように、龍之介が恭うやうやしく首を垂れた。


    「りゅ、龍之介くんっ！　わたしが分からないの!?　ねぇ！」


    　七慧が懸命に主張するが、しかし彼はこちらを不快気に振り向いて、


    「うるせぇな。だから誰だよ、あんた？」


    「っ！　そ、そんな……」


    　七慧は言葉を失って立ち尽くす。


    　ゲオルクが龍之介に命じた。


    「僕のためにそこの害虫どもを殺してくれるかな？」


    「もちろんです」


    　何の躊躇ためらいもなく即答する龍之介。


    「くっ……あかん、こうなったらもうどうしようもあらへん！　撤てつ退たいするで！」


    　千ち聖さとが悔しげに叫ぶ。


    　彼女の言う通り、ゲオルクに操られてしまった以上、もはや彼の救出は望めない。


    　すぐに下階にいるセレスたちにこの状況を伝え、魔ま天てん楼ろうからの逃走を図らなければ──


    『頼りにしてるぜ』


    『任せて』


    「……っ！」


    　しかし不意に脳のう裏りに蘇よみがえったそのやり取りが、七慧の足をその場に縫ぬい止めた。


    「……逃げる訳にはいかないわ。だって、約束したから……今度は、わたしが助ける番だって！」


    　眦まなじりを決し、七慧は断固たる意志を示す。


    「あほっ！　何を言っ──」


    　千聖が言い終わる前に、龍之介の全身から凄すさまじい魔力が立ち昇った。


    「逃がすかよ。《龍りゆう爆ばく速そく》！」


    　龍之介が肘ひじから魔力を放出する。


    　七なな慧えは自分目がけて、彼の拳こぶしが爆発的な速度で迫りくるのを見た。
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    「……くそったれが……」


    　忌いま々いましげに吐き捨てた声が、薄暗い路地裏に響ひびいた。


    　真っ赤な髪の少女が、半壊したコンクリートの壁にもたれかかり、呼吸を荒あららげていた。


    　──ずっと復ふく讐しゆうのためだけに生きてきた。


    　貧民窟で泥水を啜すすり、食料を盗み、あるいは大人の金品を強ごう奪だつしようとして返り討ちに遭って死にかけたのも、すべてがこのときのためだった。


    　だがその復讐の相手を前にして、彼女にはもう、戦う気力すらも残されていなかった。


    　全身血だらけだが、不可解なことに致命傷はない。それでも魔力と体力はとうに枯こ渇かつし、立ち上がることができない状況にまで追い込まれていた。


    　百回挑んでも百回とも負けるだろう。そう確信できてしまうほどに、力の差は歴然だった。


    　それを成した憎き相手──人間の青年が、こちらへと近付いてきた。


    　──ここで死ぬのか。


    　そう思うと、不意に胸の奥から恐怖心が湧わき起こった。


    　復ふく讐しゆうすること以外、大した価値のない己おのれの命だと思っていた。だが、それでも人並みに死への恐怖を感じるのだと知って、それが少女には何とも滑こつ稽けいに思えた。


    　青年がすぐ目の前に立つ。


    　一体どういうつもりか、手に持っていた何かを差し出してきた。


    　それは治療用の魔法薬エリクサーだった。


    　かっと頭に血が上った。


    「テメェ、何のつもりだ!?」


    　恐怖心は一瞬で霧む消しようし、憤いきどおりに声を張り上げた。


    「馬鹿にしてんのかよ！　早く殺せ！」


    　少女の訴えに、しかし人間の青年は面倒臭そうに溜ため息いきを吐つく。そして、きっぱりと断言したのだった。


    「嫌だね」


    「なっ……」


    「何で俺がお前を殺さなくちゃならないんだよ？」


    「な、何でだと？　オレはテメェを殺そうとしたんだぞ!?」


    「けど殺せなかっただろ？　そもそも俺、女子供に手をかける趣味はないんだよ」


    「ふざけんな！　女だからと思って情けをかけるんじゃねェ！　オレはこの数年、ずっとテメェに復讐するためだけに生きてきたんだよ！」


    「……ったく、しょうがない奴だな」


    　喚わめき散ちらす少女を前に、青年は呆あきれたように嘆息した。


    「だったら、お前の言う通りにしてやる」


    「っ！」


    　次の瞬間、青年の全身から膨ぼう大だいな魔力が膨ふくれ上がり、少女は息を呑のんだ。


    　再び恐怖で心が塗り潰つぶされる。


    　──最初から、そうしてろってんだ。


    　それを誤ご魔ま化かすように、少女は内心で強がった。


    　青年の拳こぶしが迫る。


    　気の強い少女も、さすがに目を瞑つむった。


    　轟ごう音おんが耳をつんざいた。


    　だが、いくら待っても衝撃はやってこなかった。


    　恐る恐る瞼まぶたを開ける。拳は背後のコンクリート壁を粉砕していただけだった。


    「な、何の……つもりだよ……？」


    　それでも声は震えていた。


    「今ので復ふく讐しゆうに憑とりつかれていたお前は死んだ。今から新しい人生だ」


    「っ……そ、そんなことで納得するとでも──」


    「うるさい」


    　ぴりゃりと青年は断じた。


    「勝った方が負けた方の命を奪う権利があるというのなら、生かす権利もあるはずだ。だから俺はお前を生かす。反論は許さない。分かったな。もしそれでもどうしても死にたいと言うのなら、自分でやれ」


    　そうとだけ言い残して、踵きびすを返す青年。


    　しばし少女は唖あ然ぜんとしていたが、やがて半ばヤケになったようにその手に魔導具ウオンドの剣を顕現させると、己の喉のど首くびにその切っ先を突き付けた。


    　──死んでやるッ！


    　だが何度も喉首を掻かっ切ろうとするが、できない。


    　死への恐怖ゆえか？


    　違う。死のうとする度たびに、先ほどの言葉が脳のう裏りを過よぎるのだ。


    『今から新しい人生だ』


    「くそっ……何でっ……何でだよっ……何でできねェんだよっ……」


    　そのときだった。立ち去りかけていた青年が、こちらを振り返ったのは。


    「──それはそうと。死ぬくらいなら、俺の愛人にならないか？」


    



    



    「くくっ」


    　正直、今思い返してみても、あの状況であの言葉はないだろう。脳裏を過った過去の光景に、セレスは思わず喉を鳴らしていた。


    「……なぜ笑っておる？」


    　幻げん才さいが訝いぶかしげに眉まゆをひそめる。長命な吸血鬼と違って、彼はすでに白髪の老人だった。しかしあのときの青年の面おも影かげは、今も随ずい所しよに残っている。


    「さァな。ちょっと昔のことを思い出していただけだ」


    　そう嘯うそぶくセレスの全身からは、真っ赤な湯気のようなものが立ち上っていた。


    　それはセレス自身の血液だった。それがそのまま膨ぼう大だいな魔力へと変換されていき、彼女の全身を煌こう々こうと輝かがやかせていた。


    　己の血を──命を燃やす。


    　思えばこれは、あのときこの男に貰もらったものだった。


    　──テメェがくれた命だ。今ここでそれを使っても惜しくなどねェ！


    　次々と失われていく血液に軽い眩暈めまいを覚えながらも、セレスは咆ほう哮こうを上げた。


    「行くぜッ！」


    　セレスは蹴けり叩く足で地面を破砕させながら、一足飛びに彼ひ我がの距離を詰めた。


    　その異次元めいた加速に、さすがの幻げん才さいも一瞬目を見開く。


    　地獄の業ごう火かのごとき火炎を纏まとった大剣を、セレスは強烈な踏み込みとともに横へ一いつ閃せん。


    　それを幻才は魔力を帯びた拳こぶしで受け止める──いや、


    　皮ひ膚ふを切り裂き、骨を砕く音。そして肉が焼ける臭いとともに拳が弾はじかれ、その勢いで幻才の上体が後方へと傾かしぐ。


    　セレスはその隙すきを見み逃のがさずにさらに一歩、前へと踏み込むと、返す刀で神速の袈け裟さ斬ぎりを繰り出した。


    　幻才は体勢を立て直すことを諦あきらめ、後方へ跳んでその斬ざん撃げきを躱かわす。だが大剣から火炎が鞭むちのごとく伸び、幻才の胸部を焼いた。


    　セレスはさらに追撃する。右手で峻しゆん烈れつな突きを繰り出すや、それを半身で避けられると、左の掌てのひらを横から右手にぶつけ、その衝撃により弾かれるような速度で横よこ薙なぎの斬撃へと即座に移行。さらに幻才の腹部を斬り裂く瞬間、剣先が爆砕した。「がっ……」と幻才が苦鳴を漏もらす。


    　セレスの攻撃は終わらない。


    《龍りゆう爆ばく速そく》で加速された拳をしゃがみ込んでギリギリで躱すと、下方から救い上げるような斬撃。それが幻才の脇腹から肩にかけて斜めに裂傷を刻む。
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    　前方に魔力を爆発させ、堪たまらず後退しようとする幻げん才さいだが、セレスは逃がさない。


    「かははっ！　やりおるの、お主ッ！」


    　突然、幻才が大笑した。


    　直後、無数の拳こぶしと蹴けりが、その各おの々おのが圧倒的な破壊力を秘めて迫りくる。早さ乙女おとめ幻才流拳けん法ぽう・中伝の《多た頭とう龍りゆう撃げき衝しよう》だ。


    　セレスも負けじと斬ざん撃げきの嵐で応じた。


    「おおおおおおおおおおッ！」


    「オラオラオラオラオラッ！」


    　拳と剣が、脚と剣が幾いく度どもぶつかり、弾はじき合い、激烈な炸さく裂れつ音おんを連響させる。


    「《龍りゆう爪そう拳けん》ッ！」


    「《滅めつ殺さつ焔えん》ッ！」


    　互いの技と技の、力と力の応おう酬しゆう。


    　全身から血色の煙を噴ふき出しながら、文字通り命を燃やして攻め立てるセレス。だがそれでも早乙女幻才を相手に、完全な優位に立つことはできない。


    「《壊かい砕さい轟ごう龍りゆう拳けん》ッ！」


    「《紅こう炎えん噴ふん烈れつ》ッ！」


    　一際激しい衝突とともに、両者が同時に弾き飛んだ。


    　セレスは床を幾度も横転して壁に激突。それでもすぐさま立ち上がるが、一瞬、身体からだから力が抜けてよろめいた。視界が霞かすむ。


    　──チッ、さすがに消耗が早すぎるっ……。


    　内心で焦しよう燥そうを覚えるセレス。


    　一方の幻才は半身をめり込ませていた階段からゆっくりと身を起こすと、未いまだ余裕を感じさせる声で告げた。


    「まさか、ここまでとは思わなかったのう。出会いの形が違えば、お主とは良き友になれたかもしれぬな」


    「……そうかい」


    　セレスは苦々しく顔を歪ゆがめた。


    　こうして対たい峙じしてみて確信したが、ゲオルクの配下になってしまっていることを除のぞけば、幻才の性格は以前とまるで変わってはいない。


    　だからこそ、余計に苛いら立だちが募つのる。


    「お主を殺すのは忍びないが、これもゲオルク様のため」


    「ハッ、ゲオルク様ねェ？　天下の早乙女幻才が、あんな奴に操られちまうなんてな」


    　そのセレスの挑発に、幻才が片かた眉まゆを僅わずかに跳ね上げた。


    「……操られる？　何を言っておる。ワシは自みずからの意志でゲオルク様に従っておる」


    「だったら過去、テメェは自分が何をしていたか覚えてるか？」


    「知らぬ。ワシは記憶を失っているようだからな」


    「失ったんじゃねェよ。消されたんだ。ゲオルクのクソ野郎にな。テメェを操る上で、邪魔だったんだろう」


    「……ワシを惑わすつもりか？」


    「惑わされているのはテメェの方だ。テメェにはどう見えているか知らねェけどよ、オレにはあんな奴、便所に棲すむクソ虫以下の害虫にしか見えねェ」


    「……偉大なるゲオルク様をそこまで侮ぶ辱じよくするか……」


    　瞳ひとみに怒気を孕はらませ、幻げん才さいが低い声で唸うなった。


    「ならばもはや容よう赦しやはせん。見せてやろう。ワシの全力を。秘伝──《龍りゆう脈みやく開かい放ほう》」


    　そう宣言した直後、幻才の身体からだから信じられない量の魔力が噴出した。


    「っ！」


    　まるで前方から暴風を叩き付けられたかのようだった。セレスの真しん紅くの頭髪が後方へと大きく靡なびく。


    　肌が粟あわ立だち、セレスは思わず一歩、その場で後ずさってしまった。


    　──これが、早さ乙女おとめ幻才流拳けん法ぽうの秘伝か……。


    　恐らく普段は眠っているはずの経けい絡らくを意識的に解放させることで、より膨ぼう大だいな魔力を練り上げているのだろう。


    　──相変わらず出で鱈たら目めな野郎だ。


    　その鬼神めいた威圧感だけで、心が折れそうになる。


    　だがセレスは己おのれを叱しつ咤たし、大剣を構え直した。


    　長期戦は不利。次の激突で勝負をつけるしかない。


    　あの日。新しい人生を生きることを選択したセレスにとって、それまでの復ふく讐しゆうの相手は、目標へと変わった。


    　憧あこがれ、と言っても良いかもしれない。


    　あるいはもしかすると、それはもっと別の感情だったのかもしれないが。


    　──そんなテメェが、あんなクソの言いなりになっている姿なんざ、オレは見たくねェんだよ！


    　両者、同時に地面を蹴けった。


    「オラァアアアアアアアアアッ！」


    　裂れつ帛ぱくの雄おた叫けびを吐き出し、セレスは己の命を愛剣に注ぎ込んだ。火炎が瀑ばく布ふのごとく噴ふき上がり、スパークする。


    



    「《龍りゆう覇は皇おう狂きよう襲しゆう殺さつ》ッ！」


    「《終シユウ炎エンノ刻トキ》ッ！」


    



    　凄すさまじい魔力を帯びた拳こぶしと、猛炎をともなう大剣が激突する──


    　──ッ！　駄目だ……ッ！


    　だがその寸前、セレスは己おのれの敗北を確信した。


    　あと一歩、及ばない。このままぶつかり合えば間違いなく押し負ける。


    　その刹せつ那な、幻げん才さいと視線が交錯する。


    「っ……」


    　まるで時間を切り取ったかのように静止した雲うん耀ようの領域の中で、セレスは見た。


    　逡しゆん巡じゆん。躊躇ためらい。戸惑い。不安。


    　幻才の瞳ひとみの奥に、それらの感情が揺らいでいるのを。


    「やっぱり、操られていてもテメェはテメェだな、幻才」


    　そして──


    　セレスが振り下ろした大剣は幻才の拳を打ち砕き、そのまま彼の右腕を一瞬にして焼き尽くした。


    



    



    「……大丈夫です。どうやら息はあるようです。患かん部ぶが熱ねつ凝ぎよう固こしたお陰で止血もされていますので、出血多量で死ぬこともないでしょう」


    「ハッ、こいつのことだ。これくらいじゃ死なねェだろうよ」


    　東とう堂どうの報告に、セレスは内心で安あん堵どしつつもそう吐き捨てた。


    　気を失って地面に横たわっている幻才の右腕は、先ほどのセレスの一撃で完全に消し飛んでいた。再生医療で治療できるだろうが、完治には相応の時間が必要だ。


    　鏑かぶら木ぎがこちらへと歩いてくる。


    「しっかし、びっくりしたぜ。まさかお前さんが吸血鬼だったなんてな。絶滅したんじゃなかったのかよ」


    「ハッ、オレの弱みを握って脅おどそうってか？」


    「安心しろ。そんなことしねぇよ。今の戦いぶりを見てたら、おっかなくてできやしねぇ」


    　その冗談めいた口振りとは裏腹に、鏑木の目は笑っていなかった。


    　寿命を縮めるほどの無茶をしたとは言え、あの早さ乙女おとめ幻才を一対一で撃ち破ったのだ。さすがの鏑木も恐れをなしたといったところだろう。


    「……見事だった」


    　とそのとき、幻才の唇が動いた。いつの間にか瞼まぶたを開いていた彼は、驚嘆の声を漏もらす。


    「まさか、このワシが敗北を喫するなど思わんかったぞ……」


    「ふん、目が覚めたか。タフな奴だぜ」


    　セレスは幻げん才さいを見下ろしながら鼻を鳴らす。


    「だがその言葉はそっくりそのまま返してやらァ。まさか〝真しん醒せい〟を使っても、テメェに及ばないとは思わなかったぜ」


    「……」


    「本来のテメェが相手だったら、負けていたのはオレの方だった。だが、テメェには迷いがあった」


    　だからあの瞬間、幻才の力が僅わずかに緩んだのだ。


    　そしてその僅かが勝敗を覆くつがえすこととなった。


    「……ワシは……」


    　彼としても己おのれの行動に納得ができないらしく、困惑したように口を噤つぐむ。


    　恐らくは操られてもなお、彼の中にある良心はゲオルクに反抗していたのだろう。


    　やがてセレスを見上げて、幻才はぽつりと呟つぶやいた。


    「お主、やはりどこかで会ったことがあるような……」


    「大ありだっての、クソッタレが。……おい、東とう堂どう」


    　舌打ちを零こぼしてから、セレスは東堂を促した。


    「念のため、しばらく眠っておいていただきます」


    　東堂が得意の氷結魔術を使い、幻才を巨大な氷の中へと閉じ込めた。


    　セレスはそれを見届けると、満まん身しん創そう痍いの身体からだを叱しつ咤たし、階段の方へと身体を向ける。


    「……できれば一息つきてェところだが……そうはいかねェよな」


    　先に進んだ少女たちのことが心配だ。


    　四人は最上階へと急いだ。


    



    　　　　　　２


    



    　──こいつはゲオルク様の敵だ。排除しなければ。


    　その想いに突き動かされ、龍りゆう之の介すけは拳こぶしに魔力を収束させた。


    「死ねよ！」


    　そして甚じん大だいな破壊力を有した拳を、目の前の少女目がけて繰り出す。


    　だが不可解なことに、彼女はそれを避けようという素そ振ぶりすら見せなかった。


    　それどころか、迫る拳を前に目を瞑つむることもない。


    　その黒い瞳ひとみは、ただただ真まっ直すぐこちらを見詰めている。そこには恐怖や不安の色が一切ない。まるでこちらが殴ることなどあり得ないと、信じているかのようだった。


    「っ！」


    　龍りゆう之の介すけはなぜか反射的に手を止めていた。


    　風圧が少女の顔を叩き、黒髪が大きく靡なびく。それでも彼女は目を開けたままだった。


    　──ど、どういうことだ？　それにこいつ、どこかで会ったことがあるような……。


    　不意に、脳のう裏りを走馬灯のように幾いくつかの光景が過よぎる。


    　だがいずれも深い靄もやがかかっているかのように、はっきりと思い出すことができない。


    　何か、大切なものを忘れている気がする。しかし必死に思い出そうとすればするほど、激しい頭痛に襲われ、龍之介は頭を抱えた。


    「……お、おれ、は……」


    　そんなこちらの様子に、龍之介が仕えるべき主人──ゲオルクが目を剥むいた。


    「ば、馬鹿な、僕の《精神支配マインドハツク》は終わったはずなのに……まだ足りなかったというのか？」


    「あっ、あああっ！」


    　突然、痛みが増した。思わず口こう腔こうから絶叫を上げ、龍之介は床に膝ひざを突く。


    　見ると、ゲオルクの目が不気味に輝かがやいていた。


    「君は僕のものだ。そう、僕だけのものだ」


    「ああああああああっ！」


    　囁ささやくような甘い声が耳を撫なでる。しかしそれに伴ともなって、さらなる激痛が襲いかかってきた。


    「させないぞ！」


    　そのときまだ十歳ほどと思われる幼い少女が、口から閃せん光こうを吐き出した。


    　それが背後にいたゲオルクに迫る。


    　──ゲオルク様を護まもらなければ……っ！


    　強迫観念に突き動かされるように、咄とつ嗟さに身体からだが動いていた。魔力を帯びた拳こぶしで、その閃光を弾はじき飛ばす。閃光は逸それて壁に深々と穴を穿うがった。


    「りゅーのすけっ、どうしてそんな奴をまもるんだっ!?　ルナが分からないのかっ？　りゅーのすけ！」


    　幼い少女が、半泣きの顔でこちらの身体に縋すがりついてくる。


    「……やめろ！」


    「っ！」


    　しかし龍之介は彼女を突き飛ばした。床へと尻しり餅もちをついた幼い少女は、愕がく然ぜんとした顔でこちらを見上げてくる。


    　ゲオルクが哄こう笑しようを上げた。


    「ははははは！　いいよ、龍之介、えらいねえ。よくやったよ。君は僕のもの。僕だけのものなんだ。僕を護り、その害虫どもを駆く逐ちくしておくれ」


    「……わ……分かり、ました……」


    　そうだ。彼の命令は絶対だ。


    　なぜなら自分が愛し、敬服するお方だからだ。


    　龍りゆう之の介すけは顔を上げ、侵入者の少女たちを睨にらみ付けた。


    　黒髪の少女と再び目が合った。彼女の唇が動く。


    「龍之介くん。あなたを助けに来たわ」


    「ッ……」


    　心臓が跳ねる。胸の奥で何かが弾はじけた気がした。


    



    　──度──わたしが──助──だか──


    



    　まるでノイズがかかったように、所々が塗り潰つぶされた言葉。


    　それでも、胸に広がるこの温かさは何だ？


    　それはきっと、どこかで聞いたことのある、優しい誓いで。


    　いつだったか。思い出せない。


    　けれど、その言葉に、俺は、俺は──


    　ハッとした。


    　その直後だった。ゲオルクの命令が割り込んでくる。


    「さあ、殺しておくれ。その目め障ざわりな女たちを、一刻も早く。僕のために」


    「……ああ、ぶち殺してやるよ──」


    　従順に頷うなずき、龍之介は魔力を練り上げる。そして脚部から魔力を放出。


    　早さ乙女おとめ幻げん才さい流拳けん法ぽうの初伝である《龍りゆう爆ばく速そく》で、一気にゲオルクへと肉薄する。


    　愉ゆ悦えつに満ちていたゲオルクの表情が激変した。


    「──ゲオルク、てめぇをなッ！」


    　次の瞬間、怒声とともに拳こぶしがゲオルクの鼻頭に突き刺さり、ぶち抜いてた。


    「があッ!?」


    　ゲオルクは悲鳴を上げて後方へと吹き飛び、玉座に激突。玉座は盛大に破損し、折れた脚部が宙を舞った。


    「俺に命令するんじゃねぇよ、クソ野郎」


    



    　　　　◇


    



    「な、何をするんだい……？　僕は君のご主人様なのだよ……？」


    　壊れた玉座を押し退のけ、ふざけたことをのたまうゲオルクへ、龍之介はきっぱりと言い放つ。


    「俺はてめぇの配下なんかじゃねぇ」


    「馬鹿な……。まさか、僕の精神支配が跳ね返されたなんて……」


    　美び貌ぼうを歪ゆがめながら、あり得ない、と首を振るゲオルクを後しり目めに、龍りゆう之の介すけは床に倒れたままだったルナに手を差し伸べた。


    「すまねぇな、ルナ。突き飛ばしちまって」


    「りゅーのすけっ！　しょー気にもどったんだな！」


    　彼女はパッと顔を明るくしてすぐさま起き上ると、こちらの胸へと飛び込んできた。


    「りゅーのすけ！　りゅーのすけ！」


    　嬉しそうに連呼しながら、ぐりぐりと顔を押し付けてくる。


    「龍之介くん……思い、出したのね……？　……わたしのことも、ちゃんと分かる？」


    　恐る恐る訊きいてくる七なな慧えに、龍之介は頷うなずいた。


    「ああ。ごめん、心配かけたな……。俺を、助けにきてくれたんだな……」


    『今度はわたしが助ける番だから』


    　彼女がくれたその言葉が、自分を取り戻す鍵かぎとなったのだ。


    　たとえ記憶を消すことはできたとしても、心の奥に刻み込まれた感情までは消すことができなかったのだろう。


    「……だって、約束したじゃない」


    　少し目尻に涙を浮かべながら、七慧が力強く頷いた。


    「まァ、ウチはこの展開を予想しとったけどな」


    　と、そこへ千ち聖さとが駆け寄ってきた。その口振りとは裏腹に、彼女もまた少し瞳ひとみを充血させている。


    　そのとき、複数の足音が聞こえてきた。


    　セレス、東とう堂どう、それから土つち御み門かど影えい那なの姿まであった。一見してかなり疲ひ弊へいしているようだったが、それでも慌あわてた様子で駆けてくる。


    「ハッ、どうやら《精神支配マインドハツク》を受ける前に助け出せたみてェだな」


    　こちらを認めて、セレスが口角を上げた。その後ろで、東堂と影那が安あん堵どしたように息を吐つくのが見えた。


    「まぁ、さっきまで操られていたんだけどな」


    　龍之介は少しバツが悪そうに応じる。


    　と同時に、思わず目め頭がしらが熱くなった。七慧たちだけでなく、彼女らもまた、こんなところにまで自分を助けに来てくれたのだろう。


    「あー、くそ重てぇ。何で俺がこんなじじいの氷像を運ばなけりゃならねぇんだよ」


    　さらにそこへ、下駄を鳴らし、巨大な氷の塊かたまりを抱えながら、ぶつぶつと不満を吐き出して入ってくる無ぶ精しようひげの男がいた。


    「窓から放り落としてやろうかと思ったが、窓が一つもありやしねぇ」


    　汗をぬぐいながらそう吐き捨てる。


    　見覚えのあるその男に、龍りゆう之の介すけは我が目を疑った。


    「鏑かぶら木ぎ華か劉りゆうっ？　何でここに……」


    　それは第二階級魔術師ウイザード・鏑木華劉だった。


    「よう小僧。久しぶりだな。まぁ、色々と訊ききたいことがあるのは分かるが、詳しい話は後だぜ後」


    　ファナを奸かん計けいにより陥おとしいれた張本人が、しかし平然と手を上げてこちらに挨あい拶さつを投げてくる。


    　それに龍之介が応じる間もなく、鏑木はゲオルクの方へと視線を転じ、嘲ちよう弄ろうするように口端を上げた。


    「さぁて、ニセ魔導王バンデイツトさんよ。残念だが、てめぇの最強の手下はそこの紅髪がやっつけちまってこの通りだ」


    　こんこん、と氷の塊かたまりを叩く鏑木。彼の言葉を裏付けるように、よく見るとその氷の中に幻げん才さいが閉じ込められていた。


    「ジジイ!?」


    　思わず頓とん狂きような声を出してしまう龍之介。


    「げ、ゲオルク様ぁ……っ！」


    　突然、情けない悲鳴が響ひびいた。聞き覚えがある。あのモヒカン男、轆ろく轤ろの声だ。


    　玉座の間へと入ってきた轆轤は全身から大量の血を流し、もはや息も絶え絶えだった。立つのもやっとという印象で、それでも何とかここまで戻ってきたらしい。自慢のモヒカンは使い古した箒ほうきのようにボロボロになっていた。


    「ゲ、ゲオルク……さま……」


    　しかし満まん身しん創そう痍いの轆轤はゲオルクのところまで辿たどり着くこともできず、途中で力尽きたように倒れ込んだ。


    　その様子をゲオルクは、ただ感情を窺うかがわせない瞳ひとみで見下ろすだけだった。


    　少し遅れて、続々とこの最上階に足を踏み入れてくる者たちがいた。


    　龍之介の知らない老人たちもいれば、鬼き頭とう権ごん蔵ぞうを初めとして龍之介と面識のある民間騎士事務所の者たちもいる。それから驚くべきことに、あの騎士陸軍の四人組の姿まであった。


    「全員やっつけてやったぜ。いやー、めちゃくちゃ手て強ごわかったけどなー、マジで」


    　随ずい分ぶんと疲ひ弊へいした様子の服はつ部とりが、何とも嬉しそうに報告する。


    「覚悟しやがれ、ゲオルク。テメェの《精神支配マインドハツク》は確かに厄やつ介かいだがよ、テメェ自身はどうだ？　強力な配下たちで周りを固め、こんな場所にずっと引き籠こもってやがるくれェだ。さぞかし、ラスボスらしい強大な力を見せてくれるんだろうなァ？」


    　追い詰められたゲオルクへ、セレスが挑発するように言い放った。


    「……まったく。どいつもこいつも、役立たずだねえ」


    　しかし多勢に取り囲まれてしまった状態にありながらも、ゲオルクにはまるで取り乱す様子がない。


    「本当はこの姿を見せたくはなかったんだけれどねえ……でも、仕方がない」


    　美び貌ぼうを歪ゆがめ、ゲオルクが独りごつ。


    　次の瞬間、この場に集つどう戦いの猛も者さたちが戦せん慄りつを覚えてその場に立ち竦すくんだ。


    　空気が激変していた。


    　先ほどまでのどこか貧弱さを感じさせる気配とはまるで違う。ゲオルクの全身から底知れない量の魔力が噴ふき上がっていた。普通の魔術師ウイザードならこの威圧感だけで気を失うかもしれない。


    　服を突き破って、ゲオルクの腹部から何かが跳び出してくる。


    　脚だ。


    　それも人間のものではない。


    　幾いくつもの関節を持つ、長い脚。剛毛にびっしりと覆おおわれ、その先端は爪つめ状になっている。


    　それは蜘く蛛もの脚だった。


    　しかも一本だけでなく、全部で六本。


    　変化はそれに留とどまらない。


    　額ひたいには六つの単眼が姿を現し、口部は牙きばを思わせる鋏きよう角かくと化している。


    　全身が一回り巨大化して姿勢が猫背になるとともに、尾部が大きく膨ふくらむ。


    　美男の姿はもはや見る影もない。


    　人と蜘蛛を融合させたような、何とも悍おぞましい化け物がそこに出現していた。


    「こいつは蜘蛛族アラクネか？　それとも人と魔獣の合成体キメラか？　いや、そのどちらでもねぇな……」


    　鏑かぶら木ぎが焦しよう燥そうを滲にじませた声で分析する。


    　──まさか、こいつは……。


    　皆がゲオルクの正体を把は握あくしかねている中で、龍りゆう之の介すけだけは見当をつけていた。体内を流れるその血が、まるで共鳴したかのように疼うずいているのだ。


    「げ、ゲオルク、さま……」


    　そのとき地面を這はっていた轆ろく轤ろが、ようやくにしてゲオルクの傍そばまで辿たどり着く。


    「ああ、可か哀わい想そうな轆轤。痛いだろう？　今すぐ楽にしてあげるよ」


    　ゲオルクはその蜘蛛の腕で轆轤を掴つかみ上げる。そして信じられないことに、轆轤の腹部に己の鋏角で噛かみ付いた。


    　血の飛沫しぶきが舞い、肉が潰つぶれて骨が砕ける音が響ひびく。


    「一つになろう。君は僕のものだ」


    　さらに轆轤の身体からだを貪むさぼり食いながら、ゲオルクが悍ましい声で囁ささやいた。


    「ヒャハァ……ゲ、ゲオルクさま……っ！　ゲオルクさまぁぁぁ……っ！」


    　轆轤は涙を流して咽むせび泣き、歓喜の声を上げる。


    「一つにッ、ゲオルクさまッ！　イヒャヒャヒャヒャァァァッ！」


    　腕を喰くわれ、足を喰われ、内臓を引き千ち切ぎられても、轆ろく轤ろの笑声は収まらない。


    「ゲオルクさ──」


    　やがてその頭部を呑のみ込まれ、ようやく笑声が途切れた。


    　凄せい惨さん極まりない公開食事を前に誰もが気け圧おされ、動くことができなかった。


    　口部の周りを血や臓物で汚よごしたゲオルクが、複数の目を一斉に龍りゆう之の介すけの方へと向けてきた。


    「……っ！」


    　肌が粟あわ立だつ。


    「龍之介くん。もし君の心が僕のものにならないというのなら、その身体からだだけでも僕のものにしてあげるよ。今の轆轤みたいにねえ！」


    　気味の悪い宣言を上げたかと思うと、ゲオルクが地面を蹴けった。


    　巨体に似合わぬ速度で襲いくるゲオルク。腕の一本が龍之介を捕まえようと伸びてきた。


    「くっ……《龍りゆう爆ばく速そく》ッ！」


    　龍之介は魔力を放出して拳こぶしを加速、それをぶつけて迫りくる腕を弾はじいた。


    　だが信じがたいほどに硬い。骨にまで伝わってきた衝撃に思わず顔を顰しかめる。


    　直後、蜘く蛛もの脚が大きく広がった。六本もの長い腕に四方を囲まれ、逃げ道がない。そのまま龍之介は抱き締められるようにして拘束されてしまう。


    　恐ろしい力に絞しめつけられ、身動きが取れない。


    「ああ、僕は君を食べたい！」


    　眼前にゲオルクの醜しゆう怪かいな顔があった。鋏きよう角かくが迫る。


    「そいつを喰わせるわけにはいかねーぜ！　また今度、戦う約束してんだからな！」


    　割り込んできたのは服はつ部とりだ。


    　強烈な蹴りがゲオルクの額ひたいを叩き、上体が後方へ傾かしいでよろめく。僅わずかに腕の力が緩んだ隙すきに、龍之介は《龍爆速》で加速させた蹴りを顎あごへとお見舞いした。


    　その反動で何とか拘束から逃のがれると、龍之介はすぐさま跳び退すさって距離を取る。


    「大丈夫、龍之介くんっ？」


    　そこへ七なな慧えやセレスが駆け寄ってきた。さらにその場にいた全員が魔導具ウオンドを構え、ゲオルクを取り囲もうとする。


    「……君たちは邪魔だねえ」


    　ゲオルクは忌いま々いましげに顔を歪ゆがめると、身の毛がよだつような禍まが々まがしい声で呟つぶやいた。


    「──《魔界の軍勢レギオン》」


    　直後、ゲオルクの頭上の空間が、おどろおどろしい軋きしみ音を奏かなでながら大きく歪んだ。


    　虚こ空くうに穴が開き、そこから何かが這はい出してくる。


    　人間の脳を思わせる物体に、蠅はえのような足が大量に生えているもの。


    　縦に大きく裂けた口こう腔こうを有し、無数の触手と眼球が身体全体を覆おおっているもの。


    　体表と内臓が反転し、その外気に晒さらされた痛みからか、絶え間なく甲かん高だかい絶叫を上げ続けている人型のもの。


    　現れたのは、ゲオルクの姿が可か愛わいく思えてしまうほどの異形の魔獣たちだった。


    　その数はゆうに五十匹を超える。


    「魔界の獣けものよ。連中を好きに貪むさぼれ」


    　ゲオルクの命に応じて、獣たちが殺到する。


    「チッ、厄やつ介かいなものを呼び出しやがるッ！」


    　セレスが大剣を豪快に一いつ閃せん、芋いも虫むしに人間の脚のようなものを生やした魔獣を斬きり裂いた。


    　だが魔獣は痛みを感じる素そ振ぶりもなく、そのままセレスに突撃。ここに来るまでにかなり消耗してしまったのか、鈍にぶい動きのセレスはそれを躱かわし切れない。


    「《疾しつ雷らい》ッ！」


    　しかし横合いから雷を伴ともなう刺突が叩き込まれて、芋虫の突進は横に逸それてそのまま柱に激突した。


    「……助かったぜ、天あま城ぎ」


    「いえ……」


    　セレスの礼に応じる七なな慧えだが、彼女もまた限界にきているのだろう、肩を大きく上げ下げしながら息をしていた。


    　彼女たちだけではない。千ち聖さとやルナ、それに老人たちや服はつ部とりも明らかに疲ひ弊へいしていた。


    「彼らの心配をしている余裕なんてないだろう？」


    「っ！」　


    　魔界の獣たちが疲労困こん憊ぱいしたセレスたちに襲い掛かる中、ゲオルクはただ龍りゆう之の介すけだけを狙って迫ってくる。


    「それに、僕以外を見るなんて許せない」


    「……くそっ」


    　足元に魔力を放出して逃げようとするも、人外の速度を見せるゲオルクにすぐに追い付かれてしまう。


    「逃がさない。僕は愛する君をどこまでもどこまでも追い駆けていくよ」


    「《龍りゆう咆ほう破は》ッ！」


    　醜しゆう悪あくな顔で吐き出される気き障ざな言葉に寒気を覚えながら、龍之介は右手を前方に突き出す。


    　放たれた衝撃波の龍をしかし、ゲオルクは六本の腕で受け止めると、そのまま力任せに押し潰つぶしてしまった。


    　だがそれは囮おとりだ。


    「ん？　どこに行ったんだい、僕の可愛い可愛い龍之介くん？」


    「俺の名前を気安く呼ぶなッ！　《壊かい砕さい龍りゆう轟ごう拳けん》ッ！」


    　ゲオルクの背後へと回っていた龍りゆう之の介すけは、その背中へ渾こん身しんの一撃を叩き込んだ。


    　衝撃で海え老び反ぞりになりながら吹き飛ぶゲオルク。だが柱を蹴けって即座に反転すると、こちらへ勢いよく突っ込んできた。


    「ッ！」


    　そのまま激突され、龍之介は窓ガラスへと叩き付けられた。


    　ゲオルクの巨体に圧迫され、肺から強制的に息が漏もれる。


    　次の瞬間、背中で破砕音が轟とどろいた。窓ガラスが割れたのだ。


    　ガラス片が飛び散り、それに交じって龍之介は空中へと投げ出されていた。


    　地上百八十階。高さ一千メートル。龍之介は超高度から地上へと落下していく。


    「龍之介くん……っ！」


    　豪風に混じって届いた七なな慧えの悲鳴も、あっという間に遠ざかる。


    　空中からゲオルクが追い駆けてきた。


    　背中にはいつの間にか蜂はちのような翅はねが生えていた。それをはためかせることで、猛スピードでこちらに追い付いてくる。


    「《龍りゆう爆ばく速そく》ッ！」


    　龍之介は足から魔力を放出し、迫りくるゲオルクへ立ち向かった。


    　だが繰り出した拳こぶしは容易たやすく躱かわされ、逆に蜘く蛛もの腕で思いきり殴り飛ばされてしまう。


    「くそッ」


    　しばし空中を錐きり揉もみし、何とか体勢を整える。しかし気付けばゲオルクはすぐ背後にいた。再び魔力を放出し、龍之介は辛かろうじて突進を回避する。


    　自在に動くことができない空中では不利だ。


    　龍之介はあえて上方向に魔力を放出することで落下速度を上げ、地面へと逃げた。


    　瞬く間に地面が迫ってくる。


    　見回り中の都庁守備隊の騎士たちがこちらに気付き、慌あわてふためくさまが見えた。


    「おおおおっ！」


    　あと数十メートルというところで雄おた叫けびを上げて魔力を下方に放ち、急減速。


    　だが完全に停止することはできず、龍之介はそのまま地面に激突した。


    　凄すさまじい轟ごう音おんとともに、一帯に壮大な地じ響ひびきが巻き起こる。


    「ってえ……さすがにちょっと無茶だったか……」


    　舞い上がった土煙が晴れ、やがて顔を顰しかめて地面に立つ龍之介の姿が見えてくると、騎士たちがどよめきを上げた。


    「な、何だ貴様はっ？」「侵入者かっ？」「と、捕らえろ！」


    　だがすぐに自分たちの職務を思い出し、武器を構えてこちらを包囲してくる。


    　そのとき、ぶーんという羽音を鳴らし、ゲオルクがすぐ近くへと降りてきた。


    「邪魔だよ、君たち」


    　ゲオルクはそう冷たく呟つぶやき、騎士の一人の首を蜘く蛛もの腕で鷲わし掴づかみにする。そのままいとも容易たやすく胴体から引き千ち切ぎってしまった。


    　間かん欠けつ泉せんのような血飛沫しぶきが上がり、騎士たちが慄りつ然ぜんと息を呑のむ。


    「こ、殺して構わん！　攻撃開始ッ！」


    　硬直して立ち止まっていた騎士たちを叱しつ咤たするように、隊長格と思おぼしき騎士が怒鳴った。


    　慌あわてて攻撃魔術を発動しようとする彼らだったが、それよりも早くゲオルクが鋏きよう角かくの奥から白い糸を吐き出した。


    「な、何だっ!?」「糸っ!?」「くそっ、切れない！」


    　騎士たちが瞬またたく間に糸に拘束され、身動きを封じられる。


    　ゲオルクが騎士の一人と繋つながった糸を引いた。


    「うあああっ！」


    　騎士がゲオルクの傍そばへと引き寄せられていく。


    　彼を自分の傍まで持ってくると、ゲオルクはその脇腹に鋭するどい鋏角を突き立てた。


    　絶叫が轟とどろく。


    　ゲオルクはその騎士を貪むさぼり食い、咀そ嚼しやくする。騎士たちの間から阿あ鼻び叫きよう喚かんの悲鳴が上がった。


    　さらに別の騎士をも手にかけようとするゲオルクへ、龍りゆう之の介すけは怒声を上げて飛び掛かる。


    「やめろぉぉぉっ！」


    　渾こん身しんの回し蹴げりをゲオルクに叩き付ける。


    　弾はじき飛んだゲオルクの身体からだは魔ま天てん楼ろうの壁面にめり込んだ。


    「おおおおおっ！」


    　龍之介は即座に追撃する。


    　壁から這はい出そうとしていたゲオルクへ、《多た頭とう龍りゆう撃げき衝しよう》を繰り出した。


    　破滅的な威力の殴打と蹴しゆう撃げきに、ゲオルクの硬質な皮ひ膚ふが切れ、赤い液体が辺りに飛び散った。


    　魔術的な処置を受けて超硬度を実現しているはずの魔天楼の壁面に、ゲオルクがさらに深々とめり込んでいく。


    　しかしどんなに攻撃されようと、なぜかゲオルクは反撃してこない。それどころか、昆虫の顔を愉ゆ悦えつに歪ゆがめていた。


    　だがそんなことはどうでもい。


    　この悍おぞましい敵を止めなければ、他の騎士たちも犠ぎ牲せいになるだろう。


    　いや、殺さなければ。


    　完全に息の根を止めるまで、破壊し尽くさなければならない。


    　そうだ。壊せ。壊せ。壊せ。


    　元より醜しゆう悪あくだったゲオルクだが、全身から血を噴ふき出し、さらに醜みにくい姿態を晒さらしていた。


    　それでも龍りゆう之の介すけは攻撃の手を止めることはない。


    　内臓が潰つぶれた音。骨が砕ける音。ゲオルクの喉のど奥おくから漏もれる苦鳴。


    　それらがすべて心ここ地ちよい音楽だった。


    「ははははっ！」


    　気付けば哄こう笑しようを上げていた。


    　壊せ壊せ壊せ壊せ壊せ壊せ壊せ壊せ壊せ壊せ壊せ壊せ壊せ壊せ壊せ壊せ壊せ壊せ壊せ壊せ。


    「っ！」


    　ハッと我に返って、龍之介はその手を止めた。


    　──俺は、何を……？


    　気付けば自身の姿が変へん貌ぼうしていた。


    　長い髪に、濃い褐かつ色しよくの肌。瞳ひとみの色は紅あかく、背中には漆しつ黒こくの翼が生えている。そして額ひたいに、黄金色の虹こう彩さいを持つ瞳。


    　ゲオルクが突とつ如じよ、半壊した顔で満面の笑みを弾はじけさせた。


    「そうだよ、その姿だ！　僕は君のその姿が見たかった！　そして君の中のその剥むき出しの欲望を見てみたかった！」


    「……っ」


    　ゲオルクは瓦が礫れきの中から身を起こすと、愉ゆ快かい気げに鋏きよう角かくを動かす。


    「君と僕は同族だ。僕も人間の女性の中から、悪魔の血を引いて生まれてきてしまった〝魔界の落らく胤いん〟なのさ」


    　やはりそうか、と龍之介は得心する。


    　──だからこいつは、そこまで俺に固執してきたのか……。


    　潰れた顔でゲオルクは嗤わらい、そしてきっぱりと言い切った。


    「だからこそ、僕は断言することができる。悪魔が人と共存することなんて、絶対に不可能だということをね！」


    「っ……」


    「君も感づいているように、悪魔にはねえ、必ず強烈な〝欲望〟があるんだ。憤ふん怒ぬのサタン、色欲のアスモデウスなどが有名だろう。君のそれは〝破壊欲〟といったところかな？　僕の場合はね、愛する者を僕のものにしたい、僕の言いなりにしたいという〝支配欲〟だよ。この欲望に抗あらがうことは絶対にできない。それが悪魔という存在なのさ！」


    「……」


    「だけど、そんな君を受け入れてあげられる者がいる」


    　ゲオルクは蜘く蛛もの腕を目いっぱい広げ、高らかに告げる。いつの間にか龍之介が付けた傷が修復していた。


    「この僕だ！　僕だけが君のことを分かってあげられる！　僕は君の欲望をけして否定しない。僕だけが君の存在を全肯定し、愛してあげることができるんだ！」


    　その瞳ひとみが怪しく輝かがやいた。


    《精神支配マインドハツク》だ。


    「さぁ、こっちに来るんだ。そうすれば君は幸せになれる。君のその欲望を満たすために、どんなものでもプレゼントしてあげるよ。種族年齢性別、どんなモノでも簡単に調達してきてあげる。それくらい大したことはないさ。なにせ僕は、この都市を支配する魔導王バンデイツトなんだからね。大量虐ぎやく殺さつだって好きなだけできる。僕がこの魔導王という地位を使って揉もみ消してあげるさ」


    　そのとき龍りゆう之の介すけの足元に、糸で拘束された騎士の一人が転がってきた。


    　まだ若い男だ。身体からだができあがっていないのか、線が細く、やや頼りなさげな印象を受けた。


    　衝動が湧わき上がる。


    　破壊したい。


    　男の腕を引き千ち切ぎりたい。内臓を引っ張り出したい。頭部を握り潰つぶしたい──


    　──俺は、こんな衝動なんかに負けやしねぇッ！


    　次の瞬間、激しい殴打音が響ひびいた。


    　龍之介が自分の頬ほおを思いきり殴ったのだ。


    「っ……？」


    　ゲオルクの六つの単眼が驚いたように瞬またたいた。


    　龍之介の身体は元の人間の姿へと戻り、それに伴ともなって衝動が収まってくる。


    　頬の痛みに顔を顰しかめながら、ゲオルクを睨にらみ付けた。


    「お前だけが俺のことを分かってくれる？　ふざけんじゃねぇ。てめぇみたいな奴に、俺の何が分かるってんだ」


    　低い声で威圧しながら、龍之介は七なな慧えの言葉を思い出していた。


    「それに俺にはな、ちゃんと俺のことを受け入れてくれる人がいるッ！」


    『わたしは気にしないから。たとえあなたが、何者だったとしても』


    　彼女はそう言ってくれた。自分が悪魔の血を引いていると知っても、自分を受け入れてくれた。そしてあのとき交わした約束の通り、本当に助けに来てくれたのだ。


    　いや、彼女だけではない。


    　そのとき空から巨大な影が飛来してきた。


    　美しい純白の鱗うろこを持つドラゴン──ルナだ。


    「りゅーのすけ！　はやくたおして、いえにかえるぞ！　マリンたちもまっているからな！」


    　無邪気な声が轟とどろく。


    「龍之介はん！　そんな奴に負けたりしたら承知せえへんで！」


    　彼女の背中から、千ち聖さとがこちらに向かって手を振る姿が見えた。


    「とっととそのクソ野郎をぶっ倒しちまいやがれ！」


    　同じくルナの背に跨またがり、セレスが怒声を張り上げている。


    「ファナだって、事務所であなたの帰りを待ってくれているわ！」


    　さらに七なな慧えの声が届く。


    　──こんな自分を受け入れてくれる人たちがいる。


    「だからお前のふざけた愛なんざ、俺には必要ねぇんだよ！」


    　きっぱりと断じる龍りゆう之の介すけ。


    　ゲオルクが深々と嘆息した。


    「……残念だよ。やはり君の心は僕のものにはならないようだ。仕方がない。やはり、その身体からだだけを僕のものにするしかないみたいだねえ」


    「そいつも御免だ」


    　龍之介は断固拒絶の意を示しながら拳こぶしを構える。


    「まさか、その姿で悪魔化した僕を倒せるとでも思うのかい？」


    「俺は人だ。だから、人としてお前を倒す」


    　そう宣言して、龍之介は意識を全身を巡る魔力の経路へと集中させた。


    　人の身体には無数の経けい絡らくが存在している。


    　しかし普段、魔力の通り道として使用されているものはごくごく僅わずかだ。それはすべての経絡を使ってしまうと、膨ぼう大だいな魔力が一気に放出されてしまうせいだろう。


    　魔力の枯こ渇かつは命に関わる。それゆえ防衛本能が働き、全経絡を同時に開くことができないようになっているのだ。


    　だが──


    『そう。誰かを護まもりたいというその気持ち。それこそが早さ乙女おとめ幻げん才さい流拳けん法ぽうの〝秘伝〟に至る道であり、封印を解くための方法だったんだ』


    　脳裏を過よぎるのは、レンの言葉。


    　龍之介は知った。


    　人は誰かのために戦うとき、その限界を超えていくことができるということを。


    



    「早乙女幻才流拳法・秘伝──《龍りゆう脈みやく開かい放ほう》」


    



    　眠っていたすべての経絡が開いた。


    　今までとは比較にもならない量の魔力が、一瞬にして満身から膨ふくれ上がる。


    「決着をつけるぞ、ゲオルクッ！」


    



    　　　　　　３


    



    「《天てん昇しよう龍りゆう撃げき滅めつ》ッ！」


    　龍りゆう之の介すけは衝撃波の龍を打ち出した。


    　八つ首に分かれて怒ど濤とうのごとく迫るそれを、しかしゲオルクは後方へと飛翔して悠々と回避する。衝撃波の龍は地下層の天井を抉えぐり、一帯に轟ごう音おんを撒まき散らした。


    　龍之介はゲオルクの逃走経路を先読みしていた。《龍りゆう爆ばく速そく》の連続で加速を繰り返し、音速に迫る勢いでゲオルクへと急接近、膨ぼう大だいな魔力を乗せた渾こん身しんの回し蹴げりを放つ。


    　だが蹴りが後頭部に叩き込まれる寸前、ゲオルクが一瞬にして身を翻ひるがえした。盛大に空振りした蹴りは豪風を生み出し、近くの高層寺院から瓦かわらが何枚も吹き飛んだ。


    　そこはいつか来たことのある第六区の地下層だった。所狭しと林立する高層寺院の間を、ゲオルクは蜂はちさながらの上下左右自在の動きで飛んでいく。


    　気付けばその姿を見失っていた。


    「っ！」


    　突然、背後から強烈な気配。即応する龍之介だが、背中から横殴りの一撃をまともに浴び、境けい内だいのど真ん中に叩き付けられた。


    　何事かとざわめくのは頭を丸めた坊主魔術師ブツデイストウイザードたちだ。


    「だ、大僧正様っ、何かが境内に降ってまいりましたっ！」「お釈しや迦か様の再来じゃあ!?」


    　しかし龍之介がすぐさま立ち上がり、空から蜘く蛛も型の怪物が飛来してくるのに気付いた途端、彼らは泡を食って逃げ出した。


    　龍之介を狙い、ゲオルクが隕いん石せきのごとく落ちてきた。


    　それを横転して躱かわす。


    　土砂が水飛沫しぶきのように跳ね上がった。


    　舞い上がる土煙の中から飛び出してきた瞬間を狙い、お返しとばかりに龍之介はゲオルクの頬ほおを蹴り上げる。


    　ゲオルクは鋏きよう角かくを破砕させられながらも、即座にその六本腕を閃ひらめかせ、龍之介に拳けん打だを叩き込んできた。


    　幾いくつかクリーンヒットを貰もらうが、負けじと龍之介は反撃の拳こぶしをお見舞いする。


    　両者同時に跳び上がった。


    　そして先ほどの《天昇龍撃滅》によって開いてしまった縦穴から、第六区の地上へと飛び出す。穴の周辺に置かれていた車が、二人が生み出す暴風で吹き飛ばされた。


    　ビル群の間を飛び抜けながら激突を繰り返す。


    　龍之介の拳がゲオルクの腹部に突き刺さり、ゲオルクの脚が龍之介の顎あごを蹴り上げる。


    　ぶつかり合う度たびに、その衝撃で近くのビルの窓ガラスが粉砕した。


    「出でよ、《魔界の軍勢レギオン》ッ！」


    　突然、ゲオルクが咆ほえた。


    　召喚される無数の魔界の獣けもの。著名な企業のオフィスが数多く立ち並ぶ高級ビジネス街が、一瞬にして醜しゆう悪あくな姿をした化け物たちの地獄の楽園と化した。


    　この世のものではない奇き天て烈れつな雄おた叫けびや鳴き声を轟とどろかせながら、魔獣の群れが一斉に襲い掛かってくる。


    「おおおおおおおッ！」


    　龍りゆう之の介すけは破われ鐘がねのような雄叫びを上げ、迫る魔獣たちを片っ端から粉砕。体長十メートルを超す巨大な魔獣ですら、上段蹴げりの一発で沈めてしまう。


    「っ!?」


    　しかしその直後、空から巨大な人面猫の獣が降ってきた。躱かわし切れず、踏み潰つぶされる。


    「う、おおおっ！　《多た頭とう龍りゆう撃げき衝しよう》ッ！」


    　それでも強引に這はい出すと、龍之介は拳こぶしの連打で己の数百倍もあろうかという人面猫を肉にく塊かいへと変えた。


    　だが魔獣は次々と魔界と通じる門から現れ、殺到してくる。一体一体は大したことないものの、しかしこのままでは魔力と体力が底を尽きてしまうのも時間の問題だ。


    　魔獣と交戦する龍之介を空から見下ろしながら、ゲオルクが満足げに言う。


    「これこそが、六十六もの軍団を率ひきい、東方の魔王と謳うたわれた父〝大悪魔バエル〟から受け継いだ悪魔の力だ」


    　そのとき龍之介の腰に何かが巻き付いた。


    「っ！」


    　宙へと吊つり上げられる。


    　見ると、深海魚のようなグロテスクな巨大生物が、全身から無数の触手を蠢うごめかせていた。龍之介の胴体を拘束したのはそのうちの一本で、粘着性の高い液体で濡ぬれ、表面がてかてかと光っている。


    　龍之介はすぐさま逃のがれようとするが、


    　──力がっ……。


    　急に身体からだから力が抜け落ちていく。


    　かつて並みの魔術師ウイザードの十数倍もの魔力量があると言われたことのある龍之介だが、やはり《龍りゆう脈みやく開かい放ほう》による消費は激しく、もう魔力が枯こ渇かつしかかっているのだ。


    　龍之介は成す術すべなく引っ張られ、巨大生物のぬめぬめとした洞穴のごとき口の中へ──


    　突とつ如じよ、触手が爆散した。空中に投げ出された龍之介は、身体を捻ひねって体勢を整え、アスファルトの上に何とか着地する。


    「それは僕のものだぞ。喰くうことは許さん」


    　龍之介を助けたのはゲオルクだった。


    　ゲオルクが近付いてくると、獣たちは従順に道を開けた。


    　荒い呼吸で膝ひざに手を突く龍りゆう之の介すけへ、何を思ったか、ゲオルクは遠い目をして語り始めた。


    「僕はねえ、龍之介。この姿で生まれてきたんだよ」


    　お前の昔話など聞く気はない。そう吐き捨てようとした龍之介だが、しかしその運命の悲痛さに思わず言葉を呑のみ込んだ。


    「両親は驚いただろうねえ。なにせ、こんな醜みにくい化け物が腹の中から出て来たのだから」


    　ゲオルクは自じ嘲ちよう気味に笑う。


    「……っ」


    　自分は人の姿をして生まれてきた。だがもしこの姿だったとしたら？


    　それを想像し、背せ筋すじを冷たいものが走る。


    「だけどね、母は僕を見捨てなかったよ。僕を殺すべきだと主張した父から逃のがれるため、僕を連れて家から出ていったのさ。そして僕は母と二人、貧民街で暮らした」


    「……」


    「母は僕にいつも言い聞かせるように言ってくれた。『あなたに罪はないわ。お母さんはあなたの味方だから』ってねえ」


    　淡々とした口調は、まるで他人の過去でも語っているかのようだった。


    「……だけどあるとき、この姿を隣人に目撃されてしまったんだ。貧まずしくても平穏だった暮らしは一変した。貧民街で僕らの追放運動が巻き起こったのさ。そして、ついに母の心は折れてしまったのだろう」


    『お前のせいで、私の人生はめちゃくちゃよ』


    「だったら、生まれたときに殺してくれたらよかっただろう!?　生まれてきた赤ん坊を殺すなんて忍びない、そんなくだらない感情のせいで、僕は生きなければならなかったんだ！　それなのに責任転てん嫁かだよ！　愚おろかしい！　なんて醜いのだと僕は思ったよ！」


    　ゲオルクが激情のままに叫ぶ。びりびりと、その剥むき出しの感情から迸ほとばしる魔力で周囲の空気が震えていた。


    「……母を殺して、僕は一人になった。そして悟ったのさ。頼れるものなんてこの世界にはない。信じることができるのは自分だけ。今のように人の姿を取ることができるようになった後も、その気持ちは変わらなかった。人なんて信用できない。だから支配するんだよ！　僕の操り人形にしてしまえば、絶対に裏切ることなんてできないんだからねえ！」


    　複数の単眼が一斉に、嬉き々きとしたように大きく見開かれた。


    「そしてその結論に至るのは必然だったのさ！　なにせ僕の中に眠る悪魔の血は、まさしく愛する者を支配することを望んでいたのだからねえ！」


    　ゲオルクは高らかに告げた。


    「だから僕はこの愛に従い、君を存分に支配してあげるよ！」


    　そんな胸むな糞くその悪い、しかし同じ魔界の落らく胤いんとして生まれてきた同族に対して、龍之介は厳然と言い放つ。


    「……違うな。あんたは負けたんだよ、その悪魔の血に」


    「負けた？　ははは、何を言っているんだい？　僕はこの血を受け入れ、そして欲望に従って生きているだけさ」


    　ゲオルクは鋏きよう角かくを蠢うごめかせ、嘲ちよう弄ろうの声を漏もらす。


    　だが龍りゆう之の介すけはきっぱりと断じた。


    「本当にそうか？　お前の中の人の血は、本当にそれを望んでいるのか？」


    　人の血。


    　魔界の落らく胤いんにだって、人の母親から生まれてきた以上、それもまた確かに身体からだの中を流れているはずなのだ。


    「あんたの中を流れる人の血は、本当は望んでいるはずだ！　人を信じ、愛することをな！


    何であんたは普段、人の姿を取っている!?　その悪魔の姿が醜みにくいからか!?　違うな！　本当は無意識のうちに人であることを望んでいるからじゃねぇのか!?　だがあんたはそれに目を背そむけているんだ！　その悪魔の血を理由にしてな！」


    　龍之介は感情を爆発させ、あらん限りに声を張り上げる。


    「そんなてめぇが愛を語るんじゃねぇよ！」


    　だがゲオルクはそれを、世間知らずの子供の夢物語だと嘲あざ笑わらう。


    「人の血？　そんなもの、悪魔の血の前には無力なのだよ！　君もいずれ分かるときが来るさ！　どんな崇高な理想を謳うたおうとも、君の破壊衝動はそんな人の徳心など容易たやすく穢けがしてしまうということをねえ！」


    「……」


    　龍之介は悟る。


    　たとえどんなに喉のどを嗄からして叫んだとしても、目の前の男にこちらの声が届くことなどないだろうということを。


    　もし──


    　もし彼の傍そばに、七なな慧えのように信じられる人がいたとしたら。


    　もし彼の傍に、シャルやルナのような護まもりたいものたちがいたとしたら。


    　もし彼の傍に、幻げん才さいのように悪魔の血に気付いて、それを封じてくれる人がいたとしたら。


    　ゲオルクは今とは違う道を歩んでいたかもしれない。


    　無論、龍之介にだって、ゲオルクのように人の道を捨て、魔の道を選んでいた可能性もあっただろう。そう思うと、胸の奥から喩たとえようのない複雑な感情が湧わき起こってくる。


    「……ならせめて同族の情けとして、俺がこの手であんたに引導を渡してやる」


    「やってみるがいいさ。そんな脆ぜい弱じやくな人の身体で、僕を倒せるというのならねえ」


    　悪魔の持つ異常な自然治ち癒ゆ力りよく。そのお陰かゲオルクの身体にはすでに一切の傷がない。


    　一方で、龍りゆう之の介すけは満まん身しん創そう痍いだった。


    　それでも気力を振り絞り、龍之介は拳こぶしを構える。


    　──俺には俺の帰りを待ってくれている人たちがいるッ！　絶対に負けられねぇッ！


    「君に見せてあげよう。これが、これから君を待ち受ける幸せな運命だ」


    　そう不気味に宣言するゲオルクは、どういう訳か、周囲にいた魔獣たちを魔界へと退散させてしまった。


    　直後、ゲオルクの体表が文字通りに粟あわ立だった。


    「なっ……」


    　龍之介は戦せん慄りつした。


    　ゲオルクの身体からだのあちこちから、人の姿をしたものが生えてきたのだ。


    　人間だけではない。獣人やエルフ、ホビットやドワーフなどの亜人種の姿もある。


    『ああ、偉大なるゲオルク様……』『ゲオルク様と一つになれた……』『我は永遠にゲオルク様と共にある……』『ヒャハハッ、やっぱゲオルク様は最高だぜぇッ……』


    　彼らは恍こう惚こつとした表情で、口々にゲオルクを讃たたえる言葉を吐き出していた。


    　その中にモヒカン頭の男が交っているのを見て、龍之介は彼らの正体を悟った。


    「まさか……」


    「そうさ。これが今まで僕と一つになった子たちだよ！」


    　ゲオルクが嬉き々きとして告げた。


    　その数は、見えているだけでも二十人を下らない。一体、どれだけの配下を喰くらってきたというのか。


    「君も、今日から彼らの仲間入りだよ！」


    　ゲオルクが叫んだその刹せつ那な、凄すさまじい雷光が空間を貫つらぬいた。


    　龍之介は咄とつ嗟さに魔力を帯びた掌てのひらを前方に掲げ、それを受け止める。


    「がっ」


    　衝撃で吹き飛ばされた。


    　道路を転がり、それでも立ち上がったその瞬間、今度は空から無数の氷矢が降り注いできた。


    《龍りゆう爆ばく速そく》で即座に地面を蹴けって回避。だが広範囲に及ぶ冷たい雨を躱かわし切れず、幾いくつかの矢に身体を貫かれる。


    「……ッ」


    　苦鳴を上げている余裕すらもない。間髪容いれずに、今度は大量の槍やりが横殴りの雨となって押し寄せてくる。


    　咄嗟に背後の窓からビルの内部へと飛び込み、何とかやり過ごすが、その直後、すぐ頭上を閃せん光こうが走った。


    　何が起こったのかと息を呑のむ龍之介の目の前で、ビルの壁が斜めにズレていった。ビル全体が一階部分だけを残してスライドし、やがて轟ごう音おんとともに隣のビルに激突して停止する。見上げると、失われた天井の代わりに青い空が見えた。


    　──ビルを斬きった……？


    　愕がく然ぜんとして立ち竦すくむ龍りゆう之の介すけの前に、上部を失ったビル壁を飛び越え、ゲオルクが姿を現した。


    「どうだい、この子たちの力は？」


    　ゲオルクが勝ち誇るような声で問うてくる。


    　その身体からだから生えたエルフの手には、雷を迸ほとばしらせる杖つえ。


    　ドワーフの手には冷気を纏まとう斧おの。


    　半人半馬ケンタウロスの手には燃え盛る槍やり。


    　ホビットの手には剣身のない柄つかだけの剣。


    　ゲオルクに取り込まれてしまった者たちが、各おの々おのの魔術を使っているのだ。そして恐らくはその全員が、かつては名のある高位の魔術師ウイザードたち。


    　俄にわかには信じがたい光景だった。


    　直後、ゲオルクが地面を蹴けり、視認すら困難な速度で飛翔した。


    「これは轆ろく轤ろの魔術だよ」


    　気付けば、すぐ背後からゲオルクの声。


    「くそっ！」


    　反射的に背後へ蹴りを放つが、すでにそこにゲオルクの姿はなかった。


    　焦しよう燥そうとともに周囲を見渡すも、どこにもゲオルクがいない。


    　どこかに隠れているのか。いや、隠れる場所などないはずだ。


    　それとも轆轤の魔術で、こちらの目で追えないほどの速さで動いているのか。いや、それなら移動の音すらも聞こえないことの説明が付かない。


    「どこにいると思う？」


    　突然、声だけが響ひびいてきた。その瞬間、その正体に思い至った。


    　──《隠蔽魔術ハイデイング》。


    「がっ!?」


    　直後、背中に衝撃を受けた龍之介はビルの外へと弾はじき飛ばされ、隣のビル壁へとめり込んでいた。


    「どうだい？　凄すごいだろう。これだけの魔術を何の気兼ねもなく連発できるのも、無限に近い魔力を持つ悪魔の姿だからこそだ」


    　ニタニタと悍おぞましい笑みを浮かべながら、ゲオルクはこちらへゆっくりと飛んでくる。


    「惜しかったねえ。君も悪魔化しさえすれば、もう少しくらいはまともに戦えたかもしれないのに」


    　龍之介は奥歯を強く噛かむ。


    　あれだけの数の人を喰くらい、体内に取り込んだゲオルクに対し、凄すさまじい怒りが湧わき起こる。


    　ともすれば容易たやすく〝破壊衝動〟へと転じかねないそれを、しかし龍りゆう之の介すけはぐっと堪こらえた。


    　──奴の挑発に乗るんじゃない。


    　恐らくゲオルクは龍之介を再び悪魔化させることを狙っている。


    　人の状態の龍之介を《精神支配マインドハツク》することはできないが、悪魔化した状態であれば可能だと考えているのだろう。実際、悪魔化した状態で一度でも《精神支配》されてしまうと、龍之介としても正気に戻れるという自信はなかった。


    　未いまだにゲオルクは、龍之介をそのままの状態で支配することに執着しているのだ。だからこそすぐに止とどめを刺そうとはせず、じわじわと嬲なぶるように攻めてきている。


    　──俺はこの姿でこいつを倒すッ！


    　龍之介は改めて覚悟を決め、そして拳こぶしを握り締めた。


    　ゲオルクの悪魔としての力が、あの《魔界の軍勢レギオン》や喰らった者たちを自みずからに取り込む力であるとするならば──


    　龍之介がその脳のう裏りに思い浮かべたのは、この世界とは異なる原理で燃え盛る、それ。


    　己の中に眠るその力を、龍之介は知っている。


    　──できるはずだッ！　たとえ人の姿でもッ……。


    　龍之介は決然と叫んだ。


    「来やがれ、《魔界の業火インフエルノ》ッ！」


    　瞬間、その拳で漆しつ黒こくの炎が燃え上がった。


    　本来ならば火に付ふ随ずいしているはずの光がない。煙も燃焼音もない。異次元世界の原理で燃焼する、奇怪で不気味な炎。


    「……くっ！」


    　焼けるのとは違う、形容しがたい激痛が龍之介の拳に走った。


    　召喚には応じたものの、龍之介を自らの主人として認めてはいないのだ。


    　漆黒の炎は出で鱈たら目めに揺らめき、そのまま龍之介の身体からだをも呑のみ込もうとしてくる。


    「なっ……その人間の身体で魔界の炎を制御できるはずがないだろう!?　まさか、自死するつもりなのかい!?」


    　ゲオルクが愕がく然ぜんとして叫ぶ。さすがに魔界の炎で焼かれてしまえば、喰らうことができないからだろう。


    　──いや、制御できる。


    　だが龍之介には確信があった。悪魔の血を人の血で抑え込むことができるとするならば、悪魔の力を人の力で屈服させることもできるはずだと。


    「言うことを利ききやがれッ!!」


    　主人の意に反して暴れ回る炎に、龍之介は大だい喝かつする。


    　そして──強引に制御下に置いた。


    　漆しつ黒こくの炎を自みずからの身体からだから引き剥はがし、拳こぶしへと収束させる。不思議なことにその感覚は、早さ乙女おとめ幻げん才さい流拳けん法ぽうの魔力制御と驚くほどよく似たものだった。


    「おおおおおおおっ！」


    　龍りゆう之の介すけは喉のど奥おくから獅し子し吼こうを轟とどろかせると同時に、漆黒の炎を纏まとう己おのれの拳を思いきり前方へと突き出した。


    　瞬間、人としての力と、悪魔としての力が──融合する。


    



    「《天てん昇しよう龍りゆう撃げき滅めつ・業ごう火か》ッ！」


    



    　漆黒の火龍が八匹、躍おどり狂った。


    「──ッ!?」


    　ゲオルクの六つの目が慄おののきで震えたのが分かった。


    　即座に火龍の即死圏から逃のがれようとするが、轆ろく轤ろの魔術を使っても間に合わない。ならばとゲオルクは無数の魔術を打ち放ち、暴力的な速度で迫る火龍に対抗せんとした。


    　雷光が、氷矢が、槍やりの雨が、爆撃が、重力波が、火龍へと殺到する。


    　その各おの々おのが、単独で無数の命を奪い去れるほどの超高等魔術。


    　だが火龍は人の身が生み出した魔術など、物ともしなかった。そのすべてを呑のみ込み、容易たやすく一いつ蹴しゆうしてしまう。


    「くっ……これならばどうだ！」


    　ゲオルクの身体から生えたホビットが、柄つかだけの剣を振るう。


    　空間に巨大な亀裂が走った。


    「この《空間断絶インターセプト》は、空間に一時的な位相のズレを生じさせる魔術ッ！　さすがのその炎も──」


    　ゲオルクが絶句し、声が途切れる。


    　異界の炎を纏った龍は、その空間の断絶をも喰くい破ってしまったのだ。


    　理不尽なまでの殺意を秘めて、震しん撼かんするゲオルクの全身に一斉に喰らい付く。


    「────ッ!?」


    　直後、声にならない絶叫が轟とどろき、魔界の炎がゲオルクの全身を覆おおい尽くした。


    　それはゲオルクの悲鳴だけではなかった。


    　漆黒の炎に焼かれ、ゲオルクと一体化したかつての高位魔術師ウイザードたちの叫び声が、亡もう者じやの呻うめき声のように一帯に響ひびき渡ったのだ。


    　翅はねが焼けて墜つい落らくし、地面をのた打ち回るゲオルク。


    　やがて、その動きが制止した。


    「は、はははははっ！」


    　笑声が轟とどろいた。


    　訝いぶかしげに眉まゆをひそめる龍りゆう之の介すけの耳に、炎の奥から潰つぶれた声が聞こえてくる。


    「……僕の……負けだ……。……だけど……君は……いつまで……その悪魔の……血を……制御……しつづけ……られ……る……か……な……」


    　それはまるで、地獄の底から響ひびいてくるかのような問いかけで──


    　答えに迷うことはなかった。


    　龍之介は同族の死への手た向むけとばかりに、はっきりと誓うのだった。


    「俺は死ぬまで人のままだ」

  


  
    　　　終章　戦いの後に


    



    　幻げん才さいがようやく目を覚ましたと聞いて、龍之介はセレス民間騎士事務所の医務室へと駆け付けた。


    　医務室と言っても、ちょっとした診療所ほどの規模があり、幾いくつかの病室に分かれている。


    　その内の一室、幻才がいる病室へ入ると、以前お世話になったことのある女性医術師がこちらを振り返って、「あら、早いわね」と驚いた。


    　龍之介は一番右奥のベッドへと急ごうとして、ふと立ち止まった。


    　考えてみれば、祖そ父ふと孫の、そして師匠と弟子の数年ぶりの対面だ。


    　一体どんな顔をして会えばいいのか、よく分からないのだ。


    　不思議そうにこちらを見詰めてくる女性医術師を後しり目めに、しばし悩む龍之介だったが、


    「って、んなことあのジジイ相手にごちゃごちゃ考えても仕方ねぇな」


    　結局、無造作にカーテンを開く。入院着を着てベッドの上で上体を起こしていた幻才へ、龍之介は不ぶ躾しつけに言った。


    「よう。久しぶりだな、ジジイ」


    　幻才は怪け訝げんそうな顔でこちらを見てきた。


    「お主は、誰だ？」


    　その予想外の発言に、龍りゆう之の介すけは「え？」と目を丸くする。


    「おい、まだ記憶が元に戻ってねぇのかよ？　俺だよ、俺。龍之介だ」


    　そう自分を主張する龍之介だったが、しかし幻げん才さいの反応は芳かんばしくなかった。


    「りゅ、龍之介……？　ワシが知っておる龍之介は、まだ十歳だったはずだが……」


    　龍之介はようやく状況を察した。


    「あー、そういうことか。つまり記憶は取り戻したが、その記憶はそれを失っちまった六年前までのものってことなんだな」


    　考えてみれば当たり前の話だった。


    　幻才の方は六年前から大して見た目が変わっていないが、龍之介は十歳から十六歳になったのだ。成長期の変化は著いちじるしい。認識できなくても無理はないだろう。


    　どう説明すべきだろうかと思案していると、幻才が低く唸うなった。


    「むう。しかし、その魔力……確かに龍之介のそれと同じ色をしておるが……」


    「同一人物だ、同一人物。てめぇがゲオルクに操られている間に、六年が経たってんだよ」


    　幻才は目を細め、表情を真剣なものへと変えた。


    　どうやら自分の身に起こった出来事に、ある程度の察しがついたらしい。


    「……なるほど。つまりワシは奴に……」


    　それから龍之介は掻かい摘つまんで一連の出来事を話してやった。


    　幻才はさして驚きはしなかった。恐らくは六年前に魔ま天てん楼ろうに乗り込む際、こうなることも覚悟していたのだろう。


    「ま、だいたい、そんなところだ」


    　やがてすべてを伝え終えると、幻才は龍之介の目をじっと見詰めてきた。


    「苦労をかけてしまってすまなかったのう、龍之介。ワシがゲオルクに操られてさえいなければ、お主が家を勘かん当どうされて路頭に迷うようなこともなかっただろうに……」


    　そして、ベッドの上で深々と頭を下げてくる。


    「よせよ。頭を上げてくれ」


    　龍之介は恥ずかしげに頭を掻きながら言った。


    「別に、あんたは悪くねぇよ。俺はあんたが俺に封印をかけた理由も知ってんだ。そもそも俺を家から追い出したのは親父だしな」


    「……龍之介」


    　むしろ幻才が封印を施ほどこしてくれなければ、ゲオルクと同じ運命を辿たどっていたかもしれない。失しつ踪そうのせいで確かに苦しい回り道になってはしまったが、それでも感謝すべきだろう。


    　確かに恨うらんだ時期もあった。だが今の龍之介は、素直にそう思うことができた。


    「強しいて言うなら、あんなクソ野郎の操り人形になっちまって、何年も姿を見せなかったことくれぇだな。俺が許せねぇのは」


    　幻げん才さいはベッドの上に座り直すと、しみじみと言った。


    「大人になったのう……ワシは嬉しいわい。あのアホで傲ごう慢まんで、自分のことしか考えられなくて、将来が本当に心配だったお主が、こんなにも成長しておるなんて……」


    「どんだけ酷ひどかったんだよ俺は!?　……それに、あんたは俺が悪魔の血を制御することができるようになれば、自然と封印も解けるように仕組んでいたんだろう？」


    　龍りゆう之の介すけの中に眠る悪魔の血が生み出す欲望は〝破壊衝動〟。


    　それを制するためには〝誰かを護まもりたいという想い〟が必要だった。だかこそ、幻才はそれを〝鍵かぎ〟に選んだのだ。


    　同時にそれは、早さ乙女おとめ幻才流拳けん法ぽうの秘伝へと至る道でもあった。


    　だから幼い頃の龍之介に、幻才は言ったのだ。


    　お前にはまだ早い、と。


    「しかしまさか、そんなに早く封印を解くとは思わなかったぞ。どうやら、いい出会いをしたようだのう、龍之介」


    「ああ」


    　龍之介が頷うなずいたそのとき、誰かが病室に駆け込んでくる足音が聞こえてきた。


    「おい、目が覚めたのかッ？」


    「ええ。つい先ほどね」


    　セレスの声だ。それに医術師の女性が応じていた。


    　直後、額ひたいに汗を掻かいたセレスがベッドの前に姿を現した。かなり急いで走ってきたらしい。


    「おお、セレス？　うおっ？」


    　目を丸くした幻才へ、セレスはいきなり抱き付いた。遅れてやってきた医術師が「あら」とその光景を前に驚く。龍之介も「あー」とバツが悪そうに目を背そむけた。


    「ふむ……どうやらお主にも随ずい分ぶんと心配かけてしまったようだな」


    「……まったくだっての、このクソ野郎」


    　幻才の腹部に頭を埋うずめながら、セレスが吐き捨てる。口調こそ乱暴だが、何とも弱々しい声だった。


    　しばらくその場を静寂が包む。


    　龍之介は女性医術師と目を見合わせ、これ、いったん席を外した方がいいよな？　などとアイコンタクトをしていたが、


    「おい、テメェ、どこ触ってやがんだよッ!?」


    　突然、セレスの怒号が轟とどろいた。


    　見ると、幻才がセレスのお尻を撫なで撫でしていた。


    「かかか、相変わらず、いいケツしとるわい。いやなに、今のは触ってもいいシーンかと思ってのう」


    「どこがだよッ!?」


    　セレスは大剣を出現させた。「待て待てワシは病人じゃぞ!?」「知るかッ！　ぶった斬ぎってやるッ！」などと怒鳴り合う二人に、龍りゆう之の介すけは大きく溜ため息いきを吐ついた。


    「ったく、何やってんだ……」


    　そこへ東とう堂どうもやってきて、龍之介が知らなかったことも含め、彼女から改めて幻げん才さいに現況の説明があった。


    「迷惑をかけたのう、ちなちゃん」


    「……その呼び方、やめていただけませんか？」


    　東堂は心底嫌そうに眉まゆをひそめてから、


    「恐らく早さ乙女おとめ家の方々も心配しておられることでしょう。早いうちにご帰宅された方がよいかと思います」


    「うーむ……そうだのう」


    　東堂の提案に、幻才はなぜか歯切れ悪く応じる。それからしばし難しい顔をして思案していたかと思うと、


    「すまんが、セレス。しばらくこの事務所で厄やつ介かいになってもいいか？」


    「は？　オイ、どういうことだよ、テメェ？」


    　呆あつ気けにとられたように訊きき返すセレス。


    　幻才は年とし甲が斐いもなく身を震わせながら白状した。


    「いや、ばーさんが怖いんじゃ。六年も何の音おと沙さ汰たもなくずっと留守にしておったわけだし、果たして何をされるか……」


    「騎士陸軍の英雄が聞いて呆あきれるな、おい……」


    　龍之介は情けない祖父にジト目を向けて呟つぶやいた。


    「頼む、セレス」


    「ハッ、何でオレがテメェなんかのために、んなことしなくちゃなんねェんだよ」


    　懇こん願がんする幻才だが、セレスは面倒臭そうに吐き捨てる。


    　それでも幻才に引き下がる様子はなく、セレスの手を取ると、後ご生しようだ、と瞳ひとみを潤うるませて、


    「帰る場所を失ったこの老人。しかしお主がいるここなら、安心して暮らすことができる」


    「ま、まぁ……テメェがそんなに言うなら……しゃあねェな」


    　結局、しぶしぶながらもセレスは了承した。だが心なしか、少し嬉しそうだったのは気のせいだろうか。


    「それに、ここにはなかなか綺き麗れいな娘が多いみたいだしのう、かっかっか」


    　と、幻才の視線がカーテンの向こうへと向く。


    　いつの間にか医務室の廊下に、若い女性所員たちの姿があった。この事務所は民間騎士事務所としては珍しく、女性が多いのだ。


    「あれが、早さ乙女おとめ幻げん才さいさま……私、憧あこがれだったんです」「もう八十に近いらしいわ」「全然そうは見えないわね」


    　恐らく騎士陸軍の英雄が目を覚ましたと聞いて、一目見ようと集まって来たのだろう。


    「うむ、やはり若い子を見ると生きる活力が湧わいて──いでっ!?」


    　鼻の下を伸ばしている幻才の頬ほおを、いきなりセレスが殴った。


    「な、何をする!?」


    「うっせェよ、バーカ！」


    　医務室にセレスの怒声が響ひびき渡った。


    



    



    「なんか随ずい分ぶんと久しぶりな気がするな、ここも」


    　第十一区地下層の〈幽霊街ゴーストタウン〉にある自宅兼事務所に戻ってきた龍りゆう之の介すけは、しばらく留守にしていた我が家を見渡し、感慨深げに呟つぶやいた。


    「りゅーのすけ！　ここもセレスんとこみたいに、もっとでかくしたいぞ！」


    「でもそうなるとお兄ちゃん忙しくなっちゃって、あまり一いつ緒しよに遊べなくなっちゃうかもしれないよ？」


    「あ。それは困るぞ！」


    　ルナとマリン、そして使い魔たちも一緒だ。


    　しばらくの間、セレス民間騎士事務所で世話になっていたのは、龍之介が陸軍大将直属の特別急襲部隊に狙われていたためだった。


    　だが、他ならぬその部隊の隊長が『いやー、さすがにお前を捕まえるの無理ゲーだわ』と、降参を宣言したため、こうして晴れて戻ってくることができたのである。


    「学校にも行かねぇとな。これ以上休むと進級できなくなっちまう。そうだ、先生にも挨あい拶さつに行っとかねぇと」


    　久しぶりの我が家で喜びを露あらわにしているルナたちを後しり目めに、龍之介は独りごつ。


    「……もうこいつらの世話になることもねぇんだろうな」


    　龍之介は二挺ちようの魔導拳銃を手に湿っぽく零こぼした。


    　漆黒の覇王ブラツクダイナストと白銀の賢帝シルバーワイズマン。


    　長い間、自分とともに戦ってくれた戦友たちだ。


    　しかし彼らがいなくとも、今の龍之介には大切な者たちを護まもる力がある。


    　その汚よごれを丁てい寧ねいに拭ふき取ると、龍之介は名な残ごり惜しさを覚えつつも、保管庫の中に収めた。


    　と、そのとき玄関の方から騒がしい声が聞こえてきたかと思うと、どすどすと誰かが勝手に上がり込んできた。


    　七なな慧え、千ち聖さと、ファナの三人だった。リビングに入って来た彼女たちは、なぜか三人とも大量の袋を抱えていた。黒猫のアルンが「また雌めすがいっぱい来たにゃ！」と警戒する。


    「……おい、今まるで自分の家みたいな上がり方しなかったか？」


    　ぼやく龍りゆう之の介すけだが、ルナの「どーしたどーした！　ルナと遊びにきたのか!?」という嬉しそうにはしゃぐ声で掻かき消されてしまった。


    　七慧が三人を代表して報告した。


    「実は昨日、ファナが無事に民間騎士試験に合格したのよ」


    「本当かっ？」


    　龍之介は思わず身を乗り出していた。


    「しかもなんと首席合格」


    「マジかよ!?　すげぇじゃん！」


    「……あ、ありがとうございます。わ、わたくしもびっくりしてますけど……」


    　龍之介が驚いて賞賛すると、ファナは少し恥ずかしそうに頭を下げた。


    「で、今からそのお祝いっちゅうわけや」


    　と、千聖がそう補足を入れる。ルナが「お祝い!?　ケーキあるのか!?」と目を輝かがやかせた。


    「なるほど──って、ここでやる必要はなくねぇか……？」


    　思わず頷うなずきかけたが、当然の疑問が湧わき上がる。


    「事務所の方ではやらねぇのかよ？」


    「そちらは明日やってくださるそうです」


    　どうやら二回するらしい。


    「まぁ、ええやないか。お祝い事は何度してもええもんやで」


    「事務所の方には今回の合格者が何人かいるから、全員まとめてだけどね。ほら、ルナちゃん、ケーキあるわよ」


    「おおお！　ケーキだ！　りゅーのすけ、ケーキだぞ！」


    　七慧が開けたケーキを見て、ルナがじゅるりと喉のどを鳴らす。マリンも「美お味いしそう！」と感激の声を上げた。


    「ファナの民間騎士試験合格を祝して──」


    「「「乾杯」」」


    　やがてそれぞれ適当な場所に腰を下ろすと七慧が音頭を取り、みんなで乾杯した。


    「本番は確かにかなり緊張しました。ですが、これを乗り越えられないようでは、七慧のように強くはなれない。そう思うと、不思議と緊張よりも頑張ろうという気持ちになることができたのです」


    「わ、わたしなんて、そんな、まだまだよ」


    　試験のときのことを話してくれるファナに、七慧が少し頬ほおを赤くして応こたえた。そこへ千聖が少々意地悪気に口を挟む。


    「そんな謙けん遜そんせぇへんでも。ついこの間、第四階級にまで上がりおったんやろ、じぶん」


    「そ、そうだけど……」


    「しかも今の第四階級の中では最年少なんやろ？　びっくりやわ、ほんま」


    　少し羨うらやましげに語る千ち聖さとだったが、そんな彼女へファナが熱の籠こもった紫し瞳どうを向けた。


    「千聖だって、わたくしの目標です」


    「そ、そうなんや？　あら、なんか恥ずかしいなァ」


    「……も、もちろん……その、りゅ、龍りゆう之の介すけも……」


    「けどよ、首席で合格できたってことは、やっぱあの藤ふじ野のの指導は的確だったってことか」


    「うぅ……そ、そうですね……むしろ試験などより、ずっと難易度が高かったです……」


    　龍之介が訊きくと、ファナはそのときのことを思い出したのか、蒼あおい顔で呟つぶやいた。


    「なぁなぁ、お菓子もうないのか？」


    「まだあるわよ、ほら」


    「わーい！　やったな、マリン！」


    「うん！　さっきからルナちゃんばっかり食べてるけどね」


    「……ルナ、お前もうちょっと遠慮しろよ」


    　やがて話はファナの試験のことから、別の話題へと移っていった。
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    「そう言えば、鏑かぶら木ぎが都議会の最高議長に就任したみたいやんか」


    「らしいな。つーか、悪魔が成り代わっていたゲオルクを倒した英雄、ってことになってやがるもんな、あいつ」


    「……なんか、嫌な感じです。本当は龍りゆう之の介すけが倒したはずなのに……」


    「別に俺は自分が英雄に成りたいために戦ったわけじゃねぇし、いいんだけどな。それにあいつの助力がなけりゃ、俺は今頃ゲオルクの言いなりになってたかもしれねぇし」


    　不満そうに唇を噛かむファナに、龍之介はそう執とり為なす。


    「でも、最高議長としての評判は悪くないみたいだけどね。それに所長が『あいつには下へ手たなマネができねぇよう、オレが釘くぎを刺しておいてやる』って言ってたわ」


    「第二階級やし、求心力もあるやろうしな。ゲオルクがいなくなった今、他の第一階級らは政治にはまるで関心のない方々ばかりらしいし」


    「ま、いずれにしてもゲオルクよりはマシなんじゃねぇか」


    　あれこれ意見を言う七なな慧えと千ち聖さと。そして龍之介は適当にそう締めくくった。


    「……そう言えば、お兄さんは大丈夫なのかしら？」


    「ああ、あのバカ兄貴か」


    　ゲオルクに操られていたという早さ乙女おとめ刃は虎とら。ゲオルクが倒れたことで、幻げん才さいと同じように正気に戻ったそうだが、その後も精神的な不調が続いたらしい。


    「結局、騎士軍を退団したみてぇだな。今は実家に戻ってるみてぇだが……まぁ、あれで意外とタフなところもあるから、大丈夫なんじゃねぇか」


    「そう……」


    　沈痛な面おも持もちで俯うつむく七慧。


    　彼女はあの魔ま天てん楼ろうの最上階で刃虎と交戦したという。だからこそ心配しているのだろう。


    　と、そのとき突然、「ああ～っ!?」とルナの悲鳴が響ひびいた。


    　どうしたんだ、という顔を向ける龍之介。ルナは泡を食ったように叫んだ。


    「ルナが食べようとしたプリン、どこかに消えたぞ!?」


    「……誰だ！」


    　龍之介は部屋の中に別種の気配を感じ取り、反射的に視線をリビングの隅へと向けた。


    「おっ、なかなかイケるじゃん、これ」


    　銀髪の青年がプリンを食べていた。


    　騎士陸軍大将直属の特別急襲部隊隊長、服はつ部とり大たい牙がだった。


    「何でお前がここにいるんだよ!?」


    　思わず怒鳴り声を上げる龍之介。服部は「ルナのプリンを返せ！」と跳び付いてきたルナを軽々と躱かわし、プリンを口の中へと一気に流し込んだ。


    「よお、久しぶり」


    　あっけらかんと挨あい拶さつを寄こしながら、唇をぺろりと舐なめる服はつ部とり。「ルナのプリンが……」とルナが項うな垂だれる。


    「……また俺を捕まえに来たのか？」


    　警戒して問うと、服部は首を左右に振った。


    「違う違う。今回は依頼だ、依頼」


    「……依頼？」


    　眉まゆ根ねをひそめる龍りゆう之の介すけに、服部はサムズアップしながら、まるで入軍希望者を募つのるポスターにでも書かれていそうな台詞せりふを告げた。


    「お前のその力が必要だ！　東海道戦線で、おれらと一いつ緒しよに戦おうぜ！」


    「断る」


    「え？　ちょ、おい、マジで？　なんで断ってんの？」


    　龍之介が一いつ蹴しゆうすると、目をパチクリさせて驚きよう愕がくする服部。むしろ今までの流れでどこに龍之介が頷うなずくポイントがあったか訊ききたい。


    「そもそも俺を捕ほ縛ばくして殺すつもりだったんだろ？　なに虫の良い話してやがんだ」


    「いいじゃねーかよ、けち！　おれはお前と一緒に戦いてーんだよ！」


    　しかし聞き分けのない子供のように主張してくる服部。そして何を思ったか、


    「ったく、しゃーねーな。だったらお前が折れるまで、おれはここにいることにするぜ」


    「ああ、そうしてくれ。もう二度と勝手に入ってくるんじゃ──っておい、今、何て言った!?」


    「あ、おれ、オレンジジュースな！　あと、この菓子もらった」


    「訊けよ!?　それと何で当たり前のようにジュース飲んでんだよ！　菓子も食うな！」


    　龍之介が菓子を取り上げると、服部は「ぶー」と唇を尖とがらせる。大人のくせに、完全に子供のルナと同じ反応だった。


    「とっとと戦場に戻れよ。隊長のあんたに、こんなところに居る暇ひまなんてねぇはずだぜ」


    　ぶっきら棒に立ち退のきを命じる龍之介だったが、しかし服部は嬉しそうに否定した。


    「それなら心配は要らねーよ。今は鏑かぶら木ぎのお陰もあって、〈大江戸帝国〉との小競り合いが完全に収まってんだ。だからおれは勧誘と休息を兼ねて、しばらく休みを貰もらったんだよ。だからしばらくここにいても問題ねーぜ！」


    「……鏑木め……恨うらむぞ」


    　思わず筋違いの憎ぞう悪おを抱いだく龍之介だった。


    　そのとき先ほどから不審な目で服部を睨にらんでいたアルンが、いきなり飛び掛かった。


    「こいつ、雌めすのにおいがするにゃ！」


    　アルンに爪つめで引っ掛かれ、服部は「痛てっ」と悲鳴を上げた。


    　首根っこを掴つかんでアルンを引き剥はがしながら、服部は不満げに主張する。


    「雌って言うなよ。女だ、女」


    「「「え？」」」


    　唐とう突とつに明かされたその事実に、その場にいた誰もがぽかんと口を開けていた。


    「お、お前、女なのか……？」


    　龍りゆう之の介すけは鳩はとが豆鉄砲を食ったような顔をして、恐る恐る確認する。


    「おいおい、何だよー、その反応？　そりゃ確かに、おれは男っぽいってよく言われるけどよ。なんなら証拠でも見せようか、証拠？」


    「み、見せなくていい！」


    　いきなり服を脱ぎ出そうとする服はつ部とりを、龍之介は慌あわてて止めた。


    「つーわけで、よろしくな！」


    　あっけらかんと笑って、居座ることを決めてしまう服部。


    　そんな彼女を見て、リビングに不穏な空気が満ちる──


    「……龍之介くん、わたしもしばらくこの家にいることにするわ」


    「わ、わたくしもそうします！」


    「ならウチもそうしようかなァ」


    「おっ、みんな泊まって行くのか！　やった！」


    　口々に宣言する少女たち。


    「おいだから何で勝手に決めてるんだよ!?」


    　悪魔の血をその身に宿した少年は、喉のどを嗄からして叫ぶのだった。

  


  
    　　あとがき


    



    　お久しぶりです。尾お地ち雫しずくです。


    　そしていつの間にやら新年ですね。明けましておめでとうございます。


    　さて、『撃げき戦せん魔ま法ほう士し』のシリーズ三巻目です。


    　二巻については前々から少し構想があったのですが、今巻はほとんどゼロから考えたので、その分ちょっと大変でした。


    　お気づきの方も多いかと思いますが、このシリーズ、一巻にも二巻にも誰かが連れ去られる展開が入っていました。


    　なので今回はさすがにそのパターンはやめようと、固い決意を抱きながらプロットを作り始めたのですが、しかしなかなか良い案が浮かびません。


    　ああでもない、こうでもない、と頭を悩ませていると、ある日、ふと思いました。


    「でも連れ去られるのが●●だったら、ちょっと変化球で面白くない？」


    　そして、


    「いやむしろ、ここまで来たら３巻でも誰かが連れ去られるのが筋すじじゃないか？」


    　と訳の分からないことをのたまい始め、挙あげ句くの果てには、


    「これぞ誘ゆう拐かい三部作！」


    　などと自信満々にプロットを完成させたあの頃の私は、きっととても疲れていたんだと思います……。


    　とは言え、現時点で出せる力を限界まで振り絞しぼって書きました。楽しんでいただけたなら幸いです。


    　それでは謝辞です。


    　イラストレーターのいちやん様、今回も素敵なイラスト、ありがとうございます。実を言うとこのあとがきを書いている時点ではまだ完成したものを見れていないのですが、きっと素敵なイラストになるはずですので問題ありません。


    　また、担当編集の岩いわ浅あさ様をはじめ、本書の制作に関わった多くの皆様、本当にありがとうございました。


    　最後に、この本を手に取って下さった皆様に心からの感謝を。今年も頑張ります。


    



    
      尾お地ち 雫しずく

    

  


  
    尾地　雫


    Shizuku Ochi


    



    京都生まれ東京在住。最近ちゃぶ台からオフィスデスクへと執筆環境がグレードアップしました。

  


  
    小学館ｅＢｏｏｋｓ
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